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「釣り人のいる風景」
(無言館所蔵 作 者の経歴は6ページ)

帝
大
野
球
部
の

名
逃
撃
手
と
し
て

「
マ
ル
オ
」
の
名
は
有
名
だ

っ
た
。

白
球
を
追

っ
て

と
こ
と
ん
く
ら

い
つ
く

敏
腕
な
守
備
に
定
評
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
当
の
九
尾
は

将
来
は
絵
措
き
か

哲
学
者
に
な
り
た
か

っ
た
。

師
と
あ
お

い
だ

粘
亭
も
鶴
二
も

丸
尾
を
熱
達
に
指
導
し
た
。

父
上
、
母
上
は

僕
が
ど

っ
ち
の
道
に
す

ヽ
お
の
を

お
希
み
で
す
か
、

僕
は
ご
両
親
が

よ
ろ
こ
ぶ
顔
を
み
た
い
の
で
す
。

庶
召
し
て
光
支
に
わ
た
り

戦
地
で
病
に
か

ヽ
っ
て
か
ら
、

丸
尾
は
両
親
に
そ
う
書

い
た
。

「戦
争
の
た
め
に

祖
国
の
美
し
い
自
然
が

ど
ん
ど
ん
傷
め
ら
れ
る
の
が

た
ま
ら
な
く
巡
し
い
」

そ
れ
が
最
後
の
言
葉
だ

っ
た
。

（窪
島
試

一
部

『無
言
館
を
訪
ね
て
　
戦
没
画

学
生

「新
り
の
絵
」
第
工
集
』
議
談
社
よ
り
）

市
民
の
意
見

１
１
８
号

目
次

●
特
集
　
戦
争
犯
罪
を
追
及
す
る

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
演
説
批
判

安
川
寿
之
輔

「戦
争
」
を
清
算
す
る
　
　
イ
ラ
ク
開
戦
か
ら
７
年細
井
明
美

沖
縄
だ
け
で
な
く
、
核
は
岩
国
に
も
あ

っ
た
　

一向
橋
武
智

●
２
０
１
０
年
度
防
衛
予
算
案
を
批
判
す
る

防
衛
省
主
導

の
軍
備
増
強
予
算
に
異
議
あ
り
１

杉
原
浩
司

●
運
動
の
現
場
か
ら

葛
飾

マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ラ
弾
圧
事
件
、

最
高
裁
不
当
判
決
を
糾
弾
す
る
　
　
　
　
　
大
西

一
平

と
め
よ
う
９
条
改
憲
―

大
阪
意
見
広
告
運
動
に
ご
協
力
を
　
　
　
　
原
田
恵
子

伝
え
た

い
想

い
―
―

レ
イ
プ
ク
ラ
イ
シ
ス

・

サ
バ
イ
バ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
関
西
の
活
動
か
ら
　

岡
田
実
穂

絵
葉
書

『沖
縄

・
辺
野
古

ク生
き
て
い
る
ク
っ
て
、

伝
え
た
い
』
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
英
夫

●
世
界
を
ま
た
ぐ
平
和
運
動

平
和
と
非
暴
力
を
世
界
に
呼
び
か
け
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ

大
田
夏
子

・
佐
藤
真
喜
子

●
意
見
広
告
運
動
　
事
務
局
か
ら
　
　
　
　
　
　
葛
西
則
義

●
１
１
７
号
の
読
者
懇
談
会
よ
り

「普
天
間
問
題
」
を
め
ぐ
る
攻
防
の
現
状
　
　
　
国
富
建
治

●
文
化
巻
頭
詩
　
短
歌
　
路
地
に
花
咲
く
　
　
　
　
鈴
木
サ
ダ
子

連
載

エ
ッ
セ
イ
⑮
　
鏡
餅
完
売
　
　
　
　
　
　
鈴
木

一
誌

映
画
の
紹
介
　
一
一
つ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
映
画
の
名
作
本
野
義
雄

本
の
紹
介

『「戦
後
時
代
」
の
夕
焼
け
の
中
で
』

天
野
恵

一

連
載

マ
ン
ガ
②
　
ふ
し
ぎ
の
国
の
あ
り
か
　
ま

つ
だ
た
え
こ

●
情
報
事
務
局
だ
よ
り
　
詩
集

・
歌
集

・
デ
モ
な
ど
　

吉
川
勇

一

２
月
の
読
者
懇
談
会
の
ご
案
内

２
月
の
９
条

・
２５
条
集
会
の
ご
案
内

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２‐
、

読
者
の
お
た
よ
り

会
計
報
告
／
編
集
後
記

◆
カ
ッ
ト
　
村
雲
　
司
　
◆
題
字
　
安
西
賢
誠

ワ
′

ｎ
ｖ363432251033   323130   26 2    29   2722

☆ 2月 の読者憲談会のこ案内☆

テーマ 話 題の本 屑承びつと』著者の中川六平さんを囲んで (本誌 P10高 橋論文参照)

日時 :2010年 2月 19日 (金)午 後 フ時 参 カロ費500円 /ピ
ープルズ プ ラン研究所 (文京区関□ ]-44-3信 正堂ビル2F

地下鉄有楽町線 「江戸川橋」駅 1-b出 口 5分  P10地 図参照 電 話 i03-6424-5フ 48)



路
地

に
花
咲
く

鈴
木

サ
ダ
子

今
日
も
ま
た
暑
く
な
る
ら
し
安
見
れ
ば
や
か
ま
し
き

ヘ
リ
ゆ
う
ゆ
う
と
飛
ぶ

フ
エ
ン
ス
に
接
し
て
柱
め
る
主
婦
圭
の
条

い
に
基
地
は
話
題
に
な
ら
ず

白
篇
隊
居
す
わ
り
反
対
の
示
き
涙
見
上
ぐ
る
空
に
ひ
ば
り
鵡
き
過
ぐ

年
企
も
納
め
終
わ
り
て
六
十
の
わ
が
峠
路
の
行
方
知
れ
ず
も

し
の
び
よ
る
死
の
ご
と
く
に
も
じ
わ
じ
わ
と
核
の
終
姉
の
身
に
せ
よ
る
夏

子
の
問

い
に
裁
時
の
さ
ま
を
語
り
ゆ
く
語
調

い
つ
し
か
高
よ
り
て

い
つ

基
地
琳
の
し
ろ
つ
め
車
の
咲
く
な
だ
り
平
ら
け
き
せ
を
子
ら
は
花

つ
む

腐
敗
せ
し
政
治
と
思
え
ど
術
も
な
く
た
二
人
こ
た

つ
に
い
か
り
発
故
す

●作者プロフィール●

1924(大正13)年、埼玉県で斎藤家の次女として生まれる。1939(昭和14)年より立川飛行機に

勤務し鈴木五朗と結婚、戦後、基地の街である東京都立川市に住む。50歳 を超える頃から詩や短

歌を学び始める。1989(平成元)年逝去。ここに掲げた短歌は、『路地に花咲く 鈴 木サダ子歌集』(解説
・

小高賢)左 右社、2009年より。本誌に連載エッセイを寄せてくださっている鈴木
一誌さんは、サダ

子さんの長男。
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オ
バ
マ
米
大
統
領
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
演
説
批
判

ア
メ
リ
カ
の
構
造
的
な
戦
争
国
家
体
質

２
０
０
９
年
１２
月
１０
日
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
演
説
は
、
０９
年
１
月
の
大
統
領
就
任
演
説
の
１
・

７
倍
も
の
長
さ
で
あ
る
。
就
任
１
カ
月
後
の
ア
フ

ガ
ン
戦
争

へ
の
２
万
余
の
増
派
に
つ
い
で
、
授
賞

式

の
９
日
前

に
も

「
２
０
１
０
年
半
ば
ま
で
の

３
万
人
の
増
派
」
を
発
表
し
た
ば
か
り
の
バ
ラ
ク
・

オ
バ

マ
米
大
統
領

の

「
平
和
」
主
題
演
説
の
こ

と
で
あ
る
。
前
日
公
表
の
米
国
世
論
調
査
結
果
で

も
、
大
統
領
が
受
賞
に
相
応
し
い
と
考
え
る
国
民

が
わ
ず
か
‐９
％
で
あ
り
、
演
説
が
長
く
な

っ
た
の

は
、
懸
念
通
り
、
戦
争
遂
行
に
つ
い
て
の
無
理
な

正
当
化
、
釈
明
、
弁
明
の
長
口
舌
の
た
め
で
あ

っ

た

（的
外
れ
の
平
和
賞
授
与
の
意
外
性
は
、
日
本
人
に

と

っ
て
は
、
「
核
密
約
」
の
佐
藤
元
首
相
の
ブ
ラ
ッ
ク

・

ユ
ー
モ
ア
的
受
賞
で
経
験
済
み
）
。

◆

「
チ

エ
ン
ジ
」
な
き
戦
争
政
策

オ
バ
マ
が
い
く
ら

「私
が
二
つ
の
戦
争
の
最
中

に
あ
る
国
の
軍
最
高
司
令
官
」
と
は
い
え
、
演
説

は
い
き
な
り

「戦
争
は
…
昔
か
ら
人
類
と
と
も
に

あ

っ
た
」
と
い
う
問
題
発
言
で
始
ま

っ
た
（佐
原
真
・

元
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
副
館
長
に
よ
る
と
、
戦
争
考
古

学
の
成
果
で
は
、
４
０
０
万
年
の
人
類
史
中
、
「
１
万
年

前
ま
で
の
あ
い
だ
は
戦
争
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

１
９
９
６
年
２
月
１
日

「朝
日
新
聞
」
天
声
人
語
）。
以

下
、
大
統
領
は

「平
和
を
維
持
す
る
上
で
、
戦
争

と
い
う
手
段
に
も
果
た
す
役
割
が
あ
る
」
「
戦
争

は
時
と
し
て
必
要
」
「武
力
は
人
道
的
見
地
か
ら

正
当
化
で
き
る
」
「
平
和
維
持
に
お
い
て
、
…
軍

隊
が
呆
た
し
得
る
役
割
」
「平
和
に
は
犠
牲
が
伴

う
」
と
い
う
、
同
類
の

「
正
戦
」
論
を
繰
り
返
し
た
。

な
か
で
も

「世
界
に
悪
は
存
在
す
る
。
…
武
力
が

必
要
」
「国
民
の
血
と
力
で
６０
年
以
上
に
わ
た
り
、

世
界
の
安
全
保
障
を
支
え
て
き
た
の
は
米
国
な
の

だ
」
「自
国
を
守
る
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
私

に
は

一
方
的
に
行
動
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
い
う

部
分
で
、
私
は
、
「
悪
の
枢
軸
」
論
で

「
一
国
軍

事
覇
権
主
義
」
を
突
進
し
た
ジ

ョ
ー
ジ

・
ブ

ッ

が
始
ま
り
、
そ
れ
は
オ
バ
マ
の
米
国
を
中
心
に
現

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
下
で
の
日
米
間
の
密
約
を
明
ら
か

２
０
０
１
年
の
９

・
相
以
降
、
日
本
も
巻
き
込
ま
れ
る
形
で

「戦
時
」

在
も
続
い
て
い
ま
す
。　
一
方
で
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
犯
罪
性
を
追
及
し
、

に
す
る
動
き
も
。
本
号
は
、
米

・
英

・
日
の
現
状
を
追
い
ま
す
。

シ
ュ
前
大
統
領
を
否
応
な
く
思
い
出
し
た
。

オ
バ
マ
が
大
統
領
選
中
に
イ
ラ
ク
戦
に
反
対
し

「
わ
が
国
を
根
本
的
に
違
う
方
向
に
チ

ェ
ン
ジ
し

よ
う
Ｉ
Ｌ

と
、
「
チ

ェ
ン
ジ
」
を
繰
返
し
て
い
た

だ
け
に
、
失
望
は
大
き
い
。
自
国
紙
が

「戦
争
す

る
大
統
領
、
平
和
賞
受
賞
に
似

つ
か
わ
し
く
な
い

演
説
」
と
報
じ
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
世
界
的
に
も

「前
脚
で
増
兵
宣
言
、
後
脚
で
平
和
賞
」
「
オ
バ
マ
、

戦
争
を
弁
護
」
（中
国
紙
）
と
全
般
的
に
不
評
で

あ

っ
た
が
、
私
が

一
番
納
得
で
き
た
の
は
独
紙
の

「
ま
る
で
ブ

ッ
シ
ュ
前
大
統
領
が
話
し
て
い
る
よ

う
に
聞
ナ」
え
た
」
で
あ

っ
た
。

『週
刊
金
曜
日
』
（２
０
０
９
年
４
月
１７
日
号
）
特

集
が

「
オ
バ
マ
の
戦
争
―
―

チ

ェ
ン
ジ
な
き
世

界
」
と
題
し
た
よ
う
に
、
大
統
領
が
期
待
さ
れ
た

変
革
の
道
を
選
ば
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
①
前
政
権
の
ゲ
ー
ツ
国
防
長
官
の
横
滑
り
、

「新
自
由
主
義
」
経
済
政
策
推
進
者
の
起
用
、
「
シ

オ
ニ
ス
ト
」
自
称
の
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
を
筆
頭

に
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
首
席
補
佐
官
、
ク
リ
ン
ト
ン

国
務
長
官
ら
親
イ
ス
ラ
エ
ル
派
起
用
の
人
事
の
継

続
性
。
②
イ
ラ
ク
撤
退
に
つ
い
て
は
、
『金
曜
日
』

（２
０
０
９
年
９
月
４
日
号
）
の
成
沢
宗
男
が
、
国
連

本
部
の
６
倍
の
敷
地
の
米
大
使
館
、
世
界
有
数
の

超
巨
大
な
５
基
地
を
含
む
５０
を
こ
す
本
格
的
な
新
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基
地
、
５
万
人
の

「
残
留
部
隊
」
、
米
軍
地
位
協

定
の

「
イ
ラ
ク
の
諜
報
省
、
内
務
省
、
国
防
省
は

今
後
１０
年
間
、
米
軍
の
監
督

の
下
に
置
か
れ
る
」

等
々
の

「秘
密
条
項
」
を
列
挙
し
て
、
「完
全
撤
退
」

の
ウ
ソ
と

「
イ
ラ
ク
永
久
占
領
の
野
望
」
を
論
証

し
た
。
③
ア
フ
ガ
ン
増
派
に
つ
い
て
は
、
同
じ
成

沢
が
米
軍
の

「世
界
支
配
に
向
け
た
ア
フ
ガ
ン
の

軍
事
的
植
民
地
化
」
の
狙
い
を
指
摘

（同
誌
０９
年

１０
月
３０
日
号
）
。
④
オ
バ
マ
は
、
９
月
国
連
演
説

で
す
で
に
ア
フ
ガ
ン
戦
を

「平
和
の
た
め
に
必
要

な
正
し

い
戦
争
」
と
正
当
化
し
て
い
た
。

受
賞
演
説
の
個
々
の
問
題
点
も
列
挙
し
よ
う
。

①

「
戦
争

の

一
つ
は
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
。

も
う

一
つ
は
米
国
が
求
め
な
か

っ
た
戦
争
」
と

い
う
把
握
の
無
理
に
つ
い
て
は
、
再
論
す
る
。
②

米
国
が
武
力
行
使
の
際
の

「交
戦
規
定
を
守
る
主

唱
者
」
云
々
に
対
し
て
は
、
反
戦
イ
ラ
ク
帰
還
兵

の
会
＆
ア
ー
ロ
ン

・
グ
ラ
ン
ツ

『朱
のヽ
兵
士
―
―

イ
ラ
ク

・
ア
フ
ガ
ン
帰
還
米
兵
が
語
る
戦
場
の
真

実
』
（岩
波
書
店
、
２
０
０
９
年
）
が
、
二
つ
の
戦
場

で
規
定
が
恣
意
的
に
歪
め
ら
れ
「殺
人
の
免
罪
符
」

に
な

っ
て
い
る

「
戦
場

の
真
実
」
を
暴

い
て
い

る
。
③
米
国
の
戦
争
史
に
触
れ
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
と

（貴
重
な
）
そ
の
敗
戦
体
験
に
言
及
な
し
。

④
米
国
の
良
心
と
い
え
る
ワ
タ
ダ
中
尉
ら
３
０
０

余
名
の

「良
心
的
兵
役
拒
否
」
申
請
や
数
万
人
に

お
よ
ぶ
脱
走
兵
の
存
在
に
も
言
及
な
し
。

⑤
キ
ン
グ
牧
師
の
名
が
演
説
中
に
最
多
５
回
も

登
場
す
る
。
Ｊ

・
キ
ー

『
イ
ラ
ク
ー
ー
米
軍
脱

走
丘
ハ、
音
景
夫
の
告
発
』
（合
同
出
版
、
２
０
０
８
年
）

が
語
る
よ
う
に
、
多
く
の
貧
し
い
若
者
を
踊
し
て

戦
場
に
追

い
や
る

「激
烈
な
る
格
差
社
会
」
の
「貧

困
徴
兵
制
」
の
こ
と
は
、
堤
未
呆

『貧
困
大
国
ア

メ
リ
カ
』
（岩
波
新
書
、
２
０
０
８
年
）
を
は
じ
め
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
キ
ン
グ
牧

師
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
の
米
政
府
の
戦
争
政

策
が

室
小人
問
題
の
根
幹
で
あ
る
）
貧
困
の
解
決
の

最
大
の
障
害
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
反
戦
運
動

で

「
軍
国
主
義
の
狂
気
」
と
問

っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
キ
ン
グ
ら
の

「非
暴
力
主

義
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
現
実
的
で
可
能
だ

っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
文
脈
で
、
大
統
領
が

言
及
す
る
の
は
失
礼
。
⑥
演
説
の
末
尾
３
分
の
１

を
占
め
る
「公
正
で
永
続
的
な
平
和
」
構
築
に
「必

要
な
三
つ
の
方
策
」
は
、
冗
長
で
無
内
容
の
印
象
。

◆
イ
ラ
ク

・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
は
侵
略
戦
争

オ
バ
マ
は
就
任
演
説
で
も
プ
ラ
ハ

「核
廃
絶
」

演
説
で
も

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
語

っ
て
い
る
が
、

悲
劇
は
、
そ
の
認
識
が
現
地
の
米
兵
士
と
両
国
国

民
の
認
識
に
比
べ
、
余
り
に
か
け
離
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
①
前
掲

『冬
の
兵
士
』
『イ
ラ
ク
』

の
米
兵
た
ち
は
共
通
し
て
、
「我
わ
れ
米
兵
自
身

が
テ
ロ
リ
ス
ト
」
Ｔ
・と
こ
ろ
が
、
本
物
の
テ
ロ

リ
ス
ト
は
私
だ

っ
た
。
そ
し
て
本
当
の
テ
ロ
リ
ズ

ム
は
こ
の
占
領
」
と
認
識
し
て
い
る
。
②
ア
フ
ガ

ン
国
民
は
ど
う
か
。
０９
年
に
５
度
目
の
ア
フ
ガ
ン

取
材
を
し
た
白
川
徹
は
、
現
在

「最
も
タ
リ
バ
ン

を
よ
く
知
る
人
物
」
の
元
外
務
省
ト
ッ
プ
の
証
言

を
紹
介
し
て
い
る

翁
ア
フ
ガ
ン
人
は
何
に
怒
り
、
何

を
求
め
て
い
る
の
か
」
『世
界
』
０９
年
９
月
号
）。
タ
リ

バ
ン
は
欧
米
で
は
金
目
当
て
の
備
兵
と
誤
解
さ
れ

て
い
る
が
、
「誰
が
金
の
た
め
に
自
爆
攻
撃
を
す

る
か
ね
。
『主
義
』
で
動
く
か
ら
、
自
爆
ま
で
や

る
の
だ
。
…
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
意
識
だ
」
、
ア
ラ

ビ
ア
語
で

「学
生
」
と
い
う
意
味
の

「
タ
リ
バ
ン
」

が
、
今
は

「
ア
フ
ガ
ン
の
自
由
と
独
立
の
た
め
に

戦
う
者
」
に
変
わ

っ
た
。

③
こ
の
証
言
は
、
『冬

の
兵
士
』
の
米
兵
証
言

と
見
事
に
符
合
す
る
。
「
仕
立
屋
や
床
屋
や
自
動

車
修
理
工
が
…
占
領
に
反
対
し
て
武
力
を
用
い
た

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
参
加
」
「今
米
国
が
や

っ
て
い

る
こ
と
は
無
事
の
市
民
を
テ
ロ
リ
ス
ト
に
変
え
る

こ
と
」
。
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
は

「
圧
倒
的
多
数
が

占
領
軍
か
ら
土
地
を
取
り
戻
そ
う
と
戦

っ
て
い
る
、

現
地
の
普
通
の
ア
フ
ガ
ン
人
」
。
④
し
か
も
こ
の

認
識
は
、
０６
年
の
米
情
報
機
関
秘
密
報
告
と
も
間

接
的
に
符
合
。
前
政
権
は
対
テ
ロ
戦
争
で

「世
界

が
よ
り
安
全
に
な

っ
た
」
と
主
張
す
る
が
、
秘
密

報
告
は

「
イ
ラ
ク
戦
争
が
テ
ロ
増
の
主
因
」
と
、

政
府
主
張
を
否
定
。
⑤
現
地
世
論
調
査
も
同
様
で

あ
る
。
０５
年

の
英
国
防
省
委
託
極
秘
世
論
調
査

で
、
国
民
の
８２
％
が
駐
留
反
対
、
６７
％
が
占
領
で

治
安
悪
化
、
４５
％
が
自
爆
攻
撃
支
持
、
英
軍
管
轄

の
州
で
は
６５
％

（０５
年
１０
月
２４
日
「毎
日
新
聞
」
ほ
か
）。

０７
年
日
米
英
３
国
テ
レ
ビ
局
調
査
で
は
、
駐
留
反

対
７９
％
、
増
派
で
治
安
悪
化
７２
％
、
駐
留
軍

へ
の

攻
撃
「容
認
」
５７
％
で
あ
る
（０７
年
９
月
１２
日
「赤
旗
じ
。

つ
ま
リ
オ
バ

マ
は
、
ブ

ッ
シ

ユ
の
対
テ
ロ
戦

争
を
チ

ェ
ン
ジ
せ
ず
、
「
平
和
の
た
め
」
の
正
戦
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と
称
し
増
派

・
拡
大
さ
え
し
て
い
る
が
、
「
テ
ロ

リ
ス
ト
」
は
、
軍
事
占
領

＝
米
軍

「
テ
ロ
」
か
ら

自
国
の

「自
由
と
独
立
」
の
回
復
、
民
族
自
決
の

原
理
の
た
め
に
自
爆
さ
え
厭
わ
ず
武
力
抵
抗
し
て

い
る
現
地
の
国
民
の
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
ハ
演
説

が

「私
た
ち
は
…
ア
フ
ガ
ン
国
民
が
自
ら
の
将
来

に
責
任
を
負
え
る
よ
う
支
援
」
と
語

っ
た
が
、
国

民
は
、
そ
れ
を
祖
国
の

「
軍
事
的
植
民
地
化
」
を

意
図
し
た
侵
略
戦
争
と
認
識
し
、
命
が
け
で
抵
抗

し
て
い
る
の
だ
。
両
者
の
こ
の
認
識
の
決
定
的
な

ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
が
、
不
正
義
の

「
テ
ロ
」
戦
争
を

担
わ
さ
れ
て
い
る

（Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
激
発
の
）
米
兵
の

士
気
を
削
ぐ
根
幹
的
条
件
で
あ
る
。

「
イ
ラ
ク
の
ベ
ト
ナ
ム
化
」
は
早
く
か
ら
の
指

摘
で
あ
る
が
、
米
兵
の
自
殺
率
▲
１０
万
人
中
１７
・
３

人
）
は
、
早
く
も
０３
年
中
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
自

殺
率
を
超
え
た
。
５
年
間
で
３
万
７
０
０
０
名
近

い
兵
士
が
脱
走
。
数
千
名
が
帰
国
後
に
無
許
可

離
隊
。
３
０
０
余
名
が
良
心
的
兵
役
拒
否
を
申

請
、
２
０
０
余
名
が
国
を
捨
て
カ
ナ
ダ
政
府
の
庇

護

（難
民
認
定
）
を
申
請
中
。
「裏
口
徴
兵
制
」
と

悪
評
の
政
策
で
、
同
じ
兵
士
が
繰
り
返
し
派
遣
を

強
い
ら
れ
る
。
０７
年
秋
に
両
国
で
展
開
中
の
兵
士

の
１２
％
と
‐７
％
が
、
抗
欝
剤
や
睡
眠
薬
の
服
用
で

辛
う
じ
て
日
々
の
戦
闘
を
継
続
。
公
表
さ
れ
な
い

が
、
毎
日
１８
人
の
帰
還
兵
が
自
殺

翁
久
あ
丘
ハ士
ラ
。

「
死
者
１
０
０
万
人
の
推
計
も
」
と
さ
れ
る
イ
ラ

ク
人
の
殺
勢
を
ふ
く
め
、
こ
う
し
た
悲
惨
な
現
状

に
あ
り
な
が
ら
、
「
イ
ラ
ク
反
戦
の
母
」
Ｓ
・シ
ー

ハ
ン
や
Ｊ

・
フ
オ
ン
グ
ら
の
反
戦
運
動
が
拡
大
し

な
い
の
は
、
徴
兵
制
が
な
く
な
り
、
兵
士
が
社
会

的
発
言
力
の
弱

い
人
口
０
・
５
％
以
下
の
貧
困
層

に
限
ら
れ
、
メ
デ
ィ
ア
の
保
守
化
に
加
え
、
「
戦

争
の
民
営
化
」
が
劇
的
に
進
み
、
０９
年
現
在
、
民

間
軍
事
請
負
会
社
が
６
３
０
社
、
約
１５
万
の
米
兵

に
対
し
、
相
対
的
に
高
給
の
民
間
従
業
員
が
１８
万

と

い
う
事
情
も
重
な
る

（堤
未
果
ル
ポ

『金
曜
日
』

０９
年
２
月
６
日
号
）。

オ
バ
マ
は
、
受
賞
演
説
で
ア
フ
ガ
ン
戦
を

「米

国
が
求
め
な
か

っ
た
戦
争
」
と
語
る
が
、
こ
れ
も

あ
や
し
い
。
９

・
１１

「
同
時
多
発
テ
ロ
」
の

（１

カ
月
足
ら
ず
）
直
後

の
１０
月
に
報
復

の
ア
フ
ガ
ン

戦
争

翁
不
朽
の
自
由
作
戦
し

が
開
始
さ
れ
た
、
と

一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
米
国
の
ア
フ

ガ
ン
戦
は
５
年
以
上
前
に
立
案
さ
れ
、
０１
年
５
月

に
中
央
軍
に
よ

っ
て
練
ら
れ
た
計
画
に
基
づ
い
て

「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
は
作
成
さ
れ
た

（『金
曜
日
』

０９
年
１０
月
１６
日
号
）。
さ
ら
に
成
沢
宗
男
は
、
孫
崎

前
防
衛
大
教
授

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
し
て
、

問
題
の

「
９

・
１１
」
自
体
の
陰
謀

・
謀
略
性
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

後
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
軍
事
中
枢
を
握
る
チ
ェ

イ
エ
ー

（副
大
統
領
）
や
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド

（国
防

長
官
）
ら
が
１
９
９
７
年
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
結

成
し
、
２
０
０
０
年
に
公
表
し
た

「米
国
防
衛
の

再
構
築
」
で
、
世
界
の

一
極
支
配
実
現
の
た
め
に

は

「真
珠
湾
攻
撃
の
よ
う
な
破
局
的
、
か
つ
何
か

を
誘
発
す
る
」
事
件
が
必
要
と
主
張
さ
れ
て
い
た

（ブ
ッ
シ
ュ
自
身
が
事
件
直
後
に

「第
２
の
真
珠
湾
攻
撃

」
と
登
己
。
孫
崎
教
授
は

「第
２
の
真
珠
湾
」
を

期
一待
す
る
側
が

（テ
ロ
攻
撃
の
危
険
の
放
置
に
よ
り
）、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
状
況
を
作

っ
た
と

「
言

い

切

っ
て
よ
い
」
と
答
弁
。
成
沢
は
、
結
局
、
「
真

珠
湾
攻
撃

の
よ
う
な
…
を
誘
発
す
る
」
謀
略
に

よ

っ
て
、
「
対
テ
ロ
」
戦
争
を
日
実
に
し
た
空
前

レ
ベ
ル
の
軍
備
拡
大
が
可
能
に
な
り
、
ま
た

「
９
・

１１
」
の
結
果
、
両
国

へ
の
侵
攻
が
で
き
た
、
と
結

ん
で
い
る

（同
誌
０９
年
９
月
１１
日
号
）。
謀
略
と

い

う
も
の
は
、
衝
撃
的
で
信
じ
難

い
大
事
件
ほ
ど
国

民
の
目
を
欺
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
ナ
、
と
い
う

の
が
私
の
感
想
で
あ
る
。

な
お
、
関
連
し
て

「
赤
旗
」
（ｌｏ
年
１
月
１４
日
）

の

「
イ
ラ
ク
戦
争
検
証
本
格
化
」
と
題
す
る
記
事

は
、
オ
ラ
ン
グ
の
独
立
調
査
委
の
結
論

「侵
攻
は

国
際
法
違
反
、
政
府

の

「
支
持
」
は
不
当
」

の

報
告
書
と
並
ん
で
、
英
国
の
独
立
調
査
委
公
聴
会

が
、
ブ
ラ
ウ
ン
前
首
相
は
ブ

ッ
シ
ュ
に
た
び
た
び

書
簡
を
送
り
、
侵
攻
１
年
前
か
ら
秘
密
裏
に
英
国

の
参
戦
を
確
約
し
て
い
た
事
実
を
元
側
近
証
言
に

よ
り
解
明
し
た
、
と
報
じ
た
。

◆

「
良
心
的
兵
役

・
軍
構
拒
否
」
に
よ
る
抵
抗

オ
バ
マ
は
ま
た
、
就
任
演
説
で

「
テ
ロ
リ
ス
ト
」

に

「我
わ
れ
は
、
お
前
た
ち
を
打
ち
負
か
す
」
と

宣
言
し
た
が
、
こ
の
見
通
し
も
危
う
い
。
米
紙
著

名

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
が

「
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
の
よ
う
な
、

恥
ず
べ
き
退
却
の
悪
夢
が
再
び
…
」
と
書

い
た
の

は
０５
年
の
こ
と

（７
月
７
日

「毎
日
し
。
０９
年
４
月

に
米
下
院
外
交
小
委
で
証
言
し
た
「戦
略
問
題
研
」

の
コ
ー
デ
ス
マ
ン
博
士
は
、
道
路
爆
弾

・
ロ
ケ
ッ
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卜
弾
攻
撃
等
の
増
大
数
を
あ
げ
な
が
ら
、
米
軍
や

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
は

「武
装
勢
力
の
影
響
拡
大
を
阻
止

で
き
ず
…
消
耗
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
我
わ
れ

は
敗
北
し

つ
つ
あ
る
」
と
証
言
し
た
。
さ
ら
に
衆

ウ
エ
ル
前
国
務
長
官
の
主
席
補
佐
官
だ
っ
た
）
退
役
陸

軍
大
佐
は
、
オ
バ
マ

「
新
戦
略
」
演
説

の
ベ
ト

ナ
ム
戦
と

の

「違

い
」
の
強
調
に
対
し
、
「
ベ
ト

コ
ン
は
隣
国
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
逃
げ
込
み
、

補
給
を
受
け
た
。
タ
リ
バ
ン
に
と

つ
て
の
パ
キ
ス

タ
ン
も
同
じ
。
し
か
も
ベ
ト
コ
ン
同
様
に
死
を
恐

れ
な

い
。
こ
う
し
た
相
手
に
勝

つ
の
は
困
難
」
と

キ警
言
し
て
い
る

（０９
年
１２
月
３
日
「中
日
」。
な
お
「
ベ

ト
コ
ン
」
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
解
放
民
族
戦
線
に
対
す
る
米

軍
に
よ
る
蔑
称
）。

「
２０
年
後
、
ど

の
国
が
世
界

の
リ
ー
ダ
ー
か
」

の
米
国
世
論
調
査
結
果
は
、
９７
年
の
米
国
５６
％
中

国
９
％
が
、
中
国
３９
％
米
国
３７
％
に
逆
転
。
「
ア

フ
ガ
ン

・
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
失
敗
は
、
公

つ
の
超

大
国
が
支
配
す
る
世
界
の
）
公
式
の
終
わ
り
…
か
も
」

衷
欧
米
か
ら
）
世
界
の
重
心
が
移
行
す
る
過
程
が

続

い
て
い
る
」
と

い
う
関
係
者

の
証
言
も
あ
る

翁
赤
旗
」
１０
年
正
月
連
載

〈新
秩
序
に
向
か
う
世
界
し
。

オ
バ
マ
、

つ
ま
り
米
国
は
、
な
ぜ
戦
争
政
策
を

チ

エ
ン
ジ
で
き
な
い
の
か
。
Ｗ

・
ブ
ル
ム

『
ア
メ

リ
カ
の
国
家
犯
罪
全
書
』
（作
品
社
、
２
０
０
３
年
）

の
訳
者
が

「本
書
は
、
米
国
の
外
交
政
策
の
基
本

が
、
政
権
次
第
で
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
極
め
て
明
瞭
に
示

し
て
い
る
」
と
解
説
。
Ｊ

・
ア
ン
ド
レ
ア
ス

『戦

争
中
毒

　
　
ア
メ
リ
カ
が
軍
国
主
義
を
脱
け
出

せ
な
い
本
当
の
理
由
』
（合
同
出
版
、
２
０
０
２
年
）

が
米
の
戦
争
政
策
は
、
オ
バ
マ
の
言
う

「平
和
維

持
」
の
た
め
で
は
な
く
、
「大
銀
行
、
大
手
建
設

会
社
、
兵
器
産
業
、
石
油
業
界
等
の
利
益
」
維
持

の
た
め
と
書

い
た
よ

つヽ
に

（ア
フ
ガ
ン
は
天
然
ガ
ス

の
宝
庫
、
イ
ラ
ク
は
膨
大
な
石
油
の
埋
蔵
国
）、
米
国

が
戦
争
を
克
服
す
る
に
は
、
構
造
的
な
軍
事
国
家

体
質
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

最
後
に

「良
心
的
兵
役
拒
否

・
軍
務
拒
否
」
に

つ
い
て
付
言
し
よ
う
。
①
な
ぜ
な
ら
、
（原
爆
投
下

出
現
以
前
に
採
択
の
）
「
国
連
憲
章
」
が

「
武
力
に

よ
る
平
和
維
持
」
の
例
外
を
残
し
た
の
に
、
そ
の

例
外
さ
え
否
定
し
た

（原
爆
投
下
後
の
）
日
本
国
憲

法
９
条
が
あ
り
な
が
ら
、
私

の
年
来

の
大
学
生

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
第
１
次
大
戦
以
来
の

貴
重
な
世
界
的
な

「
良
心
的
兵
役
拒
否
」
の
思

想
と
運
動
を
、
日
本
の
若
者
が
ほ
と
ん
ど

（９
割

以
上
）
教
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
②
イ

ラ
ク
派
遣
命
令
を
拒
否
し
た
ワ
タ
ダ
陸
軍
中
尉
は

実
質
勝
訴
し
、
間
接
的
な
イ
ラ
ク
戦
争
協
力
を
拒

否
し
た
ド
イ
ツ
の
パ
フ
少
佐
も
無
罪
判
決
と
な

つ

た

（市
川
ひ
ろ
み

「抗
命
す
る
義
務
」
『わ
だ
つ
み
の
こ

≧ゝ

０９
年
１１
月
号
）。
③
０８
年
４
月
の

「自
衛
隊
派

遣
は
違
憲
」
の
画
期
的
な
名
古
屋
高
裁
判
決
は
、

渡
辺
久
丸

『兵
役
拒
否
の
人
権
化
は
世
界
の
流

れ
―
―
国
際
人
権
法

・
憲
法
か
ら
み
る
』
（文
理
閣
、

２
０
０
９
年
）
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
「平
和
的
生

存
権
」
を
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
基
礎
の

「基

底
的
権
利
」
と
初
め
て
認
め
た
上
で
、
「
憲
法
九

条
に
違
反
す
る
戦
争
の
遂
行
等

へ
の
加
担

・
協
力

を
強
制
さ
れ
る
」
場
合
に
、
裁
判
所
に

「当
該
違

憲
行
為
の
差
止
請
求
や
損
害
賠
償
請
求
等
の
…
救

済
」
を
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

④

（西
）
ド
イ
ツ
は
、
憲
法
に

「何
人
も
、
そ

の
良
心
に
反
し
て
、
武
器
を
も

っ
て
す
る
戦
争
の

役
務
を
強
制
さ
れ
な
い
」
の

「良
心
的
兵
役
拒
否
」

を
規
定
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
「良
心
的
軍

事
拒
否
国
家
」
の
提
唱
で
知
ら
れ
る
故
小
田
実
に

よ
る
と
、
１
９
９
９
年
時
点
で
青
年
の
６０

。
８
％

も
が
徴
兵
制
の
軍
務
で
な
く
、
兵
役
拒
否
に
よ
る

代
替
業
務
を
選
ぶ
時
代
を
迎
え
て
い
る

（『戦
争

▼
　
表
紙
絵
の
作
者丸

尾

至

（ま
る
お

・
い
た
る
）

１
９
２
０
（大
正
９
江
午
、
東
一ネ
・
文
一界
区

に
生
ま
れ
る
。

１
９
４
２

（昭
和
１７
）
年
４

月
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
術
史
学
科
に

入
学
し
、
野
球
部
に
所
属
。
父
母
の
期
待
を

一身
に
あ
び
な
が
ら
、
絵
も
独
学
。
そ
の
後
、

石
井
柏
亭
、
石
井
鶴
三
、
前
川
千
帆
に
師

事
。
１
９
４
４

（昭
和
１９
）
年
１
月
２０
日
、
応

召
、
北
支
派
遣
第

５９
師
団
５３
旅
団
独
立
歩

兵
４４
大
隊

（衣
第
４
２
９
５
部
隊
）、
北
支
甲
第

１
８
２
３
部
隊
橋
田
隊
に
所
属
。
翌
１
９
４
５

（昭
和
２０
）
年
８
月
３０
日
、
吉
林
省
陸
軍
病
院

に
て
戦
病
死
。
享
年
２５
歳
。
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か
、平
和
か
―
―

「９
月
１１
日
」
以
後
の
世
界
を
考
え
る
』

大
月
書
店
、
２
０
０
２
年
）。
こ
の
ド
イ
ツ
の
現
実
は
、

世
界
的
な
徴
兵
制
廃
止
の
趨
勢
と
と
も
に
、
人
類

が
戦
争
を
克
服
す
る

「
イ
マ
ジ
ン
」
の
世
界
が
夢

想
や
妄
想
で
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑤

更

のヽ
兵
士
』
代
表
と
し
て
イ
ラ
ク
戦
証
言

集
会
参
加
で
０９
年
秋
に
来
日
し
た
ア
ダ
ム
海
兵
隊

予
備
役
軍
曹
は
、
日
本
の
憲
法
９
条
に
共
感
し
な

が
ら
、
「
今

の
日
本
で
は
憲
法
九
条
は
守
ら
れ
て

い
な

い
…
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
に
…
反
対
し
て

欲
し
い
」
と
訴
え
た

（声
澤
礼
子

「
更
あ
兵
士
』
日

本
各
地
で
イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
を
証
言
」
『軍
縮
問

題
資
料
』
０９
年
１２
月
号
）。
こ
れ
は
、
０５
年
１０
月
に
、

米
軍

・
自
衛
隊
が
先
制
攻
撃
的
な
軍
事
行
動
を
地

球
規
模
で
行
な
う
こ
と
を
公
然
と
宣
言
し
た

「
日

米
同
盟
―
―
未
来

の
た
め
の
変
革
と
再
編
」

の

成
立
を
許
し
、
さ
ら
に

「海
賊
対
処
法
」
へ
と
進
み
、

い
ま
や

「臨
戦
国
家
」
体
制

（綴
綴
厚
―
―
平
和
憲

法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
や
ま
ぐ
ち

『平
和
市
民
』
第
５
号
）

と
呼
ば
れ
る
事
態
を
許
容
し
つ
つ
あ
る
日
本
国
民

へ
の
真

っ
当
で
重

い
重

い
問
い
か
け
で
あ
る
。

か
つ
て
日
本
は
、
日
独
防
共
協
定

・
日
独
伊
３

国
同
盟
を
選
択
し
て
破
減

へ
の
道
を
突
き
進
ん
だ
。

い
ま
ま
た
、
（オ
バ
マ
新
大
統
領
を
迎
え
て
も
）
構
造

的
な
戦
争
国
家
体
質
を
克
服
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ

と

の
地
球
規
模
で
の

「
日
米
軍
事
同
盟
」
を
強

化
し
て
、
日
本
が
世
界
に
戦
争
の
惨
禍
を
拡
散
す

る
道
を
選
択
す
る
の
か
、
私
た
ち
は
文
字
通
り
歴

史

の
分
岐
点
に
位
置
し
て
い
る
。
「
韓
国
併
合
」

１
０
０
年
、
日
米
安
保
改
定
５０
年
と
い
う
節
日
の

年
を
迎
え
て
、
私
た
ち
主
権
者
日
本
国
民
は
、
「冬

の
兵
士
」
の
ア
ダ
ム
軍
曹
ら
と
、
米
軍
基
地
県
内

移
設
反
対
の
沖
縄
県
民
の
問
い
か
け
に
、
ど
う
応

え
る
の
か
。

「
国
連
憲
章
」
を
思
想
的
に
超
え
た

「
日
本
国

憲
法
」
前
文
冒
頭

の
文
章
は
、
「
日
本
国
民
は
、

‥
政
府
の
行
為
に
よ

つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ

こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ

の
憲
法
を
確
定
す
る
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
主
権

在
民
の
宣
言
と
私
た
ち
国
民
が
政
府
に
２
度
と
再

び
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
決

意
が
、
同
じ

一
文
の
な
か
で
密
接
不
可
分
の
も
の

と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（や
す
か
わ
・
じ
ゅ
の
す
け
、
「不
戦
兵
士
・市
民
の
会
」

副
代
表
理
事
）

「戦
争
」
を
清
算
す
る
　
　
イ
ラ
ク
開
戦
か
ら
７
年

●
イ
ラ
ク
戦
争

の
強
肛

「
ス
ン
ニ
派
急
進
主
義
者
、
追
放
さ
れ
た
バ
ー

ス
党
員
、
シ
ー
ア
派
原
理
主
義
者
と
の
間
で
内
戦

が
起
き
る
こ
と
は
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ほ

ど
の
暴
力
が
生
ま
れ
る
と
知

っ
て
い
た
ら
ブ
レ

ア
政
権
は
イ
ラ
ク
に
侵
入
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

ム
バ
ラ
ク
大
統
領

（
ニ
ン
プ
ト
）
は
こ
の
戦
争
が

１
０
０
人
の
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
生
む
と
警
告
し
て

き
た
」
。
現
英
国
情
報
局
秘
密
情
報
部
の
責
任
者

で
あ
り
２
０
０
３
年
英
国
特
使
と
し
て
バ
グ
グ
ッ

ド
に
駐
在
し
、
ブ
レ
ア
の
政
治
顧
間
も
務
め
た

ジ

ョ
ン

・
サ
ワ
ー
は
２
０
０
９
年
１２
月
１９
日
に
開

か
れ
た

弓
ず
①
甲
や
ｏ
ｇ
β
Ｅ
．【
く
（イ
ラ
ク
検
証
委
員
会
）

の
証
人
喚
問
で
こ
の
よ
う
に
証
言
し
た
。

イ
ラ
ク
開
戦
か
ら
６
年
後

の
０９
年

７
月

３０
日
、

英
国
は

弓
汀

甲
ぶ

Ｆ
ｏ
再
一電

を
設
立
し
、
戦
争

親
井

に
参
加
し
た
経
緯
と
軍
事
関
係
の
す
べ
て
、
そ
し

て
占
領
後
の
復
興
支
援
策
な
ど
イ
ラ
ク
戦
争
を
全

面
的
に
振
り
返
る
た
め
の
調
査
を
開
始
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
英
国
は
イ
ラ
ク
戦
争
に
関
連
し
た
調
査

を
４
回

（英
国
下
院
外
交
委
員
会
調
査
、
フ
ッ
ト
ン
調
査
、

英
国
議
会
国
防
委
員
会
調
査
、
バ
ト
ラ
ー
調
査
）
行
な

っ

て
き
た
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
調
査
が
政
府
か
ら

独
立
し
た
も
の
で
な
く
、
個
人
の
責
任

（お
も
に
ト

ニ
ー
・
ブ
レ
ア
に
対
す
る
）
が
問
わ
れ
な
か
っ
た
と
し

て
、
亡
く
な
っ
た
兵
士
の
遺
族
た
ち
は
、
０５
年
１０
月
、

政
府
に
公
的
な
調
査
を
新
た
に
求
め
た
。

遺
族
た
ち
の
要
求
は
、　
一
度
は
政
府
に
拒
否
さ

れ
る
が
、
０６
年
７
月
２７
日
再
審
を
求
め
る
権
限
が

裁
判
所
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
、
０７
年
６
月
、
保
守

党
が

「記
憶
が
消
え
、
記
録
が
破
ら
れ
、
文
書
の

追
跡
が
で
き
な
く
な
る
前
に
イ
ラ
ク
戦
争
の
調
査

を
実
施
す
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
英
国
議
会
に
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法
案
を
提
出
す
る
。

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
デ
イ

，
シ
ー
ハ
ン
と

い
わ
れ
る
ロ
ー
ズ

・
ジ

ェ
ン
ト
ル
は
０８
年
２
月
英

国
最
高
裁
判
所
に

「政
府
は
戦
争
の
合
法
性
を
説

明
す
る
独
立
し
た
調
査
を
行
な
う
べ
き
だ
」
と
要

求
。
そ
れ
を
受
け
て
０８
年
３
月
１８
日
、
保
守
党
と

自
由
民
主
党
は
彼
女
た
ち
の
要
求
を
容
れ
る
形
で

改
め
て
法
案
を
提
出
し
た
。
翌
０９
年
６
月
１５
日
、

ブ
ラ
ウ
ン
首
相

（労
働
党
）
は
バ
ス
ラ
に
駐
留
す

る
軍
隊
が
撤
退
し
た
後
に
イ
ラ
ク
戦
争
の
調
査
を

行
な
う
と
発
表
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
軍
が
撤
退
し

た
７
月
末
、
委
員
会
は
正
式
に
発
足
す
る
。

こ
こ
に
い
た

っ
た
経
緯
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
力
が
大
き
く
作
用
し
た
。
た
と
え
ば
０４
年
３
月

の
英
国
議
会
国
防
委
員
会
調
査
で
は
軍
備
品
の
不

足
、
戦
後
復
興
の
計
画
が
ま

っ
た
く
な
か

っ
た
こ

と
を
大
き
く
報
道
し
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
大
量
破

壊
兵
器
の
存
在
を
調
査
し
た
バ
ト
ラ
ー
調
査
で
は

個
人
の
責
任
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
な
い
こ
と
を
強

く
非
難
し
た
。
そ
の
結
果
、
０８
年
に
は
政
府

へ
の

圧
力
は
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
く
な

っ
て
い
っ

た
。

●
ブ
レ
ア
前
首
相
も
証
人
に

７
月
３０
日
、
委
員
長
ジ
ョ
ン
・
チ
ル
コ
ッ
ト
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
Ｔ
」
の
検
証
委
員
会
の
目

的
は
英
国
と
イ
ラ
ク
戦
争
と
の
係
わ
り
合
い
を
調

べ
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
イ
ラ
ク
戦
争
に
参
加

し
た
経
緯
と
そ
こ
で
何
が
起
き
た
の
か
を
出
来
る

だ
け
正
確
に
迅
速
に
調
査
し
、
か
つ
そ
れ
を
教
訓

と
し
て
、
誤
り
が
あ

っ
た
な
ら
そ
れ
を
将
来
に
生

か
す
た
め
議
会
に
報
告
し
ま
す
。
議
会
は
そ
れ
を

受
け
て
討
議
を
行
な
い
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な

る
べ
き
期
間
は
０１
年
か
ら
０９
年
７
月
末
ま
で
と
し

ま
す
」
。
首
相
か
ら
任
命
さ
れ
た
４
人
の
委
員

（歴

史
学
者
、
公
務
員
、
外
交
官
）
と
彼
ら
を
補
佐
す
る

た
め
に
２
人
の
専
門
家
（軍
事
古

ジ
ャ
ー
・ウ
Ｆ
フ
ー

卿
元
参
謀
長
、
国
際
法

¨
デ
ィ
ム
・
Ｒ
・
ヒ
ギ
ン
ズ
元
国

際
司
法
裁
判
所
所
長
）
が
配
置
さ
れ
た
。

委
員
会
の
証
人
喚
間
は
２
０
０
９
年
１１
月
２４
日

か
ら
始
ま
り
今
年
２
０
１
０
年
２
月
前
半
ま
で
か

か
る
と
予
想
さ
れ
、
証
人
は
ブ
レ
ア
前
首
相
を
始

め
、
０３
年
当
時

の
外
務
大
臣
、
駐
米
英
国
大
使
、

国
連
大
使
な
ど
に
も
及
ぶ

（本
稿
が
掲
載
さ
れ
る
２

月
１
日
に
は
す
で
に
ブ
レ
ア
前
首
相
の
証
言
も
行
な
わ

れ
て
い
る
は
ず
）。
証
言
は
す
べ
て
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

に
公
開
さ
れ
世
界
中
の
人
間
が
読
む
こ
と
が
で
き

る

（す
命８
”＼＼電
電
電
中
やａ
Ｂ
β
ユ
くヽ
・ｏヽ
中
ｄ
汗
じ
。

●
だ
か
ら
侃
儡
政
権
に
？

イ
ラ
ク
開
戦
前
の
０３
年
２
月
１０
日
、
英
国
の
軍

事
関
係
者
た
ち
は
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
米
国
防
長

官
が
米
国
内
の
反
対
派
を
抑
え
イ
ラ
ク
攻
撃
を
決

め
て
い
な
が
ら
も
、
戦
後
の
復
果
計
画
が
ま

っ
た

く
な
い
た
め
に
、
急
還
彼
ら
自
身
で
計
画
の
青
写

真
を
た
て
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
計
画
を
補
佐
し

た
テ
ィ
ム

・
ク
ロ
ス
は
こ
の
時
点
で
イ
ラ
ク
側
に

次
の
政
府
を
担
う
組
織
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。

そ
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
は
始
ま
り
、
英
米
は
イ
ラ

ク
に
侵
攻
す
る
が
、
占
領
後
も
イ
ラ
ク
に
は
公
的

な
政
治
指
導
者
は
存
在
し
な
か

っ
た
と
証
言
す
る
。

テ
ィ
ム
・ク
ロ
ス
は
自
分
た
ち
が
イ
ラ
ク
の
歴
史
・

国
の
状
態
を
い
か
に
把
握
し
て
い
な
か

っ
た
か
を

知
る
。
あ
る
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
ソ
ケ
ッ
ト

や
プ
ラ
グ
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
ど
れ
も
接
続
さ

れ
て
い
な
い
」
。

つ
ま
リ
サ
ダ
ム
政
権
が
倒
れ
た

あ
と
に
出
て
き
た
の
は
、
サ
ダ
ム
に
追
放
さ
れ
た

チ
ャ
ラ
ビ
、
ア
ラ
ウ
ィ
な
ど
の
亡
命
政
治
家
で
あ

り
、
イ
ラ
ク

・
イ
ラ
ン
戦
争
で
追
わ
れ
イ
ラ
ン
ヘ

亡
命
し
て
い
た
ハ
キ
ム
兄
弟

↑
ン
ー
ア
派
）
だ

っ
た
。

彼
ら
の
共
通
点
と
い
え
ば
サ
ダ
ム
に
対
す
る
憎
し

み
だ
け
で
あ
る
。

０２
年
１２
月
の
イ
ラ
ク
侵
攻
を
決
走
し
た
ロ
ン
ド

ン
会
議
に
お
い
て
も
、
彼
ら
亡
命
政
治
家
た
ち
は

自
分

の
利
益
を
主
張
し
互

い
に
の
の
し
り
あ

っ

て
い
た
と

い
う

（パ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
バ
ー
ン

（大
沼

安
史
訳
）
『イ
ラ
ク
占
領
―
―
戦
争
と
抵
抗
』
緑
風
出
版
、

２
０
０
７
年
よ
り
）。

ブ
レ
ア
政
権
の
外
交
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
現

駐
米
大
使
で
あ
る
ナ
イ
ジ

ェ
ル

・
シ
ェ
イ
ン
ウ
オ

ル
ド
は
、
米
国
が
ス
ン
ニ
派
と
シ
ー
ア
派
の
内
紛

を
悪
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
こ
と
を

証
言
す
る
。

検
証
委
員
会

の
規
定

で
は
英
国
政
府
と
共
有

さ
れ
て
い
る
外
国

（ア
メ
リ
カ
を
指
す
の
だ
つ
つ
か
）

の
資
料
も
調
査
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
は
外
国
当

局
者
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
委
員
会
の

調
査
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
か

興
味
深
い
。
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●
イ

ラ
ク
が
枯
渇
す
る

４
０
０
万
人
と
い
う
難
民
を
出
し
た
イ
ラ
ク
だ

が
、
土
地
が
砂
漠
化
す
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
多

く
の
難
民
が
出
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て

４
大
文
明
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア

（イ
ラ
ク
）
の
地
に
は
二
つ
の
大
き
な
河
、
チ

グ
リ
ス
と

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
が
流
れ
て
い
る
。
長
さ

２
７
８
０
キ
ロ
の
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
は
ト
ル
コ
山

間
部
を
源
と
し
て
シ
リ
ア
領
内
を
通
過
す
る
。

一
方
１
９
０
０
キ
ロ
の
チ
グ
リ
ス
河
は
ト
ル
コ

か
ら
イ
ラ
ク

ヘ
流
れ
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
支
流
も
チ

グ
リ
ス
に
注
ぐ
。
両
河
川

の
合
計
水
量
は
年
間

８
０
０
億
ト
ン
だ

つ
た
が
、
ト
ル
コ

・
イ
ラ
ン

・

シ
リ
ア
の
治
水
に
よ

っ
て
水
量
が
減
少
し
つ
つ
あ

つる
乃
】Ｕ
●
ヽ
Ｏ
ｏ
●
い
０
ョく
ゃ
付①
【
力ヽ
の
の○
命
一的
付一〇
Ｄ
（ヨ
‐‐
ロ
ッ

パ
水
協
議
会
）
の
報
告
に
よ
る
と
、
２
０
４
０
年

ま
で
に
イ
ラ
ク
は
両
河
川
の
水
を
完
全
に
失
う
と

警
告
し
て
い
る
。
特
に
チ
グ
リ
ス
河
が
ト
ル
コ
の

巨
大
ダ
ム
に
よ
り
年
間
３
０
０
億
ト
ン
流
水
量
を

減
ら
し
、
そ
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
で
下
流
に
あ

る
水
力
発
電
所
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
る
。
実
際
チ
グ
リ
ス
河
の
水
量
は
こ
の

２５
年
間
で
２５
％
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
１
９
３
３
年
に
ト
ル
コ
は
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス

河
の
上
流
に
も
世
界
第
６
位
の
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
ダ

ム
を
完
成
。
こ
の
ダ
ム
は
現
在
８９
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト

を
発
電
し
、

ハ
ラ
ン
平
原
を
潅
漑
し
１８
万

エ
ー

カ
ー
以
上
の
農
地
を
生
み
出
し
た
。
農
家
は
こ
の

土
地
で
品
質
の
優
れ
た
ト
ル
コ
綿
を
生
産
し
て
い

る
。
が
、
こ
れ
に
よ
リ
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
の
流
水

量
が
２０
％
減
少
し
た
。

イ
ラ
ン
と
シ
リ
ア
も
チ
グ
リ
ス
河
流
域
に
多
く

の
ダ
ム
と
貯
水
池
を

つ
く
リ
イ
ラ
ク
の
水
不
足
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
イ
ラ
ク
南
部
に
は

チ
グ
リ
ス
河
と

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
が
合
流
し
た

シ
ャ
ッ
ト
ウ
ル
ア
ラ
ブ
河
が
あ
る
が
、
イ
ラ
ン
が

そ
こ

へ
流
れ
る
支
流
の
流
れ
を
変
え
た
た
め
塩

分
濃
度
が
増
加
、
塩
害
が
発
生
し
耕
作

で
き
な

く
な

っ
た
農
民
が
難
民
化
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

シ
ャ
ッ
ト
ゥ
ル
ア
ラ
ブ
河
の
水
位
が
低
下
し
た
た

め
に
海
水
が
逆
流
現
象
を
起
こ
し
た
の
だ
。

ま
た
ダ
ム
か
ら
流
れ
る
土
砂
は
両
河
川
の
水

路

・
運
河
に
沈
殿
し
、
さ
ら
に
氾
濫
源
に
も
堆
積

す
る
。
も
と
も
と
イ
ラ
ク
で
は
土
壊
そ
の
も
の
が

塩
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
大
量
の
水
で
土
地
を
洗

い
流
す
必
要
が
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
も
イ
ラ
ク

政
府
の
予
算
不
足
で
土
砂
を
取
り
除
く
水
路
の
清

掃
が
で
き
な
い
状
態
だ
。
ま
た
水
路
の
清
掃
が
で

き
な
い
た
め
に
川
床
に
果
物
が
堆
積
し
、
ゴ
ミ
や

未
処
理
の
汚
水
が
川
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
も
公

衆
衛
生
上
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

数
年
に
お
よ
が
戦
争
も
イ
ラ
ク
の
砂
漠
化
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
砂
漠
防
止
化
に
役
立
ち
農

民
の
収
入
源
で
あ

っ
た
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
が
戦
争
の
た

び
に
破
壊
さ
れ
た
か
ら
だ
。
い
ま
や
農
民
が
捨
て

去

っ
た
土
地
は
ト
ゲ
の
あ
る
潅
木
で
覆
わ
れ
荒
地

と
な

っ
て
い
る
。

南
部
だ
け
で
な
く
砂
漠
化
は
イ
ラ
ク
北
部
に
も

及
ん
で
い
る
。

子
不
ヴ

ェ
州

で
は
家
屋

・
道
路

・

農
地
が
砂
で
覆
わ
れ
て
し
ま

つ
た
の
で
７０
ヵ
村

の

農
民
が
土
地
を
離
れ
た
。

●

「
戦
争
」
の
検
肛
は
国
益

戦
争
は
人
び
と
の
生
活
を
根
底
か
ら
変
え
る
。

家
族
を
失
う
だ
け
で
な
く
未
来
そ
の
も
の
も
失
う
。

イ
ラ
ク
人
が
再
び
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
に
は
何

年
か
か
る
の
だ
ろ
う
。
多
国
籍
軍
と
し
て
ア
メ
リ

カ
の
戦
争
を
支
援
し
た
日
本
も
彼
ら
の
生
活
を

奪

っ
た
責
任
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
償
う
べ
き

な
の
か
。

英
国
の
検
証
委
員
会
は
イ
ラ
ク
戦
争
に
関
わ
る

調
査
を
す
る
が
、
そ
れ
は
イ
ラ
ク
ヘ
の
謝
罪
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
紛
争
に
関
し
て
将
来
の

外
交
政
策
へ
の
正
し
い
判
断
を
求
め
る
た
め
の
も

の
だ
と
明
言
し
て
い
る
。
私
は
そ
こ
に
戦
争
を
し

Ⅲ…f鷺

私
イラク南部の涸れた大地

出典 :2009年 7月 16日 付 AI‐Sharq A卜Awsat(ロ ンドン)
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続
け
て
き
た
国
家
の
し
た
た
か
さ
を
感
じ
る
。
イ

ラ
ク
戦
争
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
過
ち
の
責
任
を

ブ
レ
ア
政
権
に
押
し
つ
け
、
現
政
権
は
次
の
ス
テ
ッ

プ

ヘ
進
む
た
め
の
準
備
を
す
る
。
謝
罪
は
兵
士
の

遺
族
の
た
め
に
行
な
う
。
戦
争
を
清
算
す
る
こ
と

で
、
英
国
は
世
界
に
対
し
て
フ
ェ
ア
な
印
象
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ラ
ク
と
新
し
い

関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
英
国
の
企

業
は
イ
ラ
ク
内
で
原
油
開
発
の
取
引
を
行
な
っ
て

い
る
。
し
た
た
か
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の

検
証
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
事
実
が

明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
そ
れ
に
期
待
す
る
。

さ
て
、
日
本
で
も
イ
ラ
ク
戦
争
を
検
証
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
あ
る
。
す
で
に
趣
旨
に
賛
同
し
た

民
主
党

・
社
民
党
の
議
員
数
名
と
提
案
し
た
市
民

側
と
の
勉
強
会
も
行
な

っ
た
。
提
起
し
て
い
る
の

は
、
①

「
イ
ラ
ク
戦
争
支
持

の
政
府
判
断
に
関

す
る
見
直
し
」
「自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
の
判
断
の

是
非
」
「
イ
ラ
ク
復
果
支
援

へ
の
日
本
の
関
わ
り
」

の
３
点
を
検
証
す
る
、
調
査
委
員
会
を
政
府
が
設

立
す
る
こ
と
。
同
委
員
会
が
、
事
実
関
係
に
つ
い

て
の
情
報
開
示
や
調
査
を
行
い
、
個
人
も
含
め
た

道
義
的

・
法
的
な
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。
②
調
査
委
員
会
に
よ
る
検
証
や
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
、
最
終
報
告
な
ど
が
、
最
大
限
公
開
さ
れ
、

誰
に
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
校
証
に
よ
る
最
終
報
告
を
受
け
て
の
、
日
本
政

府
と
し
て
の
見
解
を
国
内
外
に
発
表
す
る
こ
と
。

開
戦
か
ら
７
年
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
少
し
ず

つ
変
わ
り
始
め
て
い
る
。

参

　
昭
い
一
弓
Ｆ
①
マ
【【ａ
ａ
】の
問
や
∽
市
重
ぼ
ュ
【や
刃
ゆ
り
つ
い
ヽ
命
げ

自Ｆ
の
キ一付Ｆ
市①
（ぞ
【問
マ
【刃
〕
，　
↓
ず
の
出ヽ
伸
β
岩Ｆ
β
Ｆ
腎
く

（ほ
そ
い
。
あ
け
み
、
国
鰐
ｒ
ａ
申
律
田
電
ユ
ｐ
Ｌ

訳
者
）

爵

橋

沖
縄
だ
け
で
な
く
．
核
は
岩
国
に
も
あ
っ
た

―
―
密
約
文
書
で
な
く
事
実
の
検
証
を

こ
れ
は
回
顧
談
で
は
な
い
。
過
去
の
出
来
事
が

現
在

の
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
新
し

い
光
を
当
て
る
こ
と
さ
え
あ
る
例
と
し
て
読
ん
で

ほ
し
い
。

☆
べ
平
連
時
代
の
米
軍
解
体
運
動

べ
平
連
の
時
代
、
米
軍
兵
士
相
手
に
活
動
し
て

武
智

い
た
集
団
は
ジ
ャ
テ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
た
。
何
よ
り

も
こ
の
名
は
１
９
６
７
年
に
始
ま

っ
た
脱
走
兵
援

助
運
動
と
結
び

つ
く
が
、
７０
年
の
方
針
転
換
後
、

同
じ
名
前
は
米
人
活
動
家

・
米
兵
と
の
緊
密
な
協

力
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
―
―
当
時
の
オ
ー
バ
ー

な
呼
称
を
使
え
ば
―
―

「米
軍
解
体
運
動
」
を
指

す
の
に
も
使
わ
れ
た
。

♪
２
月
の
読
者
懇
談
会
の
こ
案
内
♪

話
題
の
本
！

『
ほ
び

っ
と
　
戦
争
を
と
め
た
喫

茶
店
―
―

べ
平
連
１
９
７
０
１
１
９
７
５
ｉｎ

イ
ワ

ク
ニ
』
の
著
者
、
中
川
六
平
さ
ん
を
囲
ん
で

本
号
掲
載
、
高

橋
武
智
さ
ん
の
論

考

「
沖
縄
だ
け

で

な
く
、
核
は
岩
国

に
も
あ

っ
た
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
も
と
岩

国

の
コ
ー
ヒ
ー
店

「
ほ
び

っ
と
」

の
マ
ス
タ
ー
、

中
川
六
平
さ
ん
を
お
招
き
し
て
懇
談
し
ま
す
。

ベ

平
連
時
代

の
な

つ
か
し

い
話
に
花
が
咲
く
こ
と
で

し
ょ
ぅ
が
、
「
６８
年
」
が
注
目
さ
れ
る
近
年
、
「
歴
史
」

と
し
て
の

ク
あ
の
時
代
ク
に
関
心

の
あ
る
若

い
人

に
も
意
味
あ
る
会
だ
と
思

い
ま
す
。

２
月
１９
日
、
翌
２０
日
と
、
市

民
の
意
見
３０
の
会

・
東
京
の
イ

ベ
ン
ト
続
き
で
す
が
、
是
非
両

日
と
も
お
い
で
く
だ
さ
い
１

☆
日
時

¨
２
月
１９
日

（金
）

午
後
７
時
～
９
時

☆
場
所

一
ピ

ー
プ

ル
ズ

・
プ

ラ
ン
研
究
所

（東
京
都
文
京
区
関
日
１
１

４４

１
３
信
正
堂
ビ
ル
２
Ｆ
）

、弓
問
Ｆ
一
ｏ
∞
‐ｏ
卜
時
卜
‐り
ヽ
ふ
∞

★
参
加
費

一
５
０
０
円

【い襲鈴
鱒維
確跡

唯
鞍

と

控

江戸川橋駅
ib出 □

罹 鐵
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そ
の
有
力
な
拠
点
の

一
つ
、
海
兵
隊
岩
国
基
地

の
す
ぐ
近
く
に
１
９
７
２
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

「
ほ
び

っ
と
」
の
初
代

マ
ス

タ
ー
を

つ
と
め
た
中
川
六
平
さ
ん
が
、
当
時
の
日

記
や
メ
モ
を
も
と
に
、
こ
の
ほ
ど

『ほ
び

っ
と

戦
争
を
と
め
た
喫
茶
店
』
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は

米
軍
解
体
運
動
に
つ
い
て
書
か
れ
た
最
初
の
単
行

本
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
７２
年
に
突
然
ほ
び

っ
と
が
誕
生
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
長
い
前
史
が
あ

つ
た
し
、
本
の

前
半
は
そ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
兵
士
自
身
に

よ
る
抵
抗
新
聞

『
セ
ン
パ
ー
フ
ア
イ
』
の
刊
行
、

錦
帯
橋
畔
で
の
ラ
ヴ

・
イ
ン
、
帰
隊
し
た
脱
走
兵

ノ
ー
ム

・
ユ
ー
イ
ン
グ
の
軍
事
裁
判

へ
の
ジ
ャ

テ
ッ
ク
の
小
如入

（具
体
的
に
は
、
小
野
誠
之
弁
護
士
の

参
加
と
、
鶴
見
俊
輔
さ
ん
と
ノ
ー
ム
を
か
く
ま
っ
た
主

婦

・
神
谷
康
子
さ
ん
の
証
一一巳
、
た
こ
揚
げ
に
よ

っ
て

米
軍
機
を
と
め
た
子
ど
も
の
日
の
行
動
、
岩
国
の

核
に
関
す
る
楢
崎
弥
之
助
代
議
士
の
国
会
で
の
追

及
、
ジ

ェ
ー
ン

・
フ
オ
ン
グ
ら
か
ら
な
る
演
劇
集

団

・
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
公
演
な
ど
な
ど
。
行
動
の
た
び
に

中
川
さ
ん
は
京
都
―
岩
国
間
を
往
復
し
た
の
だ
か

ら
、
ご
苦
労
さ
ん
だ

っ
た
。

な
か
で
感
慨
深
く
思

い
出
す
の
は
、
「
ハ
エ
が

ハ
ゲ
タ
カ
を
と
め
た
」
と
表
現
さ
れ
た
た
こ
揚
げ

だ
。
止
め
た
の
は
訓
練
機
だ

っ
た
に
し
て
も
、
い

ざ
と

い
う
と
き
は
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
い
に
直
接

呼
応
す
る
こ
と
も
で
き
る
と

い
う
実
感
を
与
え
て

く
れ
た
。

☆
米
反
戦
兵
士
か
ら
の
問
き
取
り
調
査

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
初
め
て
目
を
通
せ
た
の

だ
が
、
こ
の
あ
た
り
の
経
過
を
、
６８
年
に
召
集

後
、
早
く
か
ら
兵
士
運
動
の
組
織
に
あ
た

っ
た
Ｄ
・

コ
ー
ト
ラ
イ
ト
の

『反
乱
す
る
兵
士
　
　
ベ
ト

ナ

ム
戦

争

中

の

Ｇ

Ｉ

の
抵

抗

』
（英
文
。
初
版
は
７５
年
、

２
０
０
５
年
に
増
補
版
）
は
こ

つヽ
書
い
て
い
る
。

ズ
海
兵
隊
員
た
ち
は
）
７０
年
１
月
に
新
聞

『セ
ン

パ
ー
フ
ァ
イ
』
を
創
刊
し
た
。
こ
の
さ
さ
や
か
な

始
ま
り
か
ら
、
兵
士
グ
ル
ー
プ
は
急
速
に
発
展
を

と
げ
た
が
、
そ
れ
は
部
分
的
に
は

ク
ベ
平
連
ク
か

ら
提
供
さ
れ
た
価
値
あ
る
支
援

の
お
か
げ
だ

っ

た
。
米
国
に
お
け
る
同
種
の
運
動
よ
り
は
る
か
に

以
前
か
ら
、
べ
平
連
は
米
兵
の
あ
い
だ
の
抵
抗
の

重
要
性
を
認
識
し
．
数
年
間
に
わ
た
り
、
脱
走
兵

へ
の
援
助
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
休
暇
中
の
兵
士

へ
の

ビ
ラ
配
布
な
ど
精
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し

て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
岩
国
の
海
兵
隊
員
が
軍

内
部
か
ら
組
織
を
始
め
た
と
き
、
日
本
市
民
は
た

だ
ち
に
彼
ら

へ
の
支
援
に
か
け

つ
け
た
。
セ
ン

パ
ー
フ
ァ
イ
の
最
初
期
の
行
動
の

一
つ
、
４
月
１２

日
の
，ラ
ヴ

・
イ

ン
・
は
、
日
本

の
伝
統
的
な
お

花
見
に
事
寄
せ
て
、
約
５０
人
の
海
兵
隊
員
が
参
加

払た
。
　
・・・・・・」

過
大
な
と
思
う
ほ
ど
の
評
価
だ
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
さ
れ
、
米
軍
敗
北
の
究
極
的
原
因
と

な

っ
た
兵
士
の
抵
抗
を
包
括
的
に
ま
と
め
た
本
だ

け
に
、
そ
れ
な
り
の
妥
当
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
基
地
内
に
核
兵
器
が
貯
蔵
さ
れ
て

い
る
と

い
う
峰
を
実
証
す
る
た
め
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・チ
ー
ム
の
活
動
に
話
を
し
ぼ
る
が
、

『ほ
び

っ

と
』

で
は

「藤
川
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
掛
川

恭
子
さ
ん
が

「岩
国

の
二
年
」
令
と
な
り
に
脱
走
兵

が
い
た
時
代
』
所
収
）
の
な
か
で
こ
う
簡
潔
に
ま
と

め
て
い
る
。

「
そ
れ
な
ら
と
は
じ
ま

つ
た
の
が
、
基
地
内
の

反
戦
兵
士
か
ら
の
情
報
収
集
だ
っ
た
。
人
気
の
な

い
官
島
の
浜
や
、
場
末
の
喫
茶
店
で
の
聞
き
取
り

調
査
の
つ
み
か
さ
ね
。
Ｔ
は
ね
ち
こ
く
ね
ち
こ

路i敬豊

中”車D●
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く
、
あ
れ
も
こ
れ
も
聞
き
出
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
最
後
は
現
場
検
証
。
海
に
面
し
た
基
地
の

一
画

に
、
土
を
盛
り
あ
げ
て
芝
を
は

つ
た
地
下
格
納
庫

が
あ
り
、
以
前
か
ら
そ
こ
に
核
が
し
ま
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
あ

る
晩
連
れ
て
い
か
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
場
所

だ

っ
た
。
そ
う
や
っ
て
集
め
た
情
報
を
も
と
に
お

こ
な
わ
れ
た
の
が
、
楢
崎
発
言
だ

っ
た
。
楢
崎
発

言
の
直
後
、
反
戦
兵
士
四
人
が
反
戦
デ
モ
に
参
加

し
た
と

い
う
理
由
で
逮
捕
さ
れ
、
た
だ
ち
に
本
国

の
拘
置
所
送
り
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
も
、
米
軍
の

動
揺
が
見
て
と
れ
た
」
（Ｔ
と
し
た
が
、
原
文
で
は
筆

者
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
）。

調
査
に
加
わ

っ
た
者
の
共
通
の
想
い
は
、
広
島

か
ら
５０
キ
ロ
と
離
れ
て
い
な
い
岩
国
に
核
を
置
く

な
ん
て
、
と

い
う
怒
り
だ

っ
た
。

☆
岩
回
基
地
に
核
兵
器
は
存
在
し
た

評
判
の
池
澤
夏
樹
の
長

編
小
説

『
カ
デ
ナ
』
は
、

北
爆
の
た
め
嘉
手
納
基
地

の
滑
走
路
か
ら
Ｂ
５２
爆
撃

機
が
飛
び
立

っ
た
６８
年
夏

の
沖
縄
を
舞
台
に
、
飛
行

計
画
書
を
入
手
し
て
ハ
ノ

イ

ヘ
無
線
で
打
電
す
る
と

い
う
ス
パ
イ
活
動
に
従
事

し
た
、
う
ち
な
―
ん
ち
ゅ

２
名
と
米
兵
と
ベ
ト
ナ
ム

人
各
１
名
の
物
語
だ
。
個

人
の
責
任
で
引
き
受
け
た
行
動
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
幼
い
頃

。
若

い
頃
に
味
わ

つ
た
戦
争
体
験
を
踏

ま
え
て
い
た
。
１０
月
末
で
北
爆
が
中
止
さ
れ
活
動

が
終
わ

っ
た
と
き
、
全
員

「
ハ
ノ
イ
の
子
ど
も
た

ち
を
救

っ
た
」
と
の
感
慨
を
も

つ
。
６８
年
の
解
放

的
な

（著
者
は

「反
抗
的
」
と
表
現
し
て
い
る
）
雰
囲

気
が
伝
わ

っ
て
く
る
作
品
だ
。
そ
う
、
本
上
の
ぼ

く
ら
も
そ
れ
と
同
種
の
、
岩
国
基
地
を
め
ぐ
る
「
ス

パ
イ
活
動
」
に
か
か
わ

つ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

『ほ
び

つ
と
』
に
は
、
福
岡
か
ら
来
た
ア
ン
ド

ウ
と
サ
ワ
ダ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
場
と
直
結
す
る
岩

国
基
地
の
監
視
に
は
り
つ
い
て
い
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
も
、

拙
著

『私
た
ち
は
、
脱
走
ベ
ト
ナ
ム
兵
を
越
境
さ

せ
た
…
…
』
に
書

い
た
と
お
り
、
パ
リ
の
南
ベ
ト

ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
代
表
の
グ
エ
ン

・
テ
イ

・
ビ

ン
氏
に
手
渡
し
て
い
た
。
こ
の
も
う

一
つ
の

「
ス

パ
イ
活
動
」
は
、
少
な
く
と
も
戦
争
を
早
く
終
わ

ら
せ
る
の
に
貢
献
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
高
名
な
女
性
の
俳
優
ジ

ェ
ー

ン

・
フ
オ
ン
グ
の
自
伝

『わ
が
半
生
』
（２
０
０
５

年
）
を
英
文
で
読
む
機
会
が
あ

っ
た

（邦
訳
も
あ
る

が
、
肝
心
な
部
分
に
誤
訳
あ
り
）。
兵
士
に
反
戦
を
訴

え
る
た
め
米
本
国
と
太
平
洋
の
基
地
を
巡
業
し
た

彼
女
を
中
心
と
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
シ
ョ
ー
の
章
に
、
兵

士
の
圧
倒
的
な
参
加
で
盛
り
あ
が

っ
た
岩
国
公
演

に
つ
き
要
旨
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

金
副
記
掛

川
さ
ん
の
文
章
は
、
こ
の
日
、
広
島
か
ら
岩
国
ヘ
バ
ス
で

向
か
う
途
中
、
フ
オ
ン
ダ
が

「わ
た
し
の
国
が
こ
こ
に
原

爆
を
お
と
し
て
、
あ
ん
な
に
大
勢
の
人
を
殺
し
て
し
ま
っ

た
の
よ
ね
」
と
言

っ
て
、
大
粒
の
涙
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
こ
ぼ
し

た
と
の
証
言
を
伝
え
て
い
る
）
。

「数
名
の
兵
士
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
撮
影
し

た
。
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
日
米
間
の
合
意
に
反

し
、
彼
ら
は
密
か
に
ま
た
非
合
法
的
に
、
絶
え
ず

核
兵
器
を
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
真
実
を
明
ら

か
に
し
た
い
、
と
相
談
を
受
け
た
。
」

日
本
側
の
調
査
と
ア
メ
リ
カ
側
の
証
言
は
ぴ
っ

た
り
合
致
す
る
。
楢
崎
追
及
を
政
府
は
否
定
す
る

こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
事
実
は
事
実
な
の

だ
。
こ
れ
が
７‐
年
１１
月
（楢
崎
発
一一こ
か
ら
１２
月

（Ｆ

Ｔ
Ａ
ンヽ
ョ
ー
）
に
か
け
て
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と

に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。

☆
密
約
と
沖
縄
の
様
兵
器

沖
縄
の
核
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
小
説

『カ
デ
ナ
』
で
は
、
６８
年
、
つ
ま
り
本
土
復
帰
前

の
沖
縄
に
核
兵
器
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
自

明
の
事
実
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
北
爆
の
最
後

に
核
を
使
う
と
い
う
峰
さ
え
空
軍
兵
士
の
あ
い
だ

に
流
れ
て
い
た
と
い
う
。

沖
縄
に
関
す
る
限
り
、
昨
年
１２
月
２３
日
付
け
朝

刊
各
紙
が

一
斉
に
報
じ
た
、
佐
藤
栄
作
元
首
相
の

机
か
ら
発
見
さ
れ
た
ニ
ク
ソ
ン

・
佐
藤
の
署
名
つ

き
６９
年
１１
月
の
密
約
本
文
　
　
返
還
後
の
沖
縄

が

「核
抜
き

。
本
土
並
み
」
で
な
い
こ
と
を
裏
づ

け
た
文
書
だ
―
―
に
よ
り
、
こ
の
事
実
は
公
式

に
確
認
さ
れ
た
。
密
約
は

「沖
縄
に
現
存
す
る
核

貯
蔵
施
設
の
所
在
地
で
あ
る
嘉
手
納

・
那
覇

・
辺

野
古
お
よ
び
ナ
イ
キ

，
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
基
地
を

弾薬庫の写真 :核を貯蔵していた lATA-6弾 薬庫。
Fジャテック通信』第5号 (1971年 12月)か ら転載。
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い
つ
で
も
使
用
可
能
な
状
態
で
維
持
す
る
」
と
明

記
し
て
い
る
。
普
天
間
基
地

の

「代
替
地
」
、
辺

野
古

の
名
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
の
原
文
が
明
る
み
に
出
る
ま
で
の
報
道
は
ど

う
だ

っ
た
か
。
だ
れ
が
操
作
し
た
の
か
、
非
核
三

原
則
に
い
う

「持
ち
込
み

α
一ヽ
＆
ｃ
ユ
ｏｏ
こ
は

「核

搭
載
艦
船
の
寄
港
」
問
題
に
す
り
か
え
ら
れ
て
い

た
。
通
常
イ
ン
ト
ロ
グ
ク
シ
ョ
ン
と
は

「
～
の
内

側

へ
の
持
ち
込
み
」
を
意
味
す
る
語
だ
。
「寄
港
」

な
ら
、
今
回
の
密
約
原
文
が

「再
持
ち
込
み

↑
甲

留
古ヽ
く
と
と
並
記
し
て
い
る
ト
ラ
ン
ジ
ツ
ト

（通
過
）

に
近

い
だ
ろ

つヽ

（事
実

「寄
港
」
は

「持
ち
込
み
」
に

当
た
ら
な
い
と
す
る
６０
年
密
約
の
討
議
記
録
も
、
外
務
省

で
見
つ
か
っ
て
い
る
と
で
２
。
問
題
も
用
語
も
こ
み

い
っ
て
い
る
が
、
念
の
た
め
断
る
と
、
密
約
本
文

は
、
返
還
後
も
緊
急
事
態
に
は
、
再
持
ち
込
み
と

通
過
の
権
利
を
米
国
が
も

つ
こ
と
に
合
意
し
て
い

フ０
。そ

の
上
で
、
７‐
年
秋
時
点
で
の
本
土
岩
国
へ
の

核
持
ち
込
み
を
ど
う
考
え
る
か
、
こ
れ
こ
そ
が
問

題
の
核
心
で
あ
る
。
外
務
省
の
有
識
者
委
員
会
が

密
約
問
題
を
調
査
す
る
の
は
結
構
だ
が
、
そ
の
作

業
が
文
書
と
し
て
の
密
約
の
後
追
い
に
終
止
す
る

な
ら
、
不
十
分
き
わ
ま
る
。
沖
縄
返
還
後
の
７‐
年

に
岩
国
で
核
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、　
一
般
に
認

識
さ
れ
て
い
る
事
態
は
根
本
的
に
変
わ
っ
た
の
だ
。

「核

つ
き

。
本
土
沖
縄
等
し
並
み
」
こ
そ
、
返
還

と
核
を
め
ぐ
る

隠
し
よ
う
の
な
い
甑
縮
の
真
相

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

つ
た
わ
け
で
、
こ
こ

に
は
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
密
約
が
隠

さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。

☆
密
約
文
書
で
な
く
年
事
業
の
検
証
を
こ
そ

日
本
政
府
と
米
国
は
こ
の
点

へ
の
回
答
を
追
ら

れ
て
い
る
。
ぼ
く
た
ち
市
民
も
、
ま
た
当
時
取
材

し
た
は
ず
の
メ
デ
ィ
ア
も
、
事
実
関
係
に
立

っ
て

こ
の
問
題
を
検
証
し
直
す
べ
き
だ
ろ
う
。

運
動
側
に
つ
い
て
い
え
ば
、
引
用
し
た
こ
と
以

外
に
、
本
土
と
沖
縄
の
米
軍
解
体
運
動
の
実
情
は
、

ジ
ャ
テ
ッ
ク
機
関
紙

『脱
走
兵
通
信
』
と
後
継
紙

『ジ
ャ
テ
ッ
ク
通
信
』
（
い
ず
れ
も

『べ
平
連
ニ
ュ
ー

ス
縮
刷
版
』
所
収
）
が
逐

一
報
道
し
て
い
る
の
で
参

考
に
な
る
は
ず
だ
。

「
国
民
的
」
と

い
う
形
容
詞
が
ふ
さ
わ
し
か

つ

た
６０
年
安
保
闘
争
か
ら
５０
年
、
否
定
し
が
た
い
こ

の
事
実
を
避
け
た
ま
ま
で
は
、
日
米
友
好
条
約
の

見
通
し
が
開
か
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
「
対
等
な

日
米
関
係
」
の
模
索
な
ど
絵
に
描
い
た
餅
だ
と
思

卜うノ。最
後
に
思
い
出
を

一
つ
。
中
川
さ
ん
が

「
一
人

で
岩
国
べ
平
追
を
や
っ
て
い
る
」
と
書

い
た
フ
ク

ヤ
を
、
東
京
か
ら
初
め
て
訪
ね
た
の
は
た
ぶ
ん
筆

者
だ

っ
た
ろ
う
。
彼
の
連
絡
先
を
教
え
て
く
れ
た

人
物
が
い
た
は
ず
だ
が
、
思
い
出
せ
な
い
。
行

っ

て
み
る
と
、
フ
ク
ヤ
の
ほ
か
に
仲
間
が
い
た
。

ク
リ
ス

・
カ
ウ
リ
ー
夫
妻
だ
。
英
国
に
も
ど

っ

た
あ
と
、
カ
ウ
リ
ー
は
事
故
で
急
逝
し
た
が
、
日

本
人
の
妻
が
あ
ち
ら
の
生
活
に
と
け
込
ん
で
暮
ら

し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
の
は
じ

め
か
ら
、
岩
国
で
の
米
軍
解
体
運
動
が
国
際
主
義

的
な
連
帯

の
な
か
で
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
書
き

と
め
て
お
く
。

（２
０
１
０
，１
・９
）

（た
か
は
し

。
た
け
と
も
、
本
誌
編
集
委
員
）

【編
集
部
注
】

「
ジ
ャ
テ
ッ
ク
」
と
は
、
「
反
戦
脱
走
米
兵
援
助
日
本

技

術
委

員
会

合
Ｓ
営

弓
●
３
，
一命
出

ｇ
ヨ
ヨ
【付付瑠

ｓ
ヽ

＞
のの一４
や
ｏ
命
ｏ
Ｓ

Ｃ
め
・＞
Ｆ
市Ｌ
君
い
ヽ
∪
①
の命
二
め
しヽ
」

の
英

文
か
ら
の
略
称
。

【本
文
で
取
り
上
げ
た
岩
国
と
沖
縄
の
新
著
】

中
川
六
平

『ほ
び
っ
と
　
戦
争
を
と
め
た
喫
茶
店
―
―

べ
平
連
１
９
７
０
１
１
９
７
５
ｉｎ
イ
ワ
ク
ニ
』
講
談
社
、

２
０
０
９
年

池
澤
夏
樹

『カ
デ
ナ
』
新
潮
社
、
２
０
０
９
年

弓
ジ
ャ
テ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
】

べ
平
連
編
集

『
べ
平
連

ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』
ほ
ん
コ

ミ
ニ
ケ
ー
ト
社
、
１
９
７
４
年

関
谷
滋

・
坂
元
良
江
編

『と
な
り
に
脱
走
兵
が
い
た

時
代
―
―
ジ
ャ
テ
ッ
ク
、
あ
る
市
民
運
動
の
記
録
』
思

想
の
科
学
社
、
１
９
９
８
年

高
橋
武
智

『私
た
ち
は
、
脱
走
ア
メ
リ
カ
兵
を
越
境

さ
せ
た
…
…
―
―

べ
平
運
／
ジ
ャ
テ
ッ
ク
、
最
後
の
密

出
国
作
戦
の
回
想
』
作
品
社
、
２
０
０
７
年
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露
◇
◇
併
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
人

▼
新
政
権

は
「
レ
ビ

ュ
ー
政
権
」
た
り
得
る
か

「
予
算
は
政
治
で
あ
る
」
と
鳩
山
由
紀
夫
首
相

が
語

っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
格
差
と
貧
困

が
拡
大
す
る
こ
の
時
代
に
は
、
「
血
税
」
と

い
う

表
現
が
違
和
感
な
く
当
て
は
ま
る
。
税
金
の
使
い

道
を
厳
し
く
監
視
す
る
の
は
、
市
民
の
権
利
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
生
き
延
び
る
た
め
の
義
務
か

も
し
れ
な

い
。
こ
こ
で
は
、
２
０
１
０
年
度
政
府

予
算
案
の
防
衛
費

（軍
事
費
）
の
う
ち
、
兵
器

（装

備
日∪

関
連
に
し
ぼ

っ
て
検
証
し
て
み
た
い
。

ち
な
み
に
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
軍

事
予
算
案

の
総
額
は
、
前
年
度
比
０
。
３
％
増
の

４
兆
７
９
０
３
億
円
。
た
だ
、
防
衛
省
職
員
と
自

衛
隊
員
計
２５
万
人
分
の
子
ど
も
手
当
を
除
く
と
、

４
兆
７
６
６
８
億
円
に
な
り
微
減
と
な
る
。
海
兵

隊
グ
ア
ム
移
転
費

（４
７
２
億
円
）
を
含
む

「
米

軍
再
編
」
経
費
は
１
０
７
７
億
円
と
前
年
に
比
べ

大
幅
増
額
さ
れ
た
。

鳩
山
政
権
は
、
当
初
、
予
算
の

「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
の
見
直
し
」
を
掲
げ
、
麻
生
政
権
下
で
作
ら
れ

た
１０
年
度
予
算
概
算
要
求
の
再
提
出
を
命
じ
た
。

当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
私
は
、
新
政
権
は
ま
ず
何

よ
り
も

「
レ
ビ

ュ
ー
政
権
」
た
る
べ
き
だ
と
思
う
。

自
民
党
政
権
が
長
期
に
わ
た
り
作
り
上
げ
て
き
た

政
官
業
癒
着
の
支
配
構
造
を
解
体
し
、
新
し
い
政

治
を
作
り
出
す
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
、
政

策
の

「
レ
ビ

ュ
ー
＝
見
直
し
」
を
行
な
う
こ
と
が

先
決
だ
と
確
信
す
る
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
で
は
、

鳩
山
政
権
に
よ
る

「防
衛
計
画
の
大
綱
」
改
定
の

１
年
先
送
り
の
決
定
に
は
意
味
が
あ
る
。

防
衛
省
は
、
総
額
こ
そ
抑
制
し
た
も
の
の
、
中

身
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
出
し
直
し
概
算
要
求

を
示
し
た
。
目
玉
と
な
る
装
備
品
は

「
ミ
サ
イ
ル

防
衛

（Ｍ
Ｄ
と

用

の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｃ
３

の
追
加
配
備

（北
海
道
、
東
北
、
沖
縄
へ
の
）
経
費
、

大
型

ヘ
リ
空
母
建
造
費
、
新
戦
車
導
入
費
な
ど
で

あ
る
。

鳩
山
政
権
は
昨
年
１１
月
、
行
政
刷
新
会
議
に
よ

る

「事
業
仕
分
け
」
を
大
々
的
に
行
な

っ
た
。
防

衛
予
算
で
は
、
仕
分
け
に
よ
り
、
国
際
平
和
協
力

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
自
衛
官
の
実
員
増
、
情
報
シ

ス
テ
ム
借
料
等
が
計
上
見
送
り

・
削
減
と
判
断
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
当
初
は
俎
上
に
上
ら
な
い
と
思

わ
れ
た

「装
備
品
の
調
達

（１０
年
度
新
規
後
年
度
負

担
と

が
条
件
に
含
ま
れ
た
。
「
後
年
度
負
担
」
と

は
ロ
ー
ン
払
い
の
こ
と
で
、
高
額
な
兵
器
が
含
ま

れ
る
。

私
は
当
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
動
画
中
継
を

見
守

っ
た
。
財
務
省
の
市
川
健
太
主
計
官
は
、
「
現

大
綱
の
枠
を
超
え
る
装
備
品
は
、
大
綱
見
直
し
を

待

っ
て
戦
略
的
観
点
か
ら
検
討
す
る
べ
き
」
「
大

綱
見
直
し
や
次
期
中
期
防

（中
期
防
衛
力
整
備
計
画
）

を
先
取
り
す
る
も
の
の
取
得
は
見
合
わ
せ
、
新
規

後
年
度
負
担
を
厳
し
く
抑
制
す
べ
き
」
と
主
張
し
、

装
備
の
中
身
の
是
非
以
前
に
、
防
衛
省
の
要
求
が

「
ル
ー
ル
違
反
」
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
そ
れ
自

体
ま

っ
と
う
な
主
張
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
防
衛
省
官
僚
は
、
予
算
要
求
が

防
衛
省
主
導
で
あ
る
と
認
め
た
う
え
で
、
「
Ｐ
Ａ

Ｃ
３
も
Ｓ
Ｍ
３

（注

・
迎
撃
ヽヽヽ
サ
イ
ル
）
も
実
験
で

の
命
中
精
度
は
８０
％
以
上
で
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ

サ
イ
ル
連
射
や
核
実
験
な
ど
を
考
え
る
と
弾
道
ミ

サ
イ
ル
対
処
能
力
の
早
期
整
備
は
必
要
」
と
根
拠

の
怪
し
い
反
論
を
し
て
み
せ
た
。
結
局
、
統
括
役

の
枝
野
幸
男
議
員
が

「
仕
分
け
に
な
じ
ま
な

い
」

と
し
て

「政
治
判
断
に
委
ね
る
」
と
の
ま
と
め
を

行

っ
た
。

▼
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
用
改
修
は

「
閣
議
決
定
詐
欺
」

仕
分
け
直
前
の
１１
月
２４
日
、
岡
田
克
也
外
相
が

Ｐ
Ａ
Ｃ
３
追
加
配
備
経
費

（９
４
４
億
円
）
の
計

上
に
異
論
を
唱
え
、
藤
井
裕
久
財
務
相

（当
時
）

も
賛
同
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
翌
日
に
は
福
島
瑞
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穂
社
民
党
党
首

（消
費
者
相
）
も
異
論
を
表
明
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
Ｍ
Ｄ
経
費
が
争
点
に
浮
上
し
、
「政
治

判
断
」
の
行
方
に
注
目
が
集
ま

っ
た
。

そ
し
て
、
‐２
月
１７
日
、
「
平
成
２２
年
度
の
防
衛

力
整
備
等
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
が
閣
議
と
安

全
保
障
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
防
衛
大

綱
改
定

の
先
送
り
を
受
け
て
の
１０
年
度
防
衛
予
算

策
定

の
基
本
指
針
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
現
大
綱

の
考
え
方
に
基
づ
き
防
衛
力
を
整
備
す
る
」
「老

朽
化
し
た
装
備
の
更
新
や
旧
式
化
し
つ
つ
あ
る
現

有
装
備
の
改
修
に
よ
る
有
効
利
用
」
な
ど
の
考
え

方
が
示
さ
れ
た
。
焦
点
の

「弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

へ
の
対
応
」
の
項
で
は
、
「
現
大
綱
に
定
め
る
体

制

の
下
、
（略
）
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
も
使
用

し
得
る
高
射
群
に
つ
い
て
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
処

能
力
の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防

衛
能
力
を
付
加
さ
れ
て
い
な
い
高
射
群
に
つ
い
て

は
、
現
有
機
能
の
維
持
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
改
修

に
取
り
組
む
」
と
記
さ
れ
た
。

私
は
こ
れ
を
読
み
、
「
な
ん
だ
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
対

応
型

へ
の
改
修
は
し
な
い
ん
だ
」
と
安
心
し
て
し

ま

つ
た
。
後
者
の
「付
加
さ
れ
て
い
な
い
高
射
群
」

と
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
、
す
な
わ
ち
対
航
空
機
用
の
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

「現
有
機

能
の
維
持
」
と
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
能
力
の
維
持
と
読
む

し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違

い
だ

っ
た
。
こ

の
防
衛
省
官
僚
に
よ
る
作
文
に
は
、
周
到
な
仕
掛

け
＝
ト
リ
ッ
ク
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
防
衛
省
の
説

明
に
よ
れ
ば
、
カ
ラ
ク
リ
は
こ
う
だ
。
現
在
の
Ｐ

Ａ
Ｃ
２
は

「
コ
ン
フ
ィ
グ
２
」
と
い
つヽ
バ
ー
ジ
ョ

ン
だ
が
、
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
米
企
業
に
よ
る

性
能
保
証
が
１２
年
度
に
終
了
し
て
し
ま

い
、
部
品

も
な
く
な
る
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
の
「現
有
機
能
の
維
持
」

に
は
、
「
コ
ン
フ
ィ
グ
３
」
バ
ー
ジ

ョ
ン
ヘ
の
更

新
が
必
要
だ
が
、
コ
ン
フ
イ
グ
３
へ
の
変
更
は
４

年
国
債
で
行
な
う
の
で
、
１０
年
度
か
ら
改
修
を
始

め
て
も
整
備
が
１
年
ず
れ
込
む
の
だ
と
。

と
こ
ろ
が
、

コ
ン
フ
イ
グ
３
は
Ｍ
Ｄ
用
の
Ｐ
Ａ

Ｃ
３
対
処
能
力
を
併
せ
持
ち
、
ミ
サ
イ
ル
と
発
射

機
さ
え
追
加
す
れ
ば
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
に
化
け
て
し
ま

う
と
い
う
仕
掛
け
だ
。
防
衛
省
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
保
証
が
切
れ
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
問
題
に
な
る

の
か
に
つ
い
て
、
説
得
力
あ
る
説
明
を
し
て
い
な

い
と
い
つヽ
。

結
果
的
に
は
、

コ
ン
フ
ィ
グ
３

へ
の
改
修
に

よ
っ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
が

「現
有
機
能
の
維
持
」
を

超
え
て
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
対
応
型

へ
と
変
質
し
、
現
大
綱

を
超
え
る
機
能
強
化
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
は
、
閣

議
決
定
文
書
か
ら
は
到
底
導
き
出
せ
な
い
結
論
で

あ
り
、
「閣
議
決
定
詐
欺
」
に
等
し
い
。
し
か
も
、

こ
の
事
実
は
世
の
中
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
予
算
案
決
定
に
よ
り
、
レ
ー
ダ
ー
や
射
撃

管
制
装
置
な
ど
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
対
応
型

へ
の
改
修
費

と
し
て
、
６
３
９
億
円
の
巨
費
が
計
上
さ
れ
て
し

ま

っ
た
。

▼

「
大
型

ヘ
リ
空
母
」
導
入
の
読
弁

さ
ら
に
、
予
算
計
上
の
見
送
り
も
予
想
さ
れ
て

い
た
大
型
ヘ
リ
空
母
建
造
費

（１
２
０
８
億
円
）
も
、

新
戦
車
導
入
費
と
と
も
に
結
局
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
大
型
ヘ
リ
空
母
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
防
衛
省
は

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
型
護
衛
艦

（２２
Ｄ
Ｄ
Ｈ
）」
と
呼
ん
で
い
る
。
全
長
２
４
８
ｍ
、

基
準
排
水
量
１
万
９
５
０
０
ト
ン
。
０９
年
３
月
に

就
役
し
た
ヘ
リ
空
母
「
ひ
ゅ
う
が
（１６
Ｄ
Ｄ
Ｈ
江
（全

長
１
９
７
ｍ
、
１
万
３
９
５
０
ト
ン
）
を
上
回
る
海
自

史
上
最
大
の
軍
艦
だ
。
そ
の
サ
イ
ズ
は
第
２
次
世

界
大
戦
時
の
米
海
軍
の
正
規
空
母

「
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
」
に
匹
敵
す
る
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
最
大

‐４
機
搭
載
で
き
、
同
時
に
ヘ
リ
５
機
の
発
着
が
可

能
。
人
員
４
０
０
０
人
、
ト
ラ
ッ
ク
５０
台
を
運
べ
、

他
艦
へ
の
燃
料
給
油
も
可
能
と
い
う
。
海
自
護
衛

艦

「し
ら
ね
」
の
後
継
艦
と
さ
れ
る
が
、
し
ら
ね

が
全
長
１
５
９
ｍ
、
５
２
０
０
ト
ン
、
建
造
費
約

４
０
０
億
円
だ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
基
準
排
水
量

で
４
倍
、
建
造
費
も
３
倍
に
達
し
て
お
り
、
能
力

面
か
ら
見
て
も

「後
継
」
で
は
な
く
大
幅
な
機
能

強
化
に
他
な
ら
な
い
。

建
造
の
狙
い
は

（１
）
中
国
海
軍
へ
の
対
応
、

（２
）
海
外
派
兵
へ
の
対
応

と
さ
れ
て
お
り
、
前

者
に
つ
い
て
防
衛
省
は
、
潜
水
艦
の
監
視

・
捜
索

や
遠
距
離
か
ら
の
水
上
艦
の
警
戒
の
た
め
、
と
説

明
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
大
規
模
災
害

へ
の
対
応
を
強
調
し
、
「輸
送
艦
と
補
給
艦
の
機

能
を
兼
ね
備
え
た
」
た
め

「予
算
の
効
率
化
に
も

つ
な
が
る
」
と
正
当
化
し
て
い
る

（０９
年
１０
月
２７
日
、

朝
日
）。
導
入
自
体
に
賛
成
す
る
論
者
か
ら
も
、
厳
し
い

批
判
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。
『防
衛
破
綻
』
（中
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公
新
書
ラ
ク
レ
）
著
者
の
清
谷
信

一
氏
は
、
「排
水

量
だ
け
を
見

て
も
、
こ
れ
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭

載
護
衛
艦

＝
駆
逐
艦
と
呼
ぶ
の
は
も
は
や
詐
欺
」

「
２２
Ｄ
Ｄ
Ｈ
は
も
は
や
多
目
的
空
母
で
あ
り
、
政

治
的
に
困
難
だ
か
ら
護
衛
艦
と
称
す
る
と
い
う
の

は
、
納
税
者
に
対
す
る
背
信
行
為
で
あ
る
」
と
批

判
し
、
「
政
府
が
大
綱
で
決
め
た
護
衛
艦
の
数
を

海
自
が
勝
手
に
減
ら
し
て
、
空
母
を
調
達
す
る
と

い
う

の
は
、
『軍
隊
』
の
独
断
専
行
あ
る
い
は

『反

乱
』
で
あ
る
」
と
ま
で
言
う
。
田
岡
俊
次
氏
も
か

つ
て
最
初
の

「大
型
護
衛
艦
」
が
計
画
さ
れ
た
際
、

「
こ
れ
を
Ｄ
Ｄ

（駆
逐
艦
）
と
い
う
の
も
こ
そ
く
だ
」

と
述
べ
、
「
か

つ
て
戦
車
を

『特
車
』
と
呼
ん
だ

の
と
似
て
い
る
」
（００
年
１２
月
１４
日
、
朝
こ

と
批

判
し
て
い
た
。

大
型

ヘ
リ
空
母
導
入
の
危
険
性
は
ほ
と
ん
ど
語

ら
れ
て
い
な

い
。
元
自
衛
艦
隊
司
令
官
の
山
崎
員

は
推
進

の
立
場
か
ら
こ
う
述
べ
る
。
「
２２
Ｄ
Ｄ
Ｈ

は
約
４０
年

の
使
用
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
生
涯
に

お
い
て
、
現
在
で
は
想
像
も

つ
か
な
い
よ
う
な
事

態
が
生
起
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
「
２２
Ｄ
Ｄ

Ｈ
が
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｌ

（垂
直
離
発
着
）
機
を
搭
載
し

て
、
艦
対
防
空
を
実
施
し
つ
つ
、
シ
ー
レ
ー
ン
防

衛
を
行
う
事
態
が
今
後
起
こ
ら
な
い
と
は
誰
も
言

えヽ
な

い
」
（『軍
事
研
究
』
１０
年
１
月
別
冊

「海
上
自
衛

隊
の
空
母
型
護
衛
艦
」）。
垂
直
離
発
着
機
に
は
最
新

鋭
の
Ｆ
３５
戦
闘
機
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

大
型

ヘ
リ
空
母
の
建
造
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
海
軍
力
の
増
強
競
争
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
間

違

い
な

い
。
中
国
が
空
母
建
造
に
入
り
つ
つ
あ
る

こ
と
は
事
実
だ
が
、
更
工
母
に
は
空
母
を
」
と
い

う
対
応
は
軍
需
産
業
を
喜
ば
せ
る
だ
け
だ
。
そ
の

受
注
に
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
や
三

菱
重
工
、
三
井
造
船
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
等

が
し
の
ぎ
を
削
る
と
見
ら
れ
る
。
原
子
力
空
母

ジ
ョ
ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
横
須
賀
母
港
化
の
見

直
し
も
含
め
て
、
現
在
起
き
て
い
る
軍
備
増
強
の

追
鎖
を
断
ち
切
る
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ

翁
東
ス
ン
ア
軍

縮
会
議
」
の
呼
び
か
け
な
ど
）
こ
そ
が
追
求
さ
れ
る

べ
き
だ
。

▼

「
軍
縮
計
画

の
大
綱
」
を

最
後
に
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
「Ｊ

Ｄ
Ａ
Ｍ
」
と
い
う
Ｇ
Ｐ
Ｓ
誘
導
爆
弾
の
継
続
購
入

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
今
回
の
予

算
案
に
は
Ｆ
２
戦
闘
機
３５
機
分
の
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｍ
機
能

付
加
と
し
て
、
改
修
部
品
の
集
中
調
達
経
費
が
計

上
さ
れ
た
。
空
自
は
石
破
茂
防
衛
庁
長
官
、
田
母

神
俊
雄
空
幕
装
備
部
長
時
代
の
０４
年
度
予
算
か
ら
、

そ
の
導
入
に
舵
を
切

っ
た
。
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｍ
と
は
米
軍

が
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
多
用
し
て
い
る

先
制
攻
撃
兵
器
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ

（全
地
球
測
位
ンヽ
る
ア

ム
）
に
よ
り
衛
星
誘
導
し
て
標
的
を
破
壊
す
る
い

わ
ゆ
る

「
ス
マ
ー
ト
爆
弾
」
で
あ
る
。
当
然
な
が

ら

「誤
爆
」
等
に
よ
り
多
く
の
民
間
人
を
殺
傷
し

て
い
る
。

「専
守
防
衛
」
を
建
前
と
す
る
日
本
が
、
こ
う

し
た
先
制
攻
撃
兵
器
を
導
入
す
る
こ
と
は
本
来
許

さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
導
入
当
時
も
今
も
、
ほ
と

ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
推
進
派

が
そ
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
石
破
は

「画
期

的
な
こ
と
だ
」
翁
日
本
の
防
衛

７
つ
の
論
点
』
別
冊

宝
島
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
）
と
語
り
、
自
ら
導
入
の
理
届

（敵

部
隊
が
上
陸
し
た
際
に
、
正
確
に
敵
だ
け
を
攻
撃

す
る
）
を
考
え
出
し
た
と
す
る
潮
匡
人

公
〓
二
等

空
佐
）
も
、
「
画
期
的
な
転
換
点
」
ヨ
矛
』
を
担

う
兵
器
と
し
て
、
決
定
的
に
重
要
」
各
自
衛
隊
は

ど
こ
ま
で
強
い
の
か
』
講
談
社
十
α
新
書
）
だ
と
述
べ

て
い
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
私
た
ち
自
身
の
認
識

不
足
も
反
省
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
兵
器
予
算
の

削
除
を
も
要
求
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
２
月
５
日

（金
）
午
後
７
時
よ
り
、

東
京

・
富
士
見
区
民
館
で

「市
民
に
よ
る

『事
業

仕
分
け
』
―
１

２
０
１
０
年
度
防
衛
予
算
を
斬

る
！
」
と
題
し
た
企
画
を
行
う
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
（本
誌
「イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
欄
３２
ぺ
‐
ジ
）ｏ

予
算
審
議
を
厳
し
く
監
視
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

１
年
先
送
り
さ
れ
た

「防
衛
大
綱
」
改
定
に
、
「
軍

縮
計
画
の
大
綱
」
を
対
置
し
て
ゆ
く
こ
と
も
考
え

て
い
き
た
い
。
本
当
に
必
要
な
の
は
、
主
権
者

ヘ

の

「政
権
交
代
」
で
あ
り
、
税
金
の
使
い
道
の
決

定
権
は
本
来
私
た
ち
納
税
者
、
市
民
の
手
に
あ
る

は
ず
だ
。
軍
縮

へ
と
陀
を
切
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

を
逃
す
の
は
も

っ
た
い
な
い
。
こ
の
１
年
は
勝
負

ど
こ
ろ
だ
。

（す
ぎ
は
ら
与
こう
じ
、
核
と
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
Ｎ
０
１

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

＊
参
考
ま
で
に
一
半
田
滋

「防
衛
費
で
軍
備
増
強
の

カ
ラ
ク
リ
」
『週
刊
金
曜
日
』
１０
年
１
月
１５
日
号

「金
曜

ア
ン
テ
ナ
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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葛
飾
マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ラ
弾
圧
事
件
、

最
高
戒
不
当
判
決
を
糾
弾
す
る

２
０
０
９
年
１１
月
３０
日
、
最
高
裁
第
２
小
法
廷

（今
井
功
裁
判
長
）
は
、
葛
飾

マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ラ
配

布
弾
圧
事
件
の
裁
判
で
、
被
告
の
荒
川
庸
生
さ
ん

に
対
し
、
罰
金
５
万
円
を
命
じ
た
高
裁
判
決
を
維

持
す
る
上
告
棄
却
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。
立
川

反
戦
ビ
ラ
配
布
弾
圧
事
件
の
元
被
告
と
し
て
、
こ

の
許
し
が
た
い
不
当
判
決
を
怒
り
を
も

っ
て
糾
弾

し
た
い
。

●
立
川
反
戦
ビ
ラ
弾
圧
事
件
と
連
帯

葛
飾
マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ラ
弾
圧
事
件
は
、
立
川
反

戦
ビ
ラ
配
布
弾
圧
の
１
審
で
の
無
罪
判
決
が
出
た

ほ
ぼ
１
週
間
後
に
起
こ
っ
た
弾
圧
で
、
最
初
か
ら

警
察
や
検
察
が
ビ
ラ
ま
き
を
有
罪
と
す
る
判
例
を

増
や
す
た
め
に
作
り
出
し
た
事
件
で
あ
る
と
私
た

ち
は
批
判
し
て
き
た
。
起
訴
し
た
検
察
官
も
同
じ
、

最
高
裁
で
の
裁
判
長
も
同
じ
で
あ
る
。

５
年
に
及
ぶ
裁
判
問
争
で
は
、
お
互
い
に
連
携

し
、
弁
護
団
の
意
見
交
換
や
共
同
で
の
集
会
な
ど

も
開
催
し
て
き
た
。
し
か
し
、
０８
年
５
月
の
私
た

ち
に
対
す
る
有
罪
判
決
以
降
、
判
決
だ
け
は
同
じ

に
な
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
き
た
が
、
と
も

に
有
罪
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
怒
り
を
禁
じ

えヽ
な
い
。

し
か
も
、
判
決
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
。
集
合
住
宅

大

西

一
平

に
お
け
る
ビ
ラ
配
布
は
、
管
理
権
者
の
意
思
に
反

す
れ
ば
全
て
有
罪
と
い
う
、
乱
暴
極
ま
る
も
の
だ
。

私
た
ち
へ
の
不
当
判
決
が
利
用
さ
れ
て
今
回
葛

飾
裁
判
ま
で
有
罪
と
さ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
、

立
川
反
戦
ビ
ラ
裁
判
の
元
被
告
と
し
て
は
何
と
も

申
し
訳
な
い
気
持
ち
だ
。
こ
の
よ
う
な
不
当
判
決

を
絶
対
に
認
め
な
い
と
い
う
声
を
と
も
に
大
に
し

て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
連
帯
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
被
告
、
弁
護
団
、
支
援
の
方
々
は
じ

め
全
て
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
闘
い

に
敬
意
を
表
し
た
い
。

●
立
川
裁
判
と
葛
飾
裁
判
の
違
い

一
方
で
、
葛
飾
裁
判
で
は
、
官
舎
と
民
間
マ
ン

シ
ョ
ン
の
違
い
、
逮
捕
に
至
る
経
過
の
違
い
、
建

物
の
構
造
や
ビ
ラ
の
内
容
な
ど
、
い
く

つ
か
の
相

違
が
あ
る
。

私
た
ち
の
最
高
裁
判
決
以
降
、
葛
飾
の
弁
護
団

は
苦
心
し
て
、
立
川
の
有
罪
判
決
か
ら
見
て
も
葛

飾
の
ケ
ー
ス
は
無
罪
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
違
い

を
例
証
し
て
主
張
し
て
き
た
。
立
川
と
葛
飾
の
最

大
の
違
い
は
、
管
理
権
者
の
管
理
権
が
不
明
確
で

あ
る
こ
と
だ
。
葛
飾
判
決
は
、
管
理
組
合
が
管
理

権
者
で
あ
り
、
ビ
ラ
禁
止
の
掲
示
や
組
合
の
規
約

な
ど
を
根
拠
に
管
理
権
者
の
意
思
は
明
確
だ
と
述

べ
る
が
、
実
は
弁
護
団
が
主
張
す
る
通
り
、
住
民

に
よ
る
管
理
組
合

へ
の
権
限
の
委
任
の
実
態
や
、

規
約
や
掲
示
の
内
容
の
決
定
に
際
し
住
民
総
会
が

あ

っ
た
か
が
不
明
で
あ
る
な
ど
、
不
明
確
な
点
が

多

い
。
こ
れ
ら
の
違

い
を
全
て
排
除
し
て
、
最
高

裁
は

「管
理
者
の
意
思
に
反
し
て
立
ち
入

っ
た
」

と
し
て
有
罪
判
決
を
下
し
た
の
だ
。

葛
飾
の
弁
護
団
は
概
略
次
の
よ
う
に
主
張
し
、

反
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、
立
川
判
決
で
は
、
「
管

理
者
の
意
思
に
反
す
る
立
ち
入
り
」
と
断
定
す
る

に
は
、
単
な
る

「抽
象
的
な
管
理
権
侵
害
」
で
は

な
く
、
具
体
的
な
管
理
権
者
と
立
ち
入
り
拒
絶
意

思
の
明
稚
な
認
定
が
必
要
と
な
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
最
高
裁
判
決
と
し
て
は
異
例
の
詳
細
な
事
実

認
定
を
行

い
、
ビ
ラ
の
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん

で

（
つ
ま
り
管
理
者
が
自
衛
隊
だ
か
ら

「反
自
衛
隊
的

内
容
」
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
）
有
罪
を
導
ふ

た
。
し
か
し
な
が
ら
葛
飾
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
点

が
不
明
確
、
無
根
拠
で
あ
る
か
ら
有
罪
に
は
な
ら

な
い
、
と
。

●
立
川
裁
判
よ
り
も
ひ
ど
い
判
決
に
批
判
を
！

こ
の
主
張
は
、
私
た
ち
が
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
で

の
ビ
ラ
を
ま
く
上
で
の
武
器
に
な
る
主
張
だ
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
裁
は
単
な
る
立
川
判
決
の

繰
り
返
し
で
有
罪
判
決
を
下
し
て
し
ま

っ
た
の
で

あ
る
。

管
理
者
が
誰
で
あ
ろ
う
と
ビ
ラ
を
受
け
取
る
か

否
か
は
住
民
が
決
め
る
も

の
だ
。
個

々
の
住
民

の

意
思
を
無
視
し
て
管
理
者
が
決
め
て
い
い
は
ず
は
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な
い
。
た
と
え
形
式
的
な
管
理
者
が
い
た
と
し
て

も
、
住
民
の
意
思
が
具
体
的
に
代
表
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う

い
っ
た
当
然
の
主
張
を
無
視
し
た
最
高
裁

判
決
を
、
私
た
ち
は
認
め
る
必
要
は
な
い
。
立
川

よ
り
も
さ
ら
に
悪
化
し
た
最
高
裁
判
決
を
、
私
た

ち
は
も

っ
と
批
判
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（お
お
に
し
，
い
っ
ぺ
い
、
立
川
反
戦
ビ
ラ
弾
圧
事
件

元
被
生
母

と
め
よ
う
９
条
改
憲
！

大
阪
意
見
広
告
運
動
に
ご
協
力
を

２
０
１
０
年
５
月
３
日
憲
法
記
念
日
の

「毎
日

新
聞
」
大
阪
本
社
版
朝
刊

へ
の
掲
載

（山
口
県
西

部
を
除
く
西
日
本
全
域
）
を
目
指
し
、
３
回
日

「
と

め
よ
う
９
条
改
憲
―
大
阪
意
見
広
告
運
動
」
が
昨

年
ｍ
月
３
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
参
加
費
個
人

１
０
０
０
円
、
団
体
４
０
０
０
円
。

今
年
は
憲
法
問
題
に
と

つ
て
は
重
大
な
局
面
を

迎
え
る
年
で
あ
る
。
５
月
１８
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

改
憲
手
続
き
法

（ｏ７
年
５
月
に
公
布
）
と
の
対
抗
で

あ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
衆
参
両
院
の
憲
法
審

査
会
で
の
審
議
、
国
会
に
よ
る
改
憲
案
の
発
議
、

改
憲
の
た
め
の
国
民
投
票
が
可
能
に
な
る
。

昨
年
８
月
の
衆
議
院
選
挙
に
よ
り

「今
に
も
改

憲
を
」
と

い
う
自
民
党
政
権
が
倒
れ
、
政
権
交
代

も
実
現
し
た
。
不
況
下
で
経
済
対
策
に
右
往
左
往

原
田

恵
子

し
て
い
る
今
の
国
会
の
状
況
下
で
、
す
ぐ
に
も
改

憲
案
が
３
分
の
２
の
勢
力
を
得
て
国
民
投
票
に
か

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
な
い
。
し

か
し
、
鳩
出
由
紀
夫
首
相
が
新
憲
法
制
定
議
員
同

盟

公
ム長
中
曽
根
康
弘
）
の
顧
間
で
あ
り
、
民
主
党

に
は
、
実
質
改
憲
に
賛
成
す
る
準
備
が
で
き
て
い

る
勢
力
が
多
数
い
る
。
反
改
憲
運
動
の
側
は
、
表

面
化
し
て
い
な
い
部
分

へ
の
注
意
喚
起
を
怠

っ
て

は
な
ら
な
い
。
改
憲
手
続
き
法
そ
の
も
の
を
葬
り

去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
文
改
憲
の
強
行
は

無
理
を
し
な
く
て
も
、
日
米
安
保
体
制
や
国
連

ヘ

の
協
力
の
名
の
も
と
に
、
実
質
的
な
改
憲
行
為
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
。　
一
瞬
た

り
と
も
日
を
離
せ
な
い
の
だ
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
ス
ピ
ー
チ
で
武
力
に

よ
る
平
和
を
肯
定
し
た
バ
ラ
ク

・
オ
バ
マ
米
大
統

領
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
常
的
に
戦
時
体
制

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
、
憲
法
９
条
の
精
神
を
堅
持

し
対
話
に
よ
る
平
和
を
目
指
す
日
本
と
は
国
の
あ

り
方
そ
の
も
の
が
違
う
。
そ
の
根
幹
部
分
か
ら
目

を
背
け
、
ア
フ
ガ
ン
情
勢
、
ソ
マ
リ
ア
情
勢
、
イ

ラ
ク

・
イ
ラ
ン
な
ど
中
東
情
勢
に
協
力
し
た
り
、

米
軍
基
地
問
題
も
住
民
の
意
思
を
尊
重
す
る
と
し

な
が
ら
明
確
な
決
定
が
出
せ
な
い
現
状
で
、
都
合

の
良

い
解
釈
を
し
な
が
ら
実
質
的
な
改
憲
行
為
を

行
な
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
、
私
た
ち
の

武
力
で
平
和
は

つ
く
れ
な

い
と

い
う
強

い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
よ
り
多
く
の
人
の
手
に
よ

つ
て
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昨
年
の
５
月
６
日
、
難
病
で
苦
し
み
な
が
ら
も
、

病
床
か
ら
参
加
を
呼
び
か
け
て
広
げ
よ
う
と
頑

張

っ
て
い
た
友
人
が
亡
く
な

っ
た
。
デ
モ
や
集
会

に
行
け
な
く
て
も
自
分
の
意
志
を
表
明
で
き
る
唯

一
の
運
動
だ
と
言

っ
て
い
た
。
海
外
に
住
む
友
人

も
参
加
し
て
く
れ
た
。
彼
女
は
結
婚
し
海
外
で
永

住
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
息
子
が
２０
歳
に
な

っ

た
と
き
、
日
本
国
籍
を
維
持
さ
せ
る
か
ど
う
か
の

選
択
を
追
ら
れ
た
。
熟
慮
の
結
果
、
日
本
国
籍
を

維
持
さ
せ
た
。
判
断
の
基
準
に
憲
法
９
条
が
あ

っ

た
。
９
条
が
あ
る
限
り
、
息
子
が
戦
場
に
行
く
こ

と
は
な
い
。
殺
す
こ
と
も
殺
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

だ
ろ
う
と
思

っ
た
。
今
生
活
し
て
い
る
国
に
は
軍

隊
が
あ
り
、
戦
死
と
い
う
悲
劇
を
身
近
に
み
て
い

る
か
ら
だ
。
せ

つ
か
く
息
子
の
た
め
に
し
た
選
択

が
改
憲
な
ど
と
い
う
無
謀
な
行
為
で
水
泡
と
帰
す
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る
な
ど
許
せ
な
い
と
怒
り
の
声
を
表
明
す
る
た
め

に
参
加
し
た
。
万
が

一
、
９
条
改
憲
が
な
さ
れ
た

な
ら
、
息
子
に
は
日
本
国
籍
を
捨
て
さ
せ
る
と
も

一言
っ
て
い
た
。
生
活
維
持
の
た
め
に
積
極
的
に
活

動
で
き
な
い
人
も
、
運
動
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
事
業
主
婦
の
人
も
、
子
ど
も
の
未
来
が
平
和
で

あ

っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
こ
め
て
５
月
３
日
に

声
を
あ
げ
て
く
れ
た
。

大
阪
意
見
広
告
運
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

大
切
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
。
昨
年
は
、
新
聞
５

段
の
意
見
広
告
で
あ

っ
た
が
、
今
年
は
全
面
広
告

目
指
し
て
、
１
段
で
も
多
く
増
や
し
て
い
き
た
い
。

関
西
、
西
日
本
以
外
の
方
か
ら
も
今
年
以
上
の
ご

支
援
を

い
た
だ
き
た
い
。

■
申
し
込
み

・
送
金
は
、
２
０
１
０
年
４
月
９
日

ま
で

（過
ぎ
る
と
名
前
の
掲
載
が
不
可
能
で
す
）

■
振
込
先

さ
ｏ
‐８
遇
ｏ
や
蟹
８
ｏ
　
と
め
よ
う
９

条
改
憲
―
大
阪
意
見
広
告
運
動
／
連
絡
先

¨
中
北

法
律
事
務
所

（〒
盟
ｏ
‐８
ミ

大
阪
市
北
区
西
天

満
４
‐
８
‐
２
北
ビ
ル
本
館
５
０
１
号
　
弓
田
Ｆ
承
，

Ｏ
∞
Ｏ
卜
‐〇
ド
や
∞
）

■
問

い
合
わ
せ
先

中
市
民
共
同
オ
フ
ィ
ス
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ

（〒

リ
ト
ｏ
‥ｏ
露
∞
大
阪
市
中
央
区
内
淡
路
町
１
，

３
‐
ｍ
シ
テ
ィ
コ
ー
プ
上
町
４
０
２
号
　
弓
同
Ｆ
承
‐

ミ
ミ
ミ
ヽ
卜
ｃ
∞
り
　
可
＞
※
ｏ
？
ヽ
東
ヽ
ド
ト
ｃ
Ｎ
∪

（は
ら
だ

ｏ
け
い
こ
、
と
め
よ
う
９
条
改
憲
―
大
阪
意

見
広
告
運
動
事
務
局
）

伝
え
た
い
想
い

レ
イ
プ
ク
ラ
イ
シ
ス

・
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
関
西
の
活
動
か
ら

１
９
９
８
年
、
身
近
で
起
き
た
２
件
の
事
件
を

き

っ
か
け
に
私
た
ち
の
団
体
は
動
き
出
し
ま
し
た
。

当
時
の
性
暴
力
被
害
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
現

在
の
状
態
か
ら
見
る
と
実
に
稚
拙
な
も
の
で
し
た
。

被
害
に
遭

っ
た
時
ど
こ
に
駆
け
込
め
ば
い
い
の
か
、

相
談
機
関
は
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も

一
般
に
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
警
察
の
ウ
ー
マ
ン

ラ
イ
ン
も
現
在
の
規
模
か
ら
は
か
け
離
れ
た
も
の

で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
対
応
面
で
も
性
暴
力
被

害
に
特
化
し
た
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
受
け
た
人
は
少

な
く
、
被
害
を
訴
え
る
と
い
う
こ
と
は

「
二
次
被

害
を
覚
悟
す
る
事
」
と

い
う
側
面
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
に
か
被
害
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
友
人
た
ち

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
勉
強
し
な
が
ら
、

警
察
や
弁
護
士
を
含
め
自
分
た
ち
が

ト
レ
ー

エ
ン
グ
し
な
が
ら
関
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
も
そ
の
間

に
当
事
者
は
被
害
後

の
様
ざ
ま
な
症

状
を
起
こ
し
心
理
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
必
死

に
な
り
な
が
ら
道
を
模
索
し
続
け
た

と

い
う

の
が
、
活
動
を
始
め
る
き

っ

か
け
と
な

っ
た
事
件
で
し
た
。

と
に
か
く
情
報
が
少
な
か

っ
た
の

岡

田

実

穂

で
す
。
性
暴
力
被
害
と
は
何
な
の
か
、
ど
う
い
っ

た
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
周
囲
の
人
間

は
何
が
で
き
る
の
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
「
レ

イ
プ
」
と
検
索
す
れ
ば
Ａ
Ｖ
関
係
の
情
報
し
か
出

ず
、
ま
ず
は
情
報
を
集
め
１
人
で
も
多
く
の
人
に

対
し
て
こ
の
現
実
を
知

っ
て
欲
し
い
と
い
チ
思
い

で
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
ま
し
た
。
必
要
と
思
わ
れ
る
情

報
を
集
め
、
当
事
者
に
対
し
て

「あ
な
た
は
悪
く

な
い
」
「あ
な
た
は
１
人
じ
や
な
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
被
害
者
支
援
関
係
の
Ｎ
Ｐ

tt,yドlht(Iおウ費!'02 1CSttKど,捧 A々tt k,ht ri予ぐry●おこの,イ |に編転さイ■ている煎嫁弦↓i■スヽ
い黎嫁転窺、賀Plを輩す.

Ⅲ
げ

き

！！！

その時、私たちキまどのように対応したかぐ
その時、私たちはどう生選したわ`.
そして、あなたの声を強きたい ・ ,

あなたは、どう対応し、とう生還したか,

私たちにもな人や家族といつた、何筋ltも裟
え難t  ヽ大 切な人がいます.
輩われた「自己」を取り涙したい。 ■
私たちは動き出しましたも
生選までのブロセス′′サホーター支援ブ臼セ
スを応援します)

FtAたちだけでなく(全ての権最力薇害者とそ
の家族・恋人たちの為に。,

レイプクライシス ・サバイバーズネット関西のホームベージ
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０
で
実
践
さ
れ
て
き
た
２４
時
間
態
勢
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
や
サ
ポ
ー
タ
ー
ト
レ
ー
エ
ン
グ
等
に
学
ん
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
身

近
な
人
び
と
に
も
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
ス
キ
ル
に
つ

い
て
の
講
座
運
営
も
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
年
ほ
ど
の
活
動

休
止
を
経
て
０９
年
１０
月
よ
り
新
体
制
に
よ
る
活
動

を
再
開
し
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ
も
当
事
者
に
と

っ
て
よ

り
利
便
性

の
高

い
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
も
、

ド
メ
イ
ン
取
得
か
ら
始
め
情
報
収
集
チ
ー
ム
の
始

動
、
そ
し
て
性
に
関
わ
る
様
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
連
携
を
作
り
な
が
ら
改
編
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
ブ
ロ
グ
も
開
設
し
た
の
で

す
が
、
そ
こ
で
の
ア
ク
セ
ス
解
析
を
見
る
と
や
は

り
「
レ
イ
プ
さ
れ
た
与
性
暴
力
被
害
に
あ

っ
た
ら
」

「
性
暴
力
被
害
者
支
援
」
と

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

で
ブ
ロ
グ
に
訪
れ
る
人
が
多

い
こ
と
が
わ
か

っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
方
が
必
要
と
し
て
い
る
情

報
を
少
し
で
も
多
く
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思

っ

て
い
ま
す
。
組
織
と
し
て
は
事
務
局
兼
代
表
、
全

体
顧
問
兼
プ
ロ
グ
ラ
ム
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ま
た
新
た

に
心
理
職
の
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

会
員
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
５
名
程

と

い
う
小
さ
な
組
織
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
多
く
の

方
が
た
と
繋
が
り
あ
え
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

性
暴
力
被
害
と
い
う
の
は
特
定
の
人
間
に
の
み

起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
女
、
そ
し
て

年
齢
も
問
わ
ず
全
て
の
人
が
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク

の
あ
る
犯
罪
で
す
。
被
害
経
験
の
あ
る
人
は
あ
な

た
の
隣
に
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
１

人
で
も
多
く
の
人
に
そ
の
現
状
を
知

っ
て
ほ
し
い

し
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
人
と
繁
が
り
あ
え
た
ら

と
思

っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
予
防
啓
発
は
重
要

で
す
が
、
私
た
ち
は
被
害
に
道

っ
た
人
に
対
し
て
、

と
に
か
く
１
人
じ
ゃ
な
い
、
何
が
あ

っ
て
も
絶
対

に
あ
な
た
は
悪
く
な
い
ん
だ
と
伝
え
た
い
。
悲
し

ん
で
も
い
い
し
、
怒

っ
て
も
い
い
、
何
が
あ

っ
て

も
こ
れ
か
ら
も
共
に
、
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
と
伝
え
た
い
の
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

¨
げ
市Ｓ
”＼
＼
電
電
電
・お
誓
汗
・８
日

○

お
問

い
合

わ

せ

メ
ー

ル

ア
ド

レ

ス

エ
ｐ
母
⑥

【
●
∽
Ｊ
汗
・〇
〇
呂

○
会
費

・
寄
付
窓
口

¨
郵
便
振
替

口
座
　
ｏ
８
岩
‥

中
Ｎ
獣
器
ｏ

レ
イ
プ
ク
ラ
イ

シ
ス

・
サ
バ
イ
バ
ー

ズ
ネ

ッ
ト
関
西

（お
か
だ
。
み
ほ
、
レ
イ
プ
ク
ラ
イ
シ
ス
・
サ
バ
イ
バ
ー

ズ
ネ
ッ
ト
関
西

・
代
表
）

絵
菜
書

『沖
縄

・
辺
野
古

み
生
き
て
い
る
を
っ
て
、

伝
え
た
い
』
の
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
ご
案
内

鳩
山
政
権
が
発
足
し
、
普
天
間
基
地
の
移
設
先

が
ど
う
な
る
の
か
が
政
治
焦
点
に
浮
上
し
て
い
ま

す
。

マ
ス

コ
ミ
に
も

「
普
天
間
」
「
辺
野
古
」
な

ど
の
固
有
名
詞
が
飛
び
交

っ
て
い
ま
す
が
、
「
日

米
同
盟
」
を
回
持

（誇
一０

し
た
い
ら
し
い
。
情

け
な
い
―
・

ま
あ
、
私
が
昨
年
の
８
月
末
に
完
成
さ
せ
た
こ

の
絵
葉
書

『沖
縄

・
辺
野
古

ク生
き
て
い
る
ク

っ

て
、
伝
え
た

い
』
（９
枚
組
、
５
０
０
円
）
は
、
そ

ん
な
風
向
き
の
中
で
幸
か
不
幸
か
、
東
京
新
聞
や
、

朝
日
新
聞
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
紙
面

と
は
言
え
、
辺
野
古

へ
の
基
地
建
設
反
対
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
載
せ
て
頂
い
た
の
で
す
も
の
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
単
な
る
偶
然
。
私
は
ア
セ

山
本

英

夫

ス
終
了
後
を
見
据
え
て
、
県
知
事
の
公
有
水
面
埋

立
法
の
埋
立
許
諾
に
抗
す
る
た
め
に
作
成
し
ま
し

た
。
Ｔ
」
ん
な
す
ば
ら
し
い
自
然
を
壊
し
て
、
基

地
か
よ
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
少
し
で
も
多

く
の
人
に
知
っ
て
頂
き
た
い
か
ら
で
す
。

私
を
少
々
ご
存
知
の
方
は
、
反
戦

・
反
派
兵
の

運
動
や
ら
撮
影
を
や
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
の
出
発
点
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

（１
９
６
４
年
で
す
）
を
前
後
す

る
時
代
の
中
で
急
速
に
失
わ
れ
て
い
く
自
然
に
気

づ
き
、
ク生
き
も
の
ク
た
る
人
間
の
生
命
の
危
機

を
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
６７
年
東
京
湾
の

埋
め
立
て
が
進
む
中
、
日
本
列
島
最
大

（当
時
）

の
野
鳥
の
渡
来
生
息
地
だ
っ
た
江
戸
川
河
口

令
新

浜
し

を
救
お
う
と
、
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
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し
か
し
そ
こ
に
立
ち
塞
が

っ
た
の
が
、
地
元
の

漁
民

・
農
民
達
。
彼
ら
が
立

て
た

「
野
鳥
を
殺

せ
―
」
の
看
板
に
、
私
は
大
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
４０
年

の
歳
月
が
流
れ

「
環
境
」

だ
と
か

「
エ
コ
」
な
ど
の
言
葉
が
流
布
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
ひ
と
皮
む
け
ば
、
例
え
ば
、
辺
野
古

で
は
漁
民
が
事
業
者
側
の
立
場
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
船
を
出
す
構
図
。
変
わ
ら
ん
…
。

ま
ぁ
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
漁
民
と
し
て
食
え

な
い

「
現
実
」
が
あ
れ
ば
、
先
ず
は
金
に
な
る
仕

事
を
と
考
え
る
こ
と
を
誰
が
笑
え
ま
し
ょ
う
。

新
自
由
主
義
を
加
速
し
た
政
治

・
社
会
の
中
で
、

世
界
的
に
貧
富
の
格
差
が
広
が
り
、
人
び
と
は
村

か
ら
都
市
に
流
入
。
貧
し
く
さ
れ
て
い
る
人
び
と

を
押
さ
え

つ
け
て
い
る
の
が

「対
テ
ロ
戦
争
」
で

あ
り
、
「
軍
事
力
に
よ
る
安
全
保
障
」
（「日
米
同
盟
し

で
す
。
だ
と
す
れ
ば
私
は
、
漁
民

↑
つ
み
ん
ち
ゅ

こヽ

と
の
連
帯
を
模
索
し
、
ク自
然
と
共
に
生
き
る
ク

を
根

っ
こ
に
据
え
た
い
の
で
す
。

私
の
４０
年
余
り
に
互
る
軌
跡
を
ポ
ン
と

一
言
で

言
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ

か
せ
て
く
れ
た
辺
野
古

・
大
浦
湾
の
自
然
と
そ
こ

で
聞
い
抜
い
て
い
る
人
達
に
心
底
か
ら
私
は
敬
意

を
表
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の
絵
葉
書
は
単
な
る

「
辺
野
古
を
守
ろ
う
」
の
宣
伝
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
の
感
謝
と
怒
り
と
平
安
を
求
め
る
魂
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
き
も
の
た
ち

（人
間
も
）
と
、

生
き
も
の
の
起
源
で
あ
り
、
生
き
る
た
め
の
必
須

条
件
で
あ
る
水
を
１
枚
１
枚
の
中
に
撮
り
込
み
ま

し
た
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
「沖
縄

＝
リ
ゾ
ー
ト
」
の

図
式
に
も
私
は
与
し
ま
せ
ん
。
「
リ
ゾ
ー
ト
色
」

を
演
出
し
た
か
の
よ
う
な

「沖
縄
」
な
ん
て
写
真

も
ク
ソ
食
ら
え
―

な
お
、
９
枚
の
写
真
は
辺
野
古
浜
と
辺
野
古
川

河
口
で
撮
影
し
た
も
の
の
み
で
、
う
ち
４
枚
は
闘

い
の
軌
跡
も
写
し
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
陸
域

か
ら
サ
ン
ゴ
礁
の
海
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
ご
注
文
を
切
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（や
ま
も
と
。
ひ
で
お
、
フ
オ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
）

▼
句
＞
※
伸

弓
回
Ｆ
ｏ
中
り
ｃ
ｃ
？
ｏ
ヽ
Ｎ
ｃ
　
山
太
，
へ
。
ご

住
所
、
お
名
前
、
電
話
番
号
を
明
記
し

切
＞
ヌ
し

て
く
だ
さ
い
。
お
支
払

い
は
郵
便
振
替
用
紙
を
同

封
し
ま
す
の
で
、
そ
こ
へ
。
（送
料
４
部
ま
で
８０
円
、

８
部
ま
で
１
６
０
円
。
９
部
以
上
送
料
当
方
負
担
）

◆
山
本
英
夫
写
真
展

「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
」
の
開

催
。
日
時

｝
２
０
１
０
年
４
月
１３
日
～
１８
日
。
詳

細
未
定
。
続
報
を
お
待
ち
下
さ
い
。

【東京】3月 29日 (月)16ミ リフィルム上映と語演『日

米費保50年を考えるJ O会 場t麻布区民センター (地
下鉄「六本木」駅徒歩 10分 )● 時間i18!15～ ● 主催:

みなと ・9条の会 TEL03-3586-3651

【東京】3月 20日 (土)オ ルタキャンパス 『OPENJ

「ジェンダーとセクシュアリティ  婚 姻血縁家族制度

と生産中心圭発を離れてJ青 山薫 (ピープルズ ・プラ

ン研究所共同代表)(日 程変更の可能性あり)0会 場 |

ピープルズ ・プラン研究所 (地下鉄有楽町線 「江戸川

橋」駅徒歩5分 )0時 間 :14100～ ● 参カロ費 ,1200

円、ビンボな人 800円 (自己申告)● 主催:ピープルズ・

プ ラ ン研 究所 TEし03-6424-5748、FAX03-6424-

5749
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鞠謡
鎖
裂
醸
田
館
瑠
◇◇◇◇◇墾

ワ
ー
ル
ド

マ
ー
チ
は
、
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ス
ト

　

　

た
。
無
事
終
了
し
た
マ
ー
チ
の
全
過
程
は
映
像
と

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
推
進
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
電
ｏ
巨ヽ
　

　

ブ
ロ
グ
で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

電
一津

ｏ
島

ヨ
「い
あ

伸
ｐ
ｏ

電
【津
ｏ
景

く
一ｏ
】め
，
８

（
Ｎ
　
　
　
だ

さ

い

（
ワ
ー
ル
ド

マ
ー
チ

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

Ｆ
８
”ミ

Ｇ
Ｏ

「
戦
争
と
暴
力

の
な

い
世
界
」
以
下
Ｗ

ｗ
Ｗ
）
と

　
　
　
電
電
車
津
●
く
ｏ
ヽ
巨
ヨ
営
津
・ｑ
く

及
　
び

ゴ
命８
中ミ
げ
】ｏ
中

い
う

、

平

和

主

義

と

非

暴
力

の
分

野

で
過
去

１５
年

　

　

市す
ｏ
電
ｏ
中ヽい
吾
や
ヽ
酔
負

∞
＼
の
ｃ
。

間
行
動
し
て
い
る
国
際
的
な
非
政
府
組
織
に
よ
り
　
　
　
　
】！
」
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
の
精
神
と
、
日

企
画
さ
れ
た
、平
和
と
非
暴
力
を
呼
び
か
け
る
「世

　

　

本
通
過
の
数
日
間
に
つ
い
て
紹
介
し
、
今
後
の
展

界
行
脚
」
の
行
動
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
２
０
０
９
年
１０
月
２
日
、
「
国
際
非
暴
力
の

日
」
と
国
連
が
宣
言
し
た
ガ
ン
ジ
ー
生
誕
記
念
日

に
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
出
発
し
て
世
界
中
を

駆
け
回

っ
た
後
、
今
年
２
０
１
０
年
１
月
２
日
に

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ア
ン
デ
ス

（ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
あ

る
プ
ン
タ
，
デ
・
ヴ
ア
カ
ス
）
で
終
了
し
た
、
３
カ

月
間
に
及
ぶ
平
和
運
動
の
旅
で
し
た
。
熱
帯
と
砂

漠

の
灼
熱

の
夏
か
ら
シ
ベ
リ
ア
の
冬
に
至
る
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
気
候
と
季
節
を
通
り
過
ぎ
る
こ
の

旅
を
行
な

っ
た
ベ
ー
ス
チ
ー
ム
は
、
異
な
る
国
籍

の
約
３０
人
の
人
た
ち
か
ら
成
り
、
さ
ら
に
広
い
地

域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
途
中
で
サ
ブ
チ
ー
ム
に

分
散
し
、
再
合
流
し
た
り
、
ま
た
あ
る
地
域
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
別
の
ベ
ー
ス
チ
ー
ム
が
構
成

さ
れ
た
り
と
、
大
変
複
雑
な
構
成
と
旅
程
で
し

■
世
界
市
民
が

一
つ
に
な

っ
て
表
明
す
る
た

め
に

ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
の
最
終
目
的
は
、
今
、
私
た

ち
を
ま
す
ま
す
核
戦
争

へ
と
導
き
つ
つ
あ
る
世
界

の
危
機
に
満
ち
た
状
況
に
対
し
、
そ
れ
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
に
、
平
和
を
欲
す
る
世
界
市
民
の
大
半

が
声
を
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
世
界
の
平
和
的
市
民
の
大
半
は
、
軍
拡

競
争
に
反
対
し
な
が
ら
も
、
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ

た
意
思
表
示
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

力
を
持
っ
た
少
数
の
人
び
と
に
よ
る
私
た
ち
へ
の

支
配
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
被
害
を
被
っ

て
い
ま
す
。　
一
緒
に
立
ち
上
が
っ
て
、
軍
拡
競
争

に
対
す
る
私
た
ち
の
反
対
を
表
明
す
る
こ
と
が
今

す
ぐ
必
要
で
あ
る
と
の
世
界
的
な
自
覚
を
生
む
こ

と
が
、
何
よ
り
必
要
で
す
。

こ
の
運
動
の
目
標
は
、
①
世
界
中
の
核
兵
器
の

廃
絶
、
②
占
領
さ
れ
て
い
る
領
土
か
ら
の
侵
略
軍

隊
の
即
時
撤
退
、
③
在
来
兵
器
の
比
例
漸
進
的
削

減
、
④
国
家
間
で
の
非
侵
略
協
定
締
結
、
⑤
紛
争

を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
の
戦
争
を
各
国
政
府
が

放
棄
す
る
こ
と
の
５
つ
で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

戦
争
以
外
の
形

（経
済
的
、
人
極
的
、
性
的
、
宗
教
的
）

を
取

っ
て
そ
れ
を
振
る
う
者
に
隠
さ
れ
た
り
偽
装

さ
れ
た
り
し
て
い
る
暴
力
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
暴
力
を
受
け
て
い
る
す
べ
て

の
人
た
ち
に
彼
ら
の
被
害
に
つ
い
て
世
界
に
知
ら

せ
る
方
法
を
与
え
る
こ
と
、
の
２
点
も
加
わ
り
ま

し
た
。

■
世
界
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
多
様
な
イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
同

じ
志
と
感
受
性
を
持

つ
、
ど
ん
な
個
人
、
団
体
、

集
団
、
グ
ル
ー
プ
、
政
党
、
会
社
に
対
し
て
も
開

か
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
各
国
の
通
過
各

地
点
で
、
地
元
の
多
く
の
人
び
と
が
様
ざ
ま
な
活

動
を
合
流
さ
せ
、
自
分
た
ち

の
創
造
性
を
こ
の

マ
ー
チ
に
結
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

マ
ー
チ
に
は
、
想
像
力
が
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
全
て
を
受
け
容
れ
る
ゆ
と
り
が
あ
り
、
こ
れ
は

人
び
と
に
よ
る
、
人
び
と
の
た
め
の
マ
ー
チ
で
あ

り
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
に
届
け
る
希
望

が
こ
も

っ
た
運
動
で
す
。
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同
時
に
私
た
ち
は
、
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
や
著
名

人
に
、
平
和
と
非
暴
力
の
目
的
の
た
め
こ
の

マ
ー

チ
を
世
界
に
広
め
る
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た

（支

持
者
や
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
じ

。
そ
う

い
っ
た
効
果
も
あ

っ
て
、

マ
ー

チ
が
訪
れ
る
あ
ら
ゆ
る
市
で
、
地
元
の
個
人
や
グ

ル
ー
プ
が
地
元

マ
ー
チ
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
会
合
、

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
、
会
議
そ
の
他
様
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト

（ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
音
楽
、
美
術
、
教
育
な
ど
）

が
、
彼
ら

・
彼
女
ら
自
身
の
創
造
的
イ
エ
シ
ア
チ

プ
に
よ

つ
て
組
織
化
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
日
本
通
過

の
際
に

は
、
０９
年
１０
月
１７
日
に
広
島
で
平
和
市
長
会
議
事

ま

し
た
。

■
マ
　
チ
の
成
果
を
出
す
の
は
こ
れ
か
ら
！

マ
ー
チ
が
終
了
し
た
今
、
さ
ら
に
そ
の
成
果
を

は
ぐ
く
む
こ
と
が
、
各
通
過
地
の
人
び
と
の
大
き

な
課
題
で
す
。
大
き
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
マ
ー
チ
が
引
き
起
こ
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
か
し
て
、
具
体
的
な
非
暴
力
運
動
活
動
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
計
画
し
、
ま
す
ま
す
こ
の
非
暴
力

運
動
を
世
界
文
化
と
し
て
根
を
張
ら
せ
る
の
が
目

的
で
す
。

す
で
に
世
界
中
で
、
多
種
多
様
な
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
が
様
ざ
ま
な
個
人
や
組
織
に
よ
り
始
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト

・
ム
ー
ブ

メ
　
ン
　
ト
・
よ
）、
Ｚ
〇
〇
Ｌ
ヨざ
と
い

電
中付げ
ｏ
ば
付
ヨ
ざ
ヽ
の

営

ａ

者

【
津

ｏ
島

く

ユ

呂

器

の

ほ

か

、

日

Ｆ
Ｓ

営

一
４

Ｆ

ヽ
雪

ｇ
庁
ヽ
思

き

罵
買

政
治

関
連

）
、
電
ｏ
【巨

ｏ
母
市ｑ

移
【
呂
ｃ
日
営
ｒ

∽
付＆

】２

（
ア
カ

デ
ミ

ズ
ム
関
連
）
、
Ｏ
ｏ
Ｆ
く
Ｒ
婦
Ｄ
８

ｏ
ｈ
ｏ
ュ
宮
喬
∽
（文

化

関

連

）
、
弓
げ
①
Ｏ
ｏ
日
日
Ｆ
ュ
付く
移
ヽ
日
Ｆ
日
い
い

じ
●
く
の
】ｏ
ｏ
日
の
ュ

（社
会
生
活
関
連
）
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
の
平
和
と
非
暴
力
推
進
活
動
と
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ス
マ
ー
チ
通
過
地
域
と
通
過
国
は
、
オ
セ

ア
ニ
ア

・
ア
ジ
ア
計
９
カ
国

・
地
域
、
欧
州

。
東

欧
計
２６
カ
国

・
地
域
、
中
近
東

・
ア
フ
リ
カ
計
１２

カ
国

・
地
域
、
北
米

・
中
米

・
南
米
計

１８
カ
国

・

地
域
の
、
総
計
６５
カ
国

・
地
域
で
す
。
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
る
現
地
の
団
体
や
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
国
は
通
過
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
両
方

を
訪
れ
た
り
、
韓
国
で
非
武
装
地
帯
付
近
ま
で
足

を
運
ん
だ
り
と
、
意
欲
的
な
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
法
王
、
グ
ラ
イ

・
ラ
マ
、
イ
ス
ラ
ム
の

宗
教
学
者
、
先
住
民
族
の
長
老
、
い
く

つ
か
の
国

の
国
家
元
首
や
元
元
首
、
上
院
議
員
や
地
方
議
会

議
員
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
な
ど
と
の
会
合

は
大
き
な

ハ
イ
ラ
イ
ト
で
し
た
が
、
マ
ー
チ
ャ
ー

（
マ
ー
チ
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
）
の
記
憶
に
残
る
主
役
は

あ
く
ま
で
も
現
地
の
市
民
た
ち
で
し
た
。
同
行
し

た
通
訳
兼
務
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
マ
ー
チ
通
過
の
思

い
出
を
書

い
た
ブ
ロ
グ
が
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
す

の

で

ご

覧

く

だ

さ

い

倉

Ｓ

ミ

電

く

く

営

や
合
洋

や
Ｓ

命
ｏ
吾

＼
ｏ
●
付
一市
【
Ｏ
Ｆ
＼
古
げ
①
，
よ
く
〇
ヽ
】
ぃ
二
事
や
ヽ
や
命
ゴ
‥
ヽ
Ｏ
く
【
①
ヨ
■
ザ
く
‥

Ｓ

ヨ
将

ヽ
ｏ
げ
ま

の
ｏ
”
・ｒ
市
日

じ

。

■
日
本

で
の
ワ
ー
ル
ド

マ
ー
チ
の
通
過

日
本
で
の
ワ
ー
ル
ド

マ
ー
チ
は
、
韓
国
に
別

チ
ー
ム
を
残
し
て
、
０９
年
１０
月
１７
日
に
代
表
を
含

む
チ
ー
ム
が
福
岡
か
ら
入
国
し
ま
し
た
。
地
元
の

市
民
団
体
と
若
子
の
報
道
機
関
に
迎
え
ら
れ
た
あ

と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
広
島
市
の
市
民
イ
ベ
ン

ト
の
場
で
広
島

・
長
崎
議
定
書
を
託
さ
れ
ま
し
た
。

夕
方
、
平
和
記
念
公
園
の
市
民
イ
ベ
ン
ト
で
米
国

在
住
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
に
偶
然
会
い
、
そ
の
願
い
を

伝
え
る
決
意
を
強
く
し
た
も
の
で
す
。

翌
１８
日
に
は
京
都
で
の
反
戦

・
反
貧
困

・
反
格

差

の
集
会
に
参
加
し
、
「
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
に
迎

え
ら
れ
」
（
マ
ー
チ
ャ
ー
の
感
想
）、
夕
暮
れ
の
京
都

市
内
を
８
０
０
名
ほ
ど
の
市
民
の
先
頭
に
立

っ
て

諦
　
瘍
晰

マ 長
跡
苑
鱒
勲
御

委
　
者
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
デ
・

藤
　
ラ

・
ル
ビ
ア
さ
ん

へ
、

輯
　
広
島

・
長
崎
議
定
書

ル
　
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

マ．ナ
　
こ
れ
は
マ
ー
チ
の
通

じ
　
過
す
る
国
々
に
議
定

に
　
書

の
支
持
を
求
め
る

院
　
た
め
で
す
。
そ
の
後

的
　
制
卵
知
阿
隙
″
日
や

族
　
ル
平
和
賞
サ
ミ
ッ
ト

許
　
で
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

砿
　
賞
受
賞
者
グ
ル
ー
プ

ｗ
　
よ
り
、
彼
ら
の
非
暴

ｌｏ
　
力
憲
章
を
委
託
さ
れ
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行
進
し
ま
し

た
。‐９

日

は
、

東
京
で
外
務

省
軍
縮
課
を

表
敬
訪
問
し

て
核
廃
絶

ヘ

の
日
本
政
府

へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

聞
き
、
ワ
ー

ル
ド
マ
ー
チ

宣
言
書
と
訪

問
承
諾
を
し
た
鳩
山
首
相

へ
の
返
礼
書
を
提
出
。

そ
の
後
東
京
タ
ワ
ー
か
ら
見
た
夕
間
に
浮
か
ぶ
富

士
山
に

一
同
感
激
し
、
夜
は
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
平

和
運
動
グ
ル
ー
プ
主
催
に
よ
り
、
歌
手
の
原
田
真

二
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
演
奏
や
山
田
征
さ
ん
の

ト
ー
ク
を
含
む
音
楽
と
文
化
の
集
い
を
、
若
者
を

中
心
と
す
る
１
０
０
名
ほ
ど
の
市
民
と
共
に
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
し
て
２０
日
、
米

・
ゲ
イ
ツ
国
防
長

官
の
初
来
日
の
日
に
私
た
ち
は
羽
田
か
ら
韓
国
に

一戻
り
、
合
流
し
て
翌
日
ロ
シ
ア
ヘ
と
向
か
い
ま
し

た
。
ゲ
イ
ツ
国
防
長
官
と
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
、
こ

の
両
者
が
日
本
に
求
め
た
こ
と
は
全
く
正
反
対
の

こ
と
で
し
た
。
は
か
ら
ず
も
二
つ
の
異
な
る
世
界

観
が
、
東
京
の
空
で
交
差
し
た
わ
け
で
す
。

外
務
省
で
は
、
文
書
で
日
本
の
過
半
数
の
国
民

の
意
志
に
沿

つ
て
憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
を
求
め
、

ま
た
日
頭
で
、
外
国
の
駐
留
軍

（米
軍
）
を
取
り

除
く
よ
う
日
本
政
府
に
要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

私
が
予
期
し
な
か

っ
た
、
日
本
市
民
の
平
和
運
動

へ
の
ラ
フ
ァ
エ
ル

（
マ
ー
チ
の
総
責
任
者
）
の
援
護

と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
よ
り
私
は
、
こ
の

ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
が
シ
ン
ボ
リ
ツ
ク
な
イ
ベ
ン
ト

的
性
格
だ
け
で
は
な
い
、
考
え
抜
か
れ
た
戦
略
的

な
面
を
持

つ
と
思
い
始
め
て
い
た
の
で
す
が
、
日

本
通
過
後
の
マ
ー
チ
を
見
て
、
な
お
さ
ら
そ
う
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
が
持
つ
現
実
主
義
的
戦
略

イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取

っ
た
団
体
名

の
ワ
ー
ル

ド

・
ウ
ィ
ズ
ア
ウ
ト

・
ウ
オ
ー
ズ

（Ｗ
ｗ
Ｗ
）
と

い
う
名
前
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
運
動
は
明
確
に

「
戦
争

の
な
い
世
界
は
可
能
だ
」
と
の
強

い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
各
地
で
発
信
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

９

，
１１
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
攻
撃
後
の
世
界

に
あ

っ
て
、
理
想
主
義
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ

現
実
主
義
に
基
づ
く
世
界
観
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
そ
れ
は
先
に
記
し
た
５
つ
の
目
標
を
同
時
に

達
成
す
れ
ば
限
り
な
く
近
づ
く
世
界
な
は
ず
で
す

が
、
そ
の

一
つ
の
目
標
の
た
め
す
ら
大
国
は
自
ら

動
か
な
い
、
そ
れ
な
ら
ば
市
民
が
動
か
そ
う
、
と

い
う
強
い
決
意
が
こ
の
運
動
の
動
機
と
し
て
あ
り

ま
す
。

特
に
、
占
領
地
か
ら
の
即
時
撤
退
と
通
常
兵
器

の
比
例
漸
進
的
削
減
は
、
困
難
な
が
ら
も
現
在
の

世
界
状
況
で
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
題

提
言
で
す
。

ワ
ー
ル
ド

マ
ー
チ
の
開
始
に
際
し

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民
、
モ
リ
オ
ー
リ
族

の
祝
福
を
受
け
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

大
国
が
先
住
民
族
の
土
地
を
収
奪
し
て
軍
事
基
地

に
し
て
い
る
現
状
、
ま
た
ガ
ザ
包
囲
を
続
け
る
イ

ス
ラ
エ
ル
の
非
人
道
的
不
法
行
為
に
先
進
諸
国
が

沈
黙

・
協
力
す
る
現
状
を
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
は
、

核
兵
器
同
様
、
平
和
を
求
め
る
世
界
が
解
決
す
べ

き
大
き
な
脅
威
と
み
な
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
フ
リ
カ
や
南
米
に
拡
大
す
る
米
国

の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
お
よ
び
米
軍
世
界
的
再
編
を
伴

う
米
国
の
軍
事
戦
略
が
、
核
兵
器
削
減
交
渉
を
阻

害
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
世
界
を
緊
張

・

対
立
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
ま
す
。
チ

ェ

コ
の
Ｍ
Ｄ

（米
国
の
欧
州
ミ
サ
イ
ル
防
衛
）
レ
ー
ダ
ー

反
対
運
動
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

・
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
含
む
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
市
民
運
動
の
支
援

が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う

い
っ
た
軍
事
状
況
が
与
え
る

世
界
的
危
機
が
、
５
つ
の
提
言
の
う
ち
に
核
兵
器

と
同
列
視
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

な
お
、
ミ
サヽ
イ
ル
防
衛
に
つ
い
て
は
、
最
近
プ
ー

チ
ン
元
ロ
シ
ア
大
統
領
が
、
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
防

衛
が
核
兵
器
削
減
交
渉
を
阻
害
す
る
と
語

っ
た
こ

と
か
ら
も
、
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
日
本
の
平
和
運

動
に
と

っ
て
米
国
ミ
サ
イ
ル
問
題
は
優
先
議
題
で

あ
り
、
各
種
市
民
運
動
の
横
断
的
連
帯
力
が
問
わ

れ
る
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

■
ワ
ー
ル
ド

マ
ー
チ
の
方
法
論
と
今
後

と
は
言
え
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
は
オ
ー
プ
ン
で

わ
か
り
や
す
く
人
目
を
引
く
形
式
に
こ
だ
わ
り
ま

10月 18日、「反戦・反貧困・反格差」の円山集会後のデモ行進で
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し
た
。　
一
部
の
国
家
元
首
と
元
元
首
、
著
名
な
文

化
人
、
セ
レ
ブ
芸
能
人
が
当
初
か
ら
賛
同
し
て
参

加
を
呼
び
か
け
、
情
報
伝
達
は
既
成
メ
デ
ィ
ア
に

頼
ら
ず
、
各
国
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
よ
る
ネ

ッ
ト
配

信
を
用
い
ま
し
た
。
寄
付
に
は
上
限
を
課
し
、
運

動

へ
の
束
縛
を
受
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
差

異
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
平
和
と
非
暴
力

へ
の
賛
同
と

い
う
共
通
性
を
重
視
し
、
理
念
と
し
て
ガ
ン
ジ
ー

の
思
想
を
シ
ン
ボ
ル
に
、
８
月
に
採
取
し
た
ヒ
ロ

シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
の
火
を
主
要
各
地
で
着
火
し
、

権
威
お
よ
び
共
通
目
標
と
し
て
ノ
ト
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
者
の
提
言
と
平
和
市
長
会
議
の
そ
れ
を
用
い
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
リ
マ
ー
チ
後
半

の
人
心
を

つ

か
む
こ
と
が

で
き
た
と
思

い
ま
す
。

で
す
が
何

よ
り
も
、
「未

来

へ
の
架
け

橋
」
の
標
語

と
共
に
あ
ら

ゆ
る
暴
カ

ヘ

の
反
対
を
主

唱
し
、
子
ど

も
を
含
む
若

者
、
身
体

・

知
的
障
が
い

者
、
同
性
愛

者
た
ち
が
誇

ら
し
く

マ
ー
チ
に
参
加
し
、
精
彩
を
与
え
た
こ
と

は
特
筆
に
値
す
る
で
し
ょ
う
。

内
戦
の
長
い
歴
史
が
あ
る
ス
ペ
イ
ン
に
始
ま
り
、

そ
の
移
民
国
家
で
あ
る
南
米
各
国
で
最
高
潮
に
達

し
た
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
を
、
南
米
に
希
望
が
あ
る

と
最
期
に
述
べ
た
故
小
田
実
氏
が
見
た
ら
喜
ん
だ

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

市
民
運
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
の
、
現
在
の
平
和

へ
の
脅
成
と
、
こ
の

運
動
を
報
道
し
な
か

っ
た
先
進
諸
国
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
危
機
を
提
示
し
な
が
ら
、
平
和
と
非
暴

力
を
願
う
人
な
ら
誰
も
が
参
加
で
き
る
、
日
に
見

え
る
世
界
的
連
帯
と
し
て
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
は

無
事
終
了
し
、
次

い
で
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

（核
兵
器

不
拡
散
条
約
）
見
直
し
会
議
の
局
面
に
移
り
ま
す
。

（お
お
た
。
な
つ
こ
、
Ｗ
ｗ
Ｗ
メ
ン
バ
ー
、
ス
ペ
イ
ン

在
住
、
さ
と
う
。
ま
き
こ
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
チ
日
本
通

過
時
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）

11月 11日ベルリンで 「非暴力世界憲章」を委託される。ヒ回シマ・ナガ

サキの火を点火

いまこそ首天間基地の開日を!辺野古新甚地づくり反対!
税金を耳事■につかうのは.も う。ごめんだ !
憲法9条の実現をめざす私たちは、普天間基地を辺野古に「移設」するといういわゆる「日

米合意」は、13年 にわたる沖縄県民の根強い反対と総選挙で示された民意を尊重し、いっ

たん白紅に戻されるべきだと考えます。

また、私たちの最低限の暮らしを保証するはずの憲法 25条 も長らくないがしろにされ、

政権交代で税金のムダ使いにはようやくメスが入り始めたとはいえ、生活の格差は広がる

ばかりです。

この問題について、長く問題提起をされてきたおら、たりにお話を伺い、これからの行動

について皆で考えましょう。あなたのご参加をお待ちしています。

憲法9乗 ・25乗 実現 鷲 演会
(市民意見広告運動、市民の意見 30の 会 東 京 共 催)

12010年 2月 20日 (土)

午後 2:30開 演 1200開場)

西 片 町 教 会 い 期
駅 1融 日か擁 歩 5分、市 OJu図 を参抑

8 0 0 円

新   盛 暉 さ ん 仰 押 柿 難 絵 悔 trd舟

「警天問問題の原点は何か」   2

浦 野 広 明 さ ん 位
正大学数詢

「憲法 ・税金 ・軍事費 ・貧困」

帥

市民意見広告運酌、市民の承見 30の 会 ・東京
〒151-0051渋 谷区千駄ヶ谷4-29-12-305
電話/FAX 03-3420-0266、  03-9423-0185
E―ma‖  nfoO kenkoukoku ip
HP http://www kenkoukokuip/
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新
宿
の
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
に
よ
く
行
く
。
こ
の

店
の
フ
ァ
ン
だ
と
言

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
同
じ

よ
う
な
人
は
写
真
家
に
も
多
く
、
彼
ら
に
言
わ
せ

る
と
、
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
に
は
、
と
き
お
り
ど
う

し
て
も
必
要
と
な
る
品
物
を
し

っ
か
り
と
置
い
て

あ
る
ら
し
い
。
売
れ
筋
ば
か
り
を
揃
え
る
他
の
量

販
店
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ョ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
に
通
い
だ
し
た
の
は
か
な
り

古

い
。
高
校
生
だ

っ
た
か
大
学
に
入
り
た
て
の
こ

ろ
か
、　
一
限
レ
フ
カ
メ
ラ
を
買

い
に
行

っ
た
と
き

か
ら
だ
か
ら
、
４０
年
ほ
ど
経

つ
こ
と
に
な
る
。
名

前
の
通
り
、
淀
橋
浄
水
場
の
す
ぐ
そ
ば
の
、
た
し

り
に
は
、
中
古
カ
メ
ラ
、
古
書
、
レ
コ
ー
ド
、
双
六
、

切
手
な
ど
、
自
主
的
に
そ
れ
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

買
っ
て
出
る
友
人
が
な
に
か
と
多
い
。
そ
れ
は
と

も
か
く
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
小
さ
な

店
舗
が
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

最
近
で
は
、売
り
場
で
は
な
く
、修
理
コ
ー
ナ
ー

に
よ
く
行
く
。
趣
味
と
い
う
よ
り
は
、
実
用
に
迫

ら
れ
て
だ
が
、
持
ち
運
べ
る
故
障
品
を
い
そ
い
そ

と
ョ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
に
持
っ
て
い
く
。
修
理
コ
ー

ナ
ー
で
自
分
の
順
番
を
待
ち
な
が
ら
、
ほ
か
の
客

が
修
繕
に
持
ち
こ
ん
で
く
る
品
物
を
眺
め
て
い
る

と
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
で
見
飽
き
な
い
。
壊
れ
た

鏡
餅
完
売

が
立
ち
こ
め
る
の
だ
。
万
人
に
向
か

っ
て
買
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
新
品
と
、
人
格
化
し
た
修
理
品

と
が
、
道
を
隔
て
て
隣
り
あ

っ
て
い
る
。

年
末
の
あ
る
日
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
の
前
を
歩

い

て
い
て
、
店
頭
で
奇
妙
な
文
字
列
に
出
会

っ
た
。

「鏡
餅
完
売
」
。
百
円
シ
ョ
ッ
プ
と
鏡
餅
の
関
係
が
ヽ

ち
ょ
つ
と
シ
ュ
ー
ル
で
、　
一
瞬
、
意
味
が
わ
か
ら

な
か

っ
た
。
数
秒
後
、
理
解
す
る
。
そ
う
か
、
い

ま
は
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
鏡
餅
を
買
う
時
代
な
の

だ
。
感
慨
は
、
単
純
で
は
な
い
。
供
え
物
ま
で
少

し
で
も
安
く
買
お
う
と
す
る
ひ
と
び
と

へ
の
感
嘆

と
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買

っ
て
ま
で
年
越
し
の
慣

か
木
造
か
モ
ル
タ
ル
の
２

階
屋
だ

っ
た
か
。
商
品
が

展
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
木
製
の
カ
ウ
ン

タ
ー
が
あ
る
だ
け
だ

っ
た
。

希
望
の
商
品
名
を
告
げ
る

と
、
店
員
が
背
後
の
棚
か
ら
カ
メ
ラ
や
レ
ン
ズ
を

取
り
だ
す
方
式
だ

っ
た
と
思
う
。
商
店
と
い
う
よ

り
は
、
問
屋
の
雰
囲
気
だ

っ
た
。
じ

っ
さ
い
、
小

売
店
分
の
利
益
を
カ
ッ
ト
し
て
安
く
売

っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
値
切
る
に
し
て
も
、
プ
ロ
の

一
員
に

な

っ
た
気
が
し
て
緊
張
し
た
。
背
伸
び
し
て
、
知

識
を
詰
め
こ
ん
で
購
買
に
お
も
む
い
た
も
の
だ
。

カ
メ
ラ
を
１
台
買
う

の
は
、
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

だ

っ
た
。

以
来
、
パ
ト
ロ
ー
ル
と
称
し
て
、
新
宿
に
用
事

が
あ
る
た
び
に
、
カ
メ
ラ
売
場
を
中
心
に
新
製
品

の
チ

ェ
ッ
ク
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。
わ
た
し
の
周

パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
る
ひ
と
、
そ
ん
な
に
古
び
た
も
の
を
ま
だ
直
す

の
か
と
思

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
お
そ
ら
く
は
生

活
に
馴
染
み
き

っ
た
ラ
ジ
カ
セ
を
取
り
だ
す
人
間

も
い
る
。
炊
飯
器
の
ば
あ
い
、
な
か
に
は
ま
だ
白

飯
が
入

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
く
ら

い
、
生
な
ま
し
い
。

修
理
コ
ー
ナ
ー
の
す
ぐ
横
で
は
、
真
新
し
い
製

品
を
売

っ
て
い
る
の
だ
が
、
商
品
が
買
わ
れ
、　
一

度
で
も
使
用
さ
れ
た
と
た
ん
、
そ
の
品
物
は
、
使

用
者
に
属
し
た
極
め
て

〈
ワ
タ
シ
〉
的
な
物
体
に

変
貌
す
る
気
が
す
る
。
使

っ
て
い
る
人
間
の
気
配

商
品
の
集
積
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
見
え
な
い

〈
ワ

タ
シ
）
を
、
自
分
に
対
し
て
も
、
ま
た
他
者
に
対

し
て
も
可
視
化
さ
せ
る
。
だ
が
、
百
円
シ
ョ
ツ
プ

の
鏡
餅
は
、
そ
れ
が
中
国
な
ど
の
外
国
製
で
あ
る

こ
と
を
ふ
く
め
て
、　
一
体
化
す
る
世
界
経
済
の
露

頭
で
あ
り

つ
つ
、
日
本
人
の
心
性
に
も
触
れ
て
お

り
、
頭
で
の
理
解
を
超
え
た
間
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
れ
は
、
〈
ワ
タ
シ
〉
の
も

つ
深
淵
か
も
し
れ
な
い
。

（す
ず
き
。
ひ
と
し
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

題
字
デ
ザ
イ
ン
も
筆
者
） 習

を
守

ろ
う
と
す
る
現

象

へ
の
驚
き
と
を
、
同
時

に
感
じ
る
。
百
円
の
鏡
餅

な
ら
省
略
し
て
も
よ

い
、

と
は
な
ら
な
い
の
だ
。

〈
ワ
タ
シ
〉
化
さ
れ
た

市民の意見 N0118 2010/2/1



９
期
の
市
民
意
見
広
告
運
動
の
新
し
い
広
告
チ

ラ
シ
が
出
来
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
９
条

・
２５
条

の
実
現
を
」
、

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「子
ど
も
た
ち
に
平
和
で
安

心
で
き
る
未
来
を
約
束
す
る
の
は
、
私
た
ち
の
責

任
で
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
新
し
い
チ
ラ

シ
を
、
全
国
の
賛
同
者
の
方
が
た
に
昨
年
１０
月
末

に
発
送

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

さ
て
、
昨
２
０
０
９
年
総
選
挙
の
結
果
、
９
月

‐６
日
に
鳩
山
政
権
が
誕
生
し
、
１２
月
末
で
３
カ
月

半
が
経
過
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
こ
の
政
権
に
要
望
す
る
こ
と
は
、

１
　
対
米
追
随
路
線
か
ら
の
脱
却

２
　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
政
治
、
で
す
。

０

「
対

米

追

随
路
線

か

ら

の
脱
却

」

（９
条
実
現
）

民
主
党
は
選
挙
公
約
で
、
対
等
な
日
米
関
係
を

掲
げ
ま
し
た
。
し
か
し
軍
事
国
家
ア
メ
リ
カ
と
対

等
な
関
係
に
な
る
こ
と
は
、
日
本
の
軍
事
国
家
へ

の
歩
み
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
私
た
ち
が
望
む
の
は
、
こ
の
よ
う
な

「対
等
な
日
米
関
係
」
で
は
な
く
、
今
日
ま
で
続

い
て
き
た
対
米
追
随
路
線
か
ら
脱
却
し
て
、
世
界

に
誇
る
べ
き
憲
法
９
条
を
実
現
し
、
こ
れ
を
基
に
、

世
界
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
憲

法
９
条
の
精
神
に
基
づ
き
、
沖
縄
の
普
天
問
基
地

を
即
時
閉
鎖
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
撤
回
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
洋
で
の
給

油
を
速
や
か
に
停
止
し
、
ソ
マ
リ
ア
沖
か
ら
自
衛

隊
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
解
釈
改
憲
を
許
さ
ず
、
憲
法
９
条
を
実
現
し
ま

し
よ
つヽ
。

●

「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
政
治
を
」

（２５
条
実
現
）

自
公
政
権
が
進
め
た
新
自
由
主
義
は
、
大
企

業
、
官
僚
、
大
金
持
ち
、
大
マ
ス
コ
ミ
等
の
権
力

者

・
団
体
が
、
派
遣
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
勝

手
に
ル
ー
ル
を
変
更
し
、
人
び
と
を
部
品
の
よ
う

に
扱
っ
て
来
た
こ
と
で
、
貧
困

・
格
差
社
会
を
生

じ
さ
せ
ま
し
た
。

今
こ
そ
憲
法
前
文
お
よ
び
２５
条
が
保
証
し
て
い

る
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る

よ
う
に
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
公
共
投
資
と
選
挙

公
約
に
掲
げ
た

「
子
育
て

・
教
育
費
用
の
低
減
」

「中
小
企
業
向
け
の
減
税
」
「製
造
現
場
へ
の
派
遣

の
禁
止
」
「最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」
等
の
政
策

を
早
期
に
実
施
し
、　
一
人
ひ
と
り
に
お
金
が
回
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
民
主

・
社
民

・
国
民
新
党
連
立
政

権
が
、
憲
法
の
原
点
に
立
ち
返

っ
て
、
本
当
に
私

た
ち

一
人
ひ
と
り
を
人
間
と
し
て
扱
う
政
治
を
実

践
し
て
い
く
か
ど
う
か
を
、
厳
し
く
見
張

っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
９
期
の
市

民
意
見
広
告
運
動
も
、
２
０
１
０
年
５
月
３
日
憲

法
記
念
日
に

「憲
法
９
条

・
２５
条
の
実
現
」
の
意

見
広
告
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援

・
ご
賛
同
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
語
演
会
の
お
知
ら
せ
■

９
期
の
意
見
広
告
運
動
の
一
環
と
し
て
、
市
民

意
見
広
告
運
動
、
市
民
の
意
見
３０
の
会

・
東
京
の

共
催
で
左
記
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

◎
タ
イ
ト
ル

『政
権
交
代
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、

憲
法
９
条

・
２５
条
実
現
を
』

◎
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

「
い
ま
こ
そ
普
天
問
基
地
の
閉

鎖
を
―
　
辺
野
古
新
基
地
づ
く
り
反
対
―
　
税
金

を
軍
事
費
に
つ
か
う
の
は
、
も
う
、
ご
め
ん
だ
―
」

○
日
時

¨
２
０
１
０
年
２
月
２０
日

（土
）

午
後
２
時
３０
分
開
演

（２
時
開
場
）

○
会
場

¨
西
片
町
教
会

（南
北
線

「東
大
前
」
駅

徒
歩
５
分
）

住
所

¨
〒
〓
∞
‐８
Ｎ

東
京
都
文
京

区
西
片
２
１
１８
‐
‐８

０
参
加
費

一
８
０
０
円

講
師
に
は
、
沖
縄
か
ら
新
崎
盛
暉
さ
ん

（沖
縄

一
市
民
意
見
広
告
運

一

一
動
事
務
局
か
ら

　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
西
　
則
義
　
一

ロ

ロ

ロ

ー

ー

ー

日

日

日

日

ロ

ロ

Ｌ

「 ロ ロ

― 』
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平
和
市
民
連
絡
会
代
表
世
話
人
）
を
お
迎
え
し
、
「普

天
間
問
題
の
原
点
は
何
か
」
と
題
し
て
基
地
お
よ

び
日
米
安
保
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
浦
野
広
明

さ
ん

（立
正
大
学
教
授
）
に
は
、
「
憲
法

・
税
金

・

軍
事
費

・
貧
困
」
と
題
し
て
憲
法
の
見
地
か
ら
見

た
税
金

・
軍
事
費

・
貧
困
の
問
題
に
つ
い
て
お
話

を
頂
き
ま
す
。
お
２
人
の
講
演
に
耳
を
傾
け
、
こ

れ
か
ら
の
行
動
に
つ
い
て
ご
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま

し
ょ
う
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（２５
ぺ
‐

ジ
に
案
内
）。

■
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
つ
い
て
■

こ
の
数
年
間
の
市
民
意
見
広
告
運
動

・
ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）

へ
の
訪

関
数

が
、
毎

月

２
０
０
０
程
度
で
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
訪
問
者
が
増
え
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

Ｈ
Ｐ
の
開
設

の
目
的
は
、
意
見
広
告
運
動

の

時
々
刻
々
の
情
報
を
賛
同
者
の
方
が
た
に
伝
え
る

こ
と
と
、
反
戦

・
平
和

へ
の
私
た
ち
の
思
い
を
伝

え
る
こ
と
の
２
つ
で
し
た
。
更
な
る
賛
同
者
の
拡

大
を
め
ざ
す
に
は
私
た
ち

の
思

い
を
伝
え
る
と

い
っ
た
面
を
強
化
し
た
情
報
発
信
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
で
は
、

米
　
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

＊
　
行

っ
て
き
ま
し
た

＊
　
ス
タ

ッ
フ
の
声

等

の
コ
ー
ナ
ー
で
、
私
た
ち

の
日
常

の
活
動
を

含

め
、
随
時
情
報
を
更
新
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

意
見
広
告
運
動

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

９
期
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
呼
び
掛
け
賛
同

人
の
方
が
た
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
い
く
つ

か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
Ｖ興
石
　
勇
さ
ん

日
本
国
憲
法
は
、
世
界
に
向
け
た
平
和
実
現

ヘ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
日
本
国
憲
法
は
、
「
攻
撃

さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」
不
安
根
絶
の
方
法
を
も

提
供
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
宝
で
す
。

◇
鎌
田
　
意
さ
ん

派
兵
な
ど
な
し
崩
し
改
憲
に
も

っ
と
強
く
抵
抗

し
ま
し
よ
う
。

◇
澤
地
久
枝
さ
ん

日
本
が
世
界
の

「平
和
の
礎
石
」
に
な
る
方
向

へ
政
治
を
押
し
す
す
め
た
い
。

◇
平
良
　
修
さ
ん

民
主
党
政
権
を
、
期
待
を
も

っ
て
強
く
見
張
る
。

そ
の
大
切
な
役
目
を
沖
縄
は
自
ら
の
存
在
を
か
け

て
負

い
ま
す
。

◇
西
尾
市
郎
さ
ん

辺
野
古
新
基
地
は

つ
く
ら
せ
な

い
。
危
険
な

普
天
問
基
地
は
即
時
閉
鎖
す
る
。
そ
の
方
向
で
、

０９

・
９
・９

（二
重
苦
）
合
意
を
支
持
し
ま
す
。

◇
松
浦
悟
郎
さ
ん

９
条
を
し

つ
か
り
携
え
て
人
類
共
通
の
願
い
で

あ
る
平
和
の
実
現
の
た
め
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◇
山
口
幸
夫
さ
ん

持
続
し
て
い
る
こ
と
が
、
人
び
と
の
心
の
中
に

お
り
の
よ
う
に
た
ま

っ
て
、
や
が
て
大
き
な
作
用

を
す
る
と
思
い
ま
す
。

◇
金
沢
反
戦
市
民
社

ア
フ
ガ
ン
は
ア
フ
ガ
ン
人
の
手
に
。
日
本
軍
を

は
じ
め
、
列
強
国
に
よ
る
ソ
マ
リ
ア
沖
軍
事
行
動

及
び
海
賊
行
為
を
直
ち
に
止
め
よ

（
ソ
マ
リ
ア
の

人
質
収
入
１
０
０
億
円
、
他
国
の
海
賊
行
為
に
よ
る
漁
獲

高
４
０
０
億
円
、
ど
ち
ら
が
海
賊
か
）。

◇
被
爆
二
世
の
会

憲
法
９
条
を
活
か
し
、
平
和
的
生
存
権
を
実
現

Ｌ
▼
守
つ
―
・

◇
不
戦
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

過
大
な
期
待
は
で
き
な
い
も
の
の
、
民
主
党
政

権
に
な
り
、
私
た
ち
の
め
ざ
す
方
向
が
１
歩
で
も

前
進
す
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
意
見

広
告
運
動
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。９

期
の
意
見
広
告
運
動
を
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
お
申
し
込
み
は
毎
年
締
切
間
際
に
殺

到
し
ま
す
が
、
今
年
は
是
非
お
早
め
に
応
募
し
て

い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
地

域
で
、
独
自
の
意
見
広
告
運
動
を
起
こ
し
ま
せ
ん

か
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

¨
市
民
意
見
広
告
運
動
事
務
局

〒

ド留
‐８
赳

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
４
１
２９

‐

‐２

～

３

０

５

〔１
二
比
〒
Ｌ
下
位
【
Ｆ
ＡＡ
〉Ａ
　
¨
〇
∞
，∞
卜
Ｎ
∞
‥Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
∞
‐∞
卜
Ｎ
∞
，〇
∞
岸
り

（か
さ
い
。
の
り
よ
し
、
市
民
意
見
広
告
運
動
事
務
局
）
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服
部
良
一衆
院
議
員
の
話
を
聞
く
会

「普
天
間
問
題
」
を
め

ぐ
る
攻
防
の
現
状

１
‐２
月
１６
日
読
者
懇
談
会
の
報
告

昨
２
０
０
９
年
１２
月
１６
日
に
、
『市
民
の
意
見
』

読
者
懇
談
会

の

一
環
と
し
て
、
新
し
い
反
安
保
行

動
を

つ
く
る
実
行
委
員
会
と
の
共
催
で
、
「
服
部

良

一
衆
院
議
員
の
話
を
聞
く
会
」
を
開
い
た
。
本

誌
１
１
７
号
に
も

一
文
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
服
部

さ
ん
は
大
阪
の
中
小
企
業
で
の
労
働
運
動
、
沖
縄

と
共
に
闘
う
こ
と
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

一
つ
と
す

る
市
民
運
動
に
長
年
携
わ

っ
て
き
た
方
で
あ
り
、

私
も
以
前
か
ら
知

っ
て
い
た
。
そ
の
服
部
さ
ん
が
、

２
０
０
７
年
７
月
参
院
選
で
大
阪
選
挙
区
か
ら
社

民
党
公
認
で
立
候
補
し
て
落
選
し
た
が
、
初
当
選

し
た
山
内
徳
信
参
院
議
員
の
秘
書
と
し
て
上
京
。

そ
の
間
、
忙
し
い
活
動
の
時
間
を
割

い
て
反
安
保

実
の
定
例
会
議
に
も
出
席
し
、
国
会
内
の
動
き
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
何
回
か
あ
る
。

服
部
さ
ん
は
、
今
回
の
総
選
挙
で
社
民
党
近
畿

比
例
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
出
馬
し
、
当
選
を
か
ち
と

っ

た
。
沖
縄

の
米
軍
基
地
問
題
が
大
き
な
焦
点
と

な

っ
て
い
る
今
、
服
部
さ
ん
が
衆
院
議
員
に
な

っ

た
こ
と
は
市
民
運
動
に
と

つ
て
も
大
き
な
力
と

な

つ
て
い
る
。
お
り
し
も

「会
」
の
前
日
の
１２
月

‐５
日
に
は
、
鴻
山
政
権
の
与
党
３
党
基
本
政
策
閣

僚
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
３
党
に
よ

る
作
業
部
会
を

つ
く
り
普
天
問
基
地

「移
設
」
先

の
再
検
討
が
決
定
さ
れ
た
。
沖
縄
県
民
の
闘
い
に

よ
っ
て
、
「年
内
決
着
」
、
つ
ま
り
現
行
の

「
日
米

合
意
」
通
り
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
案
続
行
と
い

う
結
論
を
、
ひ
と
ま
ず
押
し
返
す
こ
と
が
で
き
た

わ
け
だ
。

服
部
さ
ん
は
、
議
員
に
な

っ
た
ば
か
り
で
最
初

に
直
面
し
た
民
主

・
社
民

・
国
民
新
党
の
３
党
連

立
合
意
か
ら
話
を
進
め
た
。
民
主
党
は
、
政
権
の

形
成
に
あ
た

つ
て
外
交

，
防
衛
政
策
の
面
で
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
か
ら
も
大
き
く
後
退
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
社
民
党
は
政
権
参
加
に
あ
た

っ
て
、
最
終
的

に
項
目
を
沖
縄
基
地

。
米
軍
再
編
に
絞
り
込
み
、

さ
ら
に
そ
の
文
案
を
も
と
に
基
本
的
に
民
主
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
沿

つ
た

「合
意
文
書
」
を
作
成

す
る
よ
う
民
主
党
に
求
め
た
。
社
民
党
の
外
交

・

防
衛
部
会
で
服
部
さ
ん
も
参
加
し
て
最
終
の
詰
め

を
行
い
、
結
局
、
そ
の
要
求
を
民
主
党
も
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
そ
こ
で

「沖
縄
県
民
負
担

軽
減
」
の
観
点
か
ら
の

「米
軍
再
編
」
の
見
直
し
、

日
米
地
協
定
改
定
の
提
起
と
と
も
に
憲
法
問
題
に

つ
い
て
１
項
を
起
こ
し
、
「憲
法
の
３
原
則
」
を

生
か
す
と
い
う

「連
立
合
意
」
文
書
が
ギ
リ
ギ
リ

の
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。

服
部
さ
ん
は
、
こ
れ
で
辺
野
古
新
基
地
案
は
止

ま
る
と
思

っ
た
、
と
語
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
の

揺
り
戻
し
は
続
い
た
。
岡
田
外
相
の

「嘉
手
納
統

合
」
案
、
北
澤
防
衛
相
の
「辺
野
古
以
外
の

『移
設
』

先
は
考
え
ら
れ
な

い
」
と

い
う
発
言
が
錯
綜
し
、

米
国
や
日
本
の

「防
衛
利
権
」
に
群
が
る
保
守
勢

力
、
メ
デ
ィ
ア
は
こ
ぞ

つ
て

「
日
米
同
盟
の
危
機
」

「安
全
保
障
の
危
機
」
を
騒
ぎ
立
て
た
。
鳩
山
内

閣
は
ブ
レ
続
け
た
。
１１

・
８
県
民
大
会
を
成
功
さ

せ
た
沖
縄
県
民
の
い
ら
だ
ち
は
極
限
に
達
し
た
。

服
部
さ
ん
は
１１
月
末
に
事
態
が
緊
道
化
し
た

と
い
う
。
日
米
防
衛

・
外
交
閣
僚
会
合

（２
十
２
）

が
予
定
さ
れ
、
そ
こ
で

「
辺
野
古
滑
走
路
の
沖
合

移
転
」
翌
日
天
間
の
訓
練
の

一
部
移
転
」
「地
位
協

定
に
環
境
条
項
を
入
れ
る
」
と
い
う

「辺
野
古
修

正
案
」
で
ま
と
め
る
、
と
い
う
動
き
が
浮
上
し
た

か
ら
で
あ
る
。
あ
る
閣
僚
は
１１
月
末
決
着
を
公
言

し
、
１１
月
３０
日
に
は
極
秘
で
鳩
山

・
仲
井
真

（沖

縄
県
知
事
）
会
談
も
行
わ
れ
た
と

い
う
。
１２
月
４

日
に
米
国
は

「
２
十
２
」
を
予
定
し
、
１２
月
７
日

に
は

「辺
野
古
修
正
案
」
が
発
表
さ
れ
た
か
も
し

れ
な
い
。
そ
こ
で
社
民
党
は
、
辺
野
古
案
を

つ
ぶ

す
た
め
に
民
主
党
の
説
得
に
全
力
を
上
げ
た
。
福

島
社
民
党
党
首
は
、
党
首
選

へ
の
立
候
補
に
あ

た

っ
て

「重
大
な
決
意
」
を
語
り
、
ジ
ュ
ゴ
ン
な

ど
環
境
問
題
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
民
主
党
に
働

き
か
け
た
。
そ
う
し
た
努
力
も
あ

っ
て

「年
内
決

着
」
は
阻
止
で
き
た
の
だ
が
、
攻
防
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
１
月
２４
日
の
名
護
市
長
選
後
の
大
阪

・

東
京
で
の
１
月
末
の
集
会
に
加
え
て
、
服
部
さ
ん

は

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
』

へ
の
意
見
広
告

運
動
も
構
想
し
て
い
る
。

（文
責

一
国
富
建
治
、
新
し
い
反
安
保
行
動
を
つ
く
る

実
行
委
員
会
）
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翻「抵抗
一一死刑四の手配より」 監督

・脚本/口 ベール・ブ

レッソン 原 作/ア ンドレ・ドヴィニー 撮 影/レ オンス=ア ン

リ・ビュレル 出 演/フ ランソワ・ルテリエ、シャルル・ルクラ

ンシェ/原 題 un Condamn6 a mori s'est ёchap"ou le Vent

sou付16o3il veut 1956年 フランス映画 97分 /3月 20日 ～

4月 16日 岩 波ホールにて上映 (「抵抗と人間シリーズ」2)

「海の沈黙」 監督・脚本/ジ ャン=ピ エ
ール・メルヴィル

原作/ジ ャン・ヴェルコール 撮 影/ア ンリ・ドカ 出 浪/ハ

ヮード・ヴェルノン、ニコル・ステファーヌ ジ ャン=マ リー・

回バン/原 題 le Silence de ta mer 1947年フランス映画

86分 /2月 20日～3月 19日 東 京 ・神保町岩波ホールにて

上映 (「抵抗と人間シリーズ」1)

●

「
海
の
沈
黙
」
の
原
作
は
、
占
領
下
フ
ラ
ン

ス
で
地
下
出
版
さ
れ
た

「
深
夜
叢
書
」
の
第
１

作
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
戦
後
２
年
目
に
映
画
化

さ
れ
た
が
、
日
本
で
は
商
業
性
に
乏
し
い
と
見
ら

れ
、
映
画
祭
を
除
き

一
般
に
は
未
公
開
だ
っ
た
。

●
物
語
は
単
純
明
快
。
占
領
下
の
地
方
都
市
で

ひ
っ
そ
り
暮
ら
す
老
人
と
そ
の
姪
の
家
の
２
階
が

あ
る
日
接
収
さ
れ
、
ド
イ
ツ
軍
将
校
が
住
み
つ
く
。

将
校
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
堪
能
な
音
楽
家
で
、
礼

儀
正
し
く
フ
ラ
ン
ス
文
化
へ
の
尊
敬
と
愛
を
語
る

が
、
２
人
は
そ
れ
に
対
し
、
終
始
無
言
で
対
応
す
る
。

将
校
は

一
方
的
に
、
戦
争
に
よ
る
ド
イ
ツ
文
化
と

フ
ラ
ン
ス
文
化
の

「美
し
い
婚
姻
」
な
ど
、
彼
が

抱
く
夢
想
を
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
。
だ
が
、
休
暇
で

パ
リ
を
訪
れ
同
僚
の
将
校
た
ち
と
話
し
た
時
、
彼

の
夢
は
嘲
笑
さ
れ
、
占
領
政
治
の
日
標
は
あ
く
ま

で
フ
ラ
ン
ス
の
魂
を
破
壊
し
、
支
配
す
る
こ
と
だ
、

と
聞
か
さ
れ
る
。
絶
望
し
三
戻
っ
た
彼
は
東
部
戦

線
へ
の
転
勤
を
志
望
、
老
人
と
姪
に
別
れ
を
告
げ

る
。
姪
は
最
後
に
ご
言
、
「
ア
デ
ュ
ー
」
と
言
う
。

●
怒
済
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
占
領
し
た
ド
イ
ツ

軍
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
海
の
よ
う
に
深
い
沈

黙
で
応
え
た
。
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
の
が
粗
野
で

無
慈
悲
な
人
物
で
は
な
く
、
洗
練
さ
れ
た
教
養
人

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
が

戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
将
校
が
語
る
「美

女
と
野
獣
」
の
物
語
の
よ
う
な
、
和
解
の
皮
を
か

ぶ
っ
た
懐
柔
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
っ
た
。
の
ち
に

ヴ
イ
シ
ー
政
権
派

（対
独
協
力
派
）
と
抵
抗
派
に

二
分
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
抵
抗
の
出
発
点
が
、
こ

こ
に
静
か
に
、
明
確
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

０

「抵
抗
」
の
作
者
、
孤
高
の
映
画
作
家
ロ
ベ
ー

ル

・
ブ
レ
ツ
ジ
ン
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
映
画

史
の
本
で
多
く
が
語
ら
れ
て
い
る
。
映
画
か
ら
演

劇
性

・
物
語
性
を
排
除
し
、
禁
欲
的
と
も

い
え

る
ほ
ど
映
像
自
体
に
語
ら
せ
る
そ
の
創
作
姿
勢
は
、

他
の
作
家
の
追
随
を
許
さ
な
い
、
清
列
か
つ
唆
厳

な
世
界
を
提
示
し
て
き
た
。

●

「
抵
抗
」
は
、
「
田
舎
司
祭
の
日
記
」
に
続

い

て
彼
が
そ
う
し
た
作
風
を
確
立
し
た
記
念
碑
的
作

品
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
主
人
公
が
入
獄
し
て
か

ら
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
準
備
を
進
め
、

つ

い
に
脱
獄
に
成
功
す
る
ま
で
の
行
動
を
、
微
細
に

わ
た

つ
て
目
撃
す
る
。
彼
の
心
の
動
き
は
目
に
は

見
え
な
い
が
、
盗
ん
だ
ス
プ
ー
ン
で
作

っ
た
ノ
ミ

を
使

っ
て
羽
目
板
を
削
る
そ
の
音
か
ら
、
生

へ
の

強
靭
な
意
志
だ
け
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
劇
的
な
場

面
、
暴
力
の
描
写
は
注
意
深
く
抑
制
さ
れ
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン

（主
人
公
の
と母

は
感
情
を
交
え
る
こ
と

が
な
い
。
破
い
た
シ
ー
ツ
と
ベ
ッ
ド
の
針
金
を
編

ん
で
命
綱
を
作
る
場
面
で
、
「妹
の
髪
を
編
む
よ

う
に
、
三
つ
編
み
に
編
ん
だ
」
と
言

っ
た
の
が
、

唯

一
の
感
情
的
表
現
で
あ
る
。

●
ブ
レ
ツ
ソ
ン
は
、
囚
人
た
ち
が
自
分
の
排
泄
物

の
入

っ
た
バ
ケ
ツ
を
提
げ
て
歩
く
シ
ー
ン
で
、
厳

一粛
な
音
楽

（モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ハ
短
調
ミ
サ
の
キ
リ
エ
）

を
導
入
し
た
。
彼
に
と

っ
て
神
と
は
、
人
間
の
営

為
に
介
入
せ
ず
、
た
だ
そ
れ
を
凝
視
す
る
存
在

だ

っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。

（本
野

義
雄
、
本
誌
編
集
委
員
）
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撃

の
中

で

ポ

ピ

ュ

サ
一ズ

ム
と

ル
サ

ン
チ

マ

ン
の
同
時
代
を
読
む
』

！！
！
！
■
よ
諸
橋
泰
樹
／
現
代
書
館
／
２
２
０
０
円
＋
税
）

著
者
は
、
私
同
様
、
本
誌
の
編
集
委
員
で
あ
る
。

私
と
彼
の
つ
き
あ
い
は
、
ほ
ぼ
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の

編
集
会
議
で
の
や
り
と
り
の
み
で
あ
る
。
何
冊
も

著
作
の
あ
る
彼
が
、
ど
う

い
う
仕
事
を
し
て
き
た

の
か
は
、
書
評
紙
な
ど
で
の
短
文
を
い
く
つ
か
読

ん
だ
だ
け
の
私
は
、
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
時
間
が

流
れ
た
。
そ
れ
で
は
い
く
ら
な
ん
で
も
失
礼
で
あ

ろ
う
と
、
今
回
、
本
書
の
書
評
を
積
極
的
に
引
き

受
け
、
読
ん
で
み
た
。

編
集
会
議
で
の
や
り
と
り
を
通
し
て
の
、
私
の

著
者
に
対
す
る
印
象
は
、
よ
く
言
え
ば

「軽
妙
」
、

悪
く
言
え
ば
対
立
回
避
の

「
軽
桃
浮
薄
」
。
さ
て

ど
ち
ら
が
本
当
の
と
こ
ろ
か
、
な
ど
と
考
え
な
が

ら
、
第

Ｉ
　
部

ヨ
戦
後

エハ
　
○

年
』
を

め
　
ぐ

る
旅
」
、

第
工
部

妻競毒簿禁織1韓ぱ=―■■■ |

警再驚沓讐督1尊|1革やや1革鹸止
鶏申務 尊

「
憲
法
九
条

・
二
四
条

の
実
現

へ
向
け
て
」
、
第

田
部

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
、

第
Ⅳ
部

「
マ
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
倫
理

と
精
神
」
、
第
Ｖ
部

「批
評
精
神
、
あ
る
い
は

『小

泉

‐
ブ

ッ
シ
ュ
時
代
と
、
第
Ⅵ
部

「
『も
は
や
戦

後
で
は
な
い
』
と
言
わ
れ
た
遠
い
時
代
に
生
ま
れ

て
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、
短
文
の
集
め
と
い
う

べ
き
本
書
を
、　
一
気
に
読
み
終
わ

っ
た
。

な
ん
と
、
意
外
に

「生
ま
じ
め
」
な
素
顔
が
そ

こ
に
あ

っ
た
。
初
出
は
本
誌
を
含
む
、
運
動
体
の

メ
デ
ィ
ア

Ｔ
こ

―
ス
）
か
ら
様
ざ
ま
な
書
評
紙

な
ど
で
あ
る
。
「
ま
え
が
き
」
で
著
者
は
こ
う
書

い
て
い
る
。

「本
書
に
収
め
た
批
評
的
散
文
を
書

い
て
い
る

と
き
に
常
に
念
頭
に
あ

っ
た
の
は
、
自
分
が
５０
歳

代
で
あ
る
こ
れ
か
ら
の
１０
年
間
に
、
内
外
に
お
い

て
経
済
的
な
危
機
、
人
種
間
の
危
機
、
戦
争
や
大

き
な
災
害
等
が
起
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
に

少
し
で
も
抵
抗
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
お

く
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
、
と

い
っ
た

ク
思
い
ク

だ

つ
た
。
だ
か
ら
、
日
本
や
米
国
の
侵
略
が
も
た

ら
し
た
コ
ロ
エ
ア
ル
な
場
所
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
エ
ア

ル
な
状
況
に
あ
る
地
域
に
も
、
行
け
る
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
行

っ
て
お
き
た
い
し
、
市
民
運
動
な
ど

コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
コ
ミ
ッ
ト
し
て

お
き
た
い
」
。

本
書

の
内
容
は
、
こ
の
宣
言
を
基
本
的
に
裏

切

っ
て
い
な

い
。
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

・
サ

イ
パ
ン
」
な
ど
を
動
き
回
り
、
マ
ス

ょ
ン
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
権
力
に
加
担
し
た
操
作
的
な
情
報
支
配

の
あ
り
よ
う
を
具
体
的
に
批
判
す
る
こ
と
を
媒
介

に
し
た
、
国
家
権
力

（主
要
は
小
泉

・
安
倍
政
権
時

代
の
）
批
判
の
言
葉
が
そ
こ
に
あ
ふ
れ
て
い
る

窒
日

評
も
時
評
の
ス
タ
イ
ル
で
通
し
て
い
る
）。
著
者
が
こ

だ
わ

っ
て
い
る
戦
後
は
、
戦
争

へ
の

「抵
抗
」
と

し
て
あ

っ
た
意
志
で
あ
り
運
動
と
し
て
の
〈戦
後
〉

で
あ
る
。
本
書
に

一
貫
す
る
責
昏
れ
て
し
ま

つ
た

そ
れ
に
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
だ
わ
り
抜
こ
う
と
い
う

「志
」
に
、
共
感
し
た
。

苦
言
を

一
言
。
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

ス
タ
デ
イ
ー
　
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
エ
ア
ル
‥
…
」
、

す
こ
ぶ
る
抽
象
的
に
カ
タ
カ
ナ
文
字
が
飛
び
交

い

す
ぎ
る
文
体
は
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。
そ
れ

と
本
や

〈部
〉
の
タ
イ
ト
ル

（サ
ブ
タ
イ
ト
ル
）
の

説
明
的
長
さ
は
ど
う
だ
。
こ
れ
は
著
者
が
本
書
で

紹
介
し
て
い
る
精
神
、
本
誌
に
集
う
元
べ
平
連
の

「老
人
」
た
ち
の
文
化
的
な

「
遊
び
」
の
精
神

の

許
容
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
・
　

　

（あ
ま
の
。
や
す
か
ず
、
本
誌
編
集
委
員
）

◎ 117号 の訂正◎

お詫びして訂正します。

・5ページ2段目1行日

(誤)「ni。」→

(正)「仕分けの対象外に。」

'18ページ2段目後ろから2行日

(誤)「2008」→ (正)「2003」

・34ページ3段目後ろから11行日

(誤)「長谷川修二」→

(正)「長谷川修児」
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【東京】2月 3日 (水)～ 17日 (水)「開高健とベトナムJ展  ● 会場 :青

梅市立美術館 (」R「青福」駅徒歩5分)● 無料 ● 連絡先 1青植市立美術

館 TEL0428-24-1195(8～ 10日、15日休館)

【東京】2月 5日 (金)緊 急企画 「市民による 『事業住分け』  2010年

度防衛予算を斬る !J ● 仕分け人1杉原港司 「PAC 3用 改修費 (639億円)

「ミサイル防衛」経費 (1225億円)」、木元茂夫「ヘリ搭載護衛艦建造費 (1208

億円)」、山□響 「海兵隊グアム移転費 (472億円)を 含む 「米軍再編」経

費 (1077億円)」 ●会場 :富士見区民館洋室C(JR、 有楽町線、南北線、

東西線、大江戸線 「飯日橋」駅徒歩5分、「国連 ・憲法問題研究会」名で借

りています)0時 間 i19:00～ ● 資料代 :500円  ● 主催 i「防衛予算仕

分け」市民集会実行委員会、連絡先 iピープルズ `プラン研究所 TEL03-

6424-5748、 FAX03-6424-5749

【東京】2月 6日 (土)～ 7日 (日)も んじゆツアー 「原子力機構の2～ 3

月再開は無盟・無理だJ ●旅程 !新幹線1泊 ● 目的 !①現地でビラまき,

マイク、②現地の名物を食べ名所を見学 ● 主催 !いろりばた会議 (たん

ぽ|ぎ舎気付)TEL03-3238-9035、 FAX03-3238-0797

【東京】2月 8日 (月)国 連・憲法問題研究会 『費保 50年 の F日米同盟』

を読み解く  普 天間問題・米軍再綱の行方J ● 講師 :半日滋 (東京新

聞編集委員)● 会場 i文京区民センター (地下鉄三日線 「春日」駅、地下

鉄丸の内線 ・南北線 「後楽園」駅すぐ)● 時間18i30～ ● 参力B費:800

円 0主 催 :国連 ・憲法問題研究会 (工人社気付)TEL03-3264-4195、

FAX03-3239-4409

【東京】2月 13日 (土)派兵チェック解散集会『反派兵運動の20年 をめくつ

てJ ●討論者!武藤一羊、湯浅―郎、天野恵― ● 会場1文京区民センター

(地下鉄三日線 「春日」駅、地下鉄丸の内線 ・南北線 「後楽園」駅すぐ)

●時間 :2100～ ● 資料代 i500円  ● 主催 :派兵チエック編集委員会

【大阪】2月 20日 (土)鷲演会 『日韓併合の100年一一今、小日さんなら

どうするか」 ●講師 :子安宣邦 ●会場 i山村サロン (JR「芦屋」駅前ラ

ポルテ3F)● 時間114:00～ ●参カロ費 :1000円 ●主催 :「小日実を

読む」 ●連絡先 :山村サロン TEL079-7382585

【東京】2月 20日 (土)HOWS驚 座『憲法を活かし、取意手続法《国民投票法)

施行を許きないためにJ ●講師:内日雅敏(弁護士)「憲法9条と自衛隊――

『法服の初0』をみて考える」 ● 会場!本郷文化フォーラム (地下鉄丸の内線・大江戸線 「本郷三丁目」駅徒歩6分)

●時間 113t00～ ● 参カロ費 :1500円 (学生 1000円 )● 間合せ !HOWS事 務局 TEL03-5804-1656

【東京】2月 20日 (土)日本ベンクラブ女性作家委員会シンポジウム「女性と政治一一大臣に訊く、女性の政治書加・

賀日・表現J ● 対談 :福島瑞穂 (男女共同参画 ・少子化担当大臣)、雨宮処凛 (作家)0会 場 !東京ウィメンズ

プラザ (地下鉄銀座線 ・半蔵門線 「表参道」駅徒歩5分)● 時間 :18100～ ● 資料代 11000円  ● 主催 1日本

ペンクラブ TEL03 5614-5391

【東京】2月 27日 (土)～  ドキュメンタリー映画 rしかしそれだけではない。aD藤腐― 日 霊と語るJ ● 監督|

鎌倉英也 ● 会場1渋谷シネマ・アンジエリカ (渋谷区道玄坂1-18-3フ ジビル37-Bl)他 順次□一ドシヨー

●上映時間 :10!00、12:00、14:00、16120～ ● 入場料 !当日大入1800円  ● 連絡先 :TEL035459-0581

【東京】2月 27日 (土)東 京大空車65周 年朝鮮人犠牲書追悼 □ 僚シンポジウム・追悼会 ● 国際シンポジウ

ム 会 場 :江東区文化センター レ ク・ホール (地下鉄東西線 「東陽町」駅徒歩5分)時 間 :9:30～ ● 追1卓会

会場 i東京都慰霊堂(地下鉄大江戸線 「両国」駅徒歩2分横網公園)時 間 :3100～ ● 会費 :1000円  ● 主催 i

東京朝鮮人強制連行真相調査団 TEL・ FAX03-3812-7081

【東京】3月 20日 (土)『戦争も基地もいらない WORLD PEACE NOW 3.20J● 会場 :芝公園4号地 (」

R「浜松町」駅徒歩 12分、地下鉄三日線 「御成門」駅徒歩2分、地下鉄大江戸線 「赤羽橋駅」徒歩2分)● 開場i

12!00(開会 13100～)● パレード出発H5i00～ (雨天決行)● 発言:志葉玲 (ジヤーナリスト)、大河内秀人 (パ

レスチナ子どものキャンペーン)ほ か0主 催 :WORLD PEACE NOW http7/www worldpeacenOw ip/ ●

連絡先 :市民連絡会気付 FAX03-3221-2558 P.21へ 続く

狩
障緑
碍

ヤ
ーー
＝

あ

な
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け
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ｒ
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事
務
局
だ
よ
り

モ
白〓
口
軍
ａ

Ｅ
炉

可
′

　

ｃ

ｉ
ｖ

詩
集

・
歌
集

・
デ
モ
な
ど

苦
川
　
勇

一

■
多
く
の
方
か
ら
事
務
局
に
賀
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
は
、
自
分

の
賀
状
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
の
反
改
憲
意

見
広
告
運
動

へ
の
協
力
依
頼
も
載
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
何
人
も
の
知
人
か
ら
、
運
動
の
チ
ラ
シ

の
希
望
が
届

い
て
き
ま
す
。
や

っ
て
い
な
い
方
は
、

今
年

の
末
に
は
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
昨
秋
か
ら
、
事
務
局
宛
に
会
員
の
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
著
書
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
『市
民
の
意

見
』

の
毎
号

の
巻
頭
に
詩
が
載

っ
て
い
る
か
ら

で
し

ょ
う
、
詩
集
や
歌
集
も
多
く
頂

い
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
毎
年
の
反
改
憲
意
見
広
告
で
素

晴
ら
し
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
鈴
木

一

誌
さ
ん
の
ご
母
堂
、
鈴
木
サ
ダ
子
さ
ん
の
歌
集

（０９
年
１２
月
）
か
ら
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
詩
の
ご
協
力
を
よ
く
し
て

下
さ

っ
て
き
た
詩
人
の
長
谷
川
修
児
さ
ん
か
ら
は
、

ご
両
親
を
追
悼
す
る
詩
集

『緋
』
（ｏ９
年
１２
月
）
を
、

０８
年
の
１
０
９
号
で
寄
稿
を
さ
れ
て
い
る
青
梅
市

の
会
員
の
桂
龍
源
さ
ん
か
ら
は
詩
集

『人
間
の
種

族
』
（０９
年
１２
月
）
を
、
ま
た
、
意
見
広
告
運
動
に

賛
同
さ
れ
て
い
る
赤
磐
市
の
松
岡
正
富
さ
ん
か
ら

は
少
し
前
で
す
が
、
歌
集

『若
き
ら
よ
　
ア
ー
チ

ク
ル
・ナ
イ
ン
文
０７
年
３
月
）
を
頂
い
て
い
ま
す
「海

（わ
た
）
の
底
に
銃
抱
き
眠
れ
る
万
骨
の
響

（と
よ
）

み
は
ひ
ね
も
す
鳴
り
止
ま
ぬ
耳
」。
ど
れ
に
も
平

和
の
気
持
ち
の
あ
ふ
れ
た
感
動
的
な
詩
や
歌
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
全
部
本
誌
に
載
せ

き
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。そ

れ
以
外
に
、
ご
高
齢

で
退
会
を
さ
れ
た
井
上
俊

子
さ
ん
か
ら
は

『イ
ノ
ウ

ェ
　
ト
シ
コ
　
９０
歳
か
ら

の
訴
え
』
（ｏ９
年
１０
月
、
上

の
写
真
）
と
い
う
、
毎
ベ
ー

ジ
に
自
作
の
カ
ラ
ー
の
絵

が
載

っ
た
絵
と
文
の
立
派

な
本
を
頂
き
ま
し
た
。
終
わ
り
の
文
に
は

「老
い

た
日
の
た
め
に
年
金
格
差
な
し
で
の
安
心
、
そ
し

て
働
く
場

（時
）
で
の
健
康
保
持
、
そ
し
て
子
女

の
た
め
の
教
育
の
補
償
を
中
心
に
、
生
産
性
に
応

じ
た
国
際
的
な
標
準
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
、
そ

し
て
家
族
単
位
か
ら
脱
し
た
個
人
の
確
立
を
、
現

憲
法
の
ま

っ
と
う
な
施
行
を
要
求
す
べ
き
で
し
ょ

う
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ぶ
な
葉

一

作
・関
ロ
コ
オ
絵
の
『泣
い
た
ゼ
ロ
戦
墳
０９
年
Ю
月
）

と
い
う
鈴
の
音
童
話
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
本
号
の
締
切
り
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
が
、
１

月

３０
日
に
は
、
東
京

・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

で
、
普
天
間
基
地
を
許
さ
な
い
全
国
集
会
が
あ
り
、

１
万
人
を
目
標
の
デ
モ
が
あ
り
、
本
会
の
事
務
局

も
参
加
し
、
意
見
広
告
の
チ
ラ
シ
を
多
数
配
布
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
２
月
１５
日

（土
）
夕
刻
は
、

東
京

「武
蔵
野

・
三
鷹
ア
ン
ポ
粉
砕
ち
ょ
う
ち
ん

デ
モ
の
会
」
の
定
例
デ
モ
が
第
７
０
０
回
と
な
り

ま
す
。
こ
の
回
数
の
数
字
に
は
感
動
し
ま
す
。
こ

れ
に
も
事
務
局
か
ら
多
く
が
参
加
す
る
で
し
ょ

う
。　
一
方
、
毎
週
土
曜
日
の
夕
方
、
新
宿
駅
西
日

地
下
広
場
で
続
い
て
い
る

「反
戦
意
思
表
示
」
は
、

２
月
６
日

（土
）
が
７
年
目
、
第
３
６
１
回
で

す
。
こ
の
中
心
の
大
木
晴
子
さ
ん

（会
員
）
の
サ

イ
ト
は
ア
ク
セ
ス
が
と
て
も
多

い
の
で
す
が
、
最

近
、
鈴
木

一
誌
さ
ん
が
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
記
念
の

バ
ッ
ジ
ま
で
で
き
た
よ
う
で
す
（左
の
写
真
）。
も

っ

と
も
、
９２
年
１
月
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
国
会
前
で
の
、
日
本

軍

「慰
安
婦
」
問
題
の
解
決
を

求
め
る

「水
曜
デ
モ
」
は
、
先

日
の
１
月
１３
日
で
９
０
０
回
目

だ
そ
う
で
、
こ
れ
は
凄

い
で
す
ね
。
６０
年
安
保
闘

争
満
５０
年
の
今
年
、
デ
モ
や
集
会
の
機
会
は
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご

一
緒
に
。

■
本
会
の
会
員
は
１２
月
末
で
つ
い
に
２
０
５
０
名

と
な
り
ま
し
た
。
う
ち
８
４
３
人
が
シ
ル
バ
ー
会

員
で
、
３８
人
が
障
が
い

。
病
中
な
ど
の
会
員
で
す
。

高
齢
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
周
辺
の
若

い

方
々
に

『市
民
の
意
見
』
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

■
２
月
１９
日

（金
）
の

「読
者
懇
談
会
」
は
中
川

六
平
さ
ん
の

「
ほ
び

っ
と
」
の
話
、
そ
し
て
チ
ラ

シ
同
封
の
２
月
２０
日

（土
）
午
後
の

「憲
法
９
条
・

２５
条
実
現
講
演
会
」
は
、
全
力
を
挙
げ
て
い
る
催

し
で
す
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
を
誘

っ
て
、
ご

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。
（ドｏ＼〇
岸＼
Ｓ
記
）

（よ
し
か
わ
。
ゆ
う
い
ち
、
事
務
局
・
編
集
委
員
）
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: 百士 :

: ;培F :
◆
世
界
に
、
自
分
に
奈
良
県
奈
良
市
　
東
　
良
江

世
界
に
、
自
分
自
身
に
も
う
武
力
は
必
要
な
い

と
い
え
る
時
が
来
た
。

◆
４０
数
年
前
の

「
べ
平
連
」

大
阪
府
大
阪
市
　
小
山
高
澄

い
つ
も
多
種
パ
ン
フ
差
し
入
れ
あ
り
が
と
う
ご

ざ

ぃ
ま
す
。
４０
数
年
前
の

「
べ
平
連
」

へ
の
送
金

を
思

い
出
し
ま
す
。

◆
長
生
き
で
き
る
国
を埼
玉
県
北
本
市
　
黒
田
順
子

真
綿
で
首
を
絞
め
る
か
の
よ
う
に
生
活
は
苦
し

く
な
り
、
介
護
認
定
前
に
弱

っ
て
い
く
義
父
。
長

生
き
し
て
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
の
国
は
ゴ
メ
ン
だ
＝

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
Ｈ

◆
政
権
交
代
は
よ
か
っ
た
香
川
県
高
松
市
　
松
崎
宏
紀

遅
す
ぎ
た
が
政
権
交
代
し
て
よ
か

っ
た
と
思
い

ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
自
公
右
派
政
権
が
駄
目
す

ぎ
た
と
思
い
ま
す
。

◆
昨
年
８
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は

東
京
都
豊
島
区
　
磯
谷
佳
世
子

８
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は
９
条
と
２５
条
を
基
盤

に
活
動
す
る
政
党
と
そ
の
侯
補
者
に
投
票
し
ま
し

た
。
比
例
区
は
と
も
か
く
選
挙
区
は
死
票
に
成
り

果
て
ま
し
た
。
予
想
は
し
て
い
た
も
の
の
、
や
っ

ぱ
リ
ド
ヨ
ヨ
～
ン
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
当

選
者
は
民
主
党
の
江
端
貴
子
氏
で
し
た
。
１
１
５

号
を
読
み
元
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

【＊
お
便
り
は
、
昨
年
９
月
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
部
】

◆
小
異
を
捨
て
大
同
団
結
を

千
葉
県
船
橋
市
　
吉
村
り
よ
み

朝
日
新
聞
に
小
沢

一
郎
の
改
憲
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

予
測
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
う
さ
せ
な
い
よ
う
に

小
果
を
捨
て
て
大
同
団
結
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

つヽ
―
・

◆
政
権
交
代
に
市
民
の
魂
を
入
れ
よ
う

東
京
都
武
蔵
野
市
　
野
津
　
功

首
相
の
資
金
力
で
実
現
し
た
政
権
交
代
。
作
ら

れ
た
仏
に
魂
を
入
れ
る
の
は
市
民
で
す
。

◆
政
権
交
代
で
が
ん
ば
ろ
う

静
岡
県
静
岡
市
　
鈴
木
孝
子

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
、
広
島
の
秋
葉
市
長

こ
そ
―
　
し
か
し
、
大
国
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
廃

核
演
説
で
オ
バ
マ
さ
ん
に
～
知
名
度
、
核
廃
棄
活

動
に
は
宣
伝
力
が
大
―
　
ア
フ
ガ
ン
進
駐
は
な

ぜ
？
　
私
た
ち
が
平
和
に
つ
い
て
強
い
意
志
表
示

が
必
要
。
政
権
交
代
で
が
ん
ば
ろ
う
。

◆
い
つ
も
中
身
の
濃
い
ニ
ュ
ー
ス

神
奈
川
県
逗
子
市
　
大
井
毬
子

い
つ
も
中
身
の
濃

い
ニ
ュ
ー
ス
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
無
言
館
の
絵
に
感
動
東
京
都
八
王
子
市
　
木
川
洋
子

い
つ
も
会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
無
言

館
の
絵
に
感
動
し
ま
す
。

◆

い
つ
も
面
白
い
京
都
府
京
都
市
　
大
沢
真

一
郎

い
つ
も
面
白
く
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
元
気
を
い
た
だ
い
て
ま
す

東
京
都
江
戸
川
区
　
加
登
高

一

い
つ
も
力

い
っ
ぱ
い
の
編
集
に
元
気
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
も
読
者
の
ひ
と
り
で
い
ま
す

新
潟
県
長
岡
市
　
片
山
ま
り

「
市
民
の
意
見
」
の
な
か
で
、
と
き
ど
き
キ
ラ

リ
光
る
文
章
に
め
ぐ
り
合
え
ま
す
の
で
、
や
は
り
、

読
者
の
ひ
と
り
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

，く、。
◆
２‐
年
前
の
設
立
か
ら千
葉
県
市
川
市
　
四
本
仁
子

２
０
１
０
年
７
月
に
７０
歳
に
な
り
ま
す
。
８８
年

の
市
民
の
意
見
３０
の
会
の
立
ち
上
げ
集
会
は
青
山

通
り
の
赤
坂
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
田
実

さ
ん
、
吉
川
さ
ん
、
音
楽
の
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
で

小
室
等
さ
ん
、
長
谷
川
き
よ
し
さ
ん
な
ど
の
演
奏

も
あ
り
、
カ
ッ
コ
い
い
ス
ー
ツ
姿
の
辻
元
清
美
さ
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ん
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
２‐
年

経
ち
ま
し
た
。
民
主
党
政
権
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
８２
歳
、
今
年
も
頑
張
り
続
け
る

兵
庫
県
尼
崎
市
　
杉
本
昭
典

恥
ず
か
し
な
が
ら
１６
歳
で
海
軍
少
年
兵
と
し
て

敗
戦
を
迎
え
、
反
乱
す
る
も
説
得
さ
れ
復
員
、
解

雇
、
戦
後
復
活
メ
ー
デ
ー
に
初
参
加
、
共
産
党
員

と
な
り
活
動
。
１９
歳
、
教
育
闘
争
で
Ｍ
Ｐ
に
ピ
ス

ト
ル
を
突
き

つ
け
ら
れ
逮
捕
さ
れ
る
。
２２
歳
、
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
で
解
雇
。
そ
の
後
、
反
党
分
子
と
し
て

除
名
さ
れ
る
が
反
戦
、
平
和
、
社
会
変
革
を
目
指

し
て
微
力
な
が
ら
歩
み
つ
づ
け
、
８２
歳
を
迎
え
、

ま
こ
と
に
老
々
介
護
と
ガ
ン
闘
病
中
の
な
か

「
９

条
」
を
守
り
、
今
年
も
頑
張
ろ
う
と
思
う
。
よ
ろ

し
く
。

◆

い
ま
、
チ
エ
ー
ン
ジ
の
と
き

千
葉
県
千
葉
市
　
長
谷
好
男

我
が
国
の
チ

ェ
ー
ン
ジ
の
と
き
。
が
ん
ば

っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
助
け
合
え
る
社
会
を兵
庫
県
宝
塚
市
　
道
上
朝
子

政
権
は
変
り
ま
し
た
。
が
、
心
も
頭
も
さ
ら
に

使

っ
て
、
平
和
で
互
い
に
助
け
合
え
る
心
を
も

っ

た
社
会
を
め
ざ
し
た
い
で
す
ね
。

◆
米
軍
住
宅
建
設
反
対
を

神
奈
川
県
逗
子
市
　
九
山
秀
邦

池
子
の
森
、
横
浜
逗
子
地
区
を
結
ぶ
道
路
地
下

駐
車
場

（
９
０
０
台
）
、
ト
ン
ネ
ル
、
横
浜
地
区

へ
の
原
子
力
空
母
要
員
住
宅
７
０
０
戸
の
建
設
が

押
し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
２０
年
前
に
も
ま
し
た

市
民
の
反
対
運
動
を
…
と
ガ
ン
バ

つ
て
い
ま
す
。

友
人
よ
り
紹
介
さ
れ
、
少
し
で
す
が
…
。
戦
争

ヘ

の
道
は
絶
対
に
反
対
で
す
が
、
何
と
な
く
不
安
な

感
じ
が
し
ま
す
。

◆
い
ま
こ
そ
安
保
破
棄
を
京
都
府
京
都
市
　
加
藤
敦
美

「坂
の
上
の
雲
」
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
引
き

つ
い

だ
の
が
悪
魔
帝
国
ア
メ
リ
カ
。
自
分
の
後
継
者
ア

メ
リ
カ
に
依
存
し
た
天
皇
制
日
本
。
ア
メ
リ
カ
は

天
皇
の
日
本
を
丸
呑
み
し
た
。
日
本
人
は
天
皇
が

い
る
か
ら
自
分
た
ち
は
独
立
国
だ
と
思
い
込
み
ア

ジ
ア
侵
略
の
後
継
者
ア
メ
リ
カ
と
共
同
し
て
い
る

こ
と
を
民
主
主
義
と
決
め
込
ん
で
い
る
。
日
米
共

同
し
て
沖
縄
を
踏
み
つ
け
に
し
て
き
た
６０
年
を
ま

だ
続
け
る
の
か
。
も
う
ダ
メ
だ
よ
―
　
社
共
政
権

で
安
保
破
棄
せ
よ
。

◆
日
米
同
盟
の
解
体
を奈
良
県
香
芝
市
　
島
田
雅
夫

普
天
間
基
地
撤
去
、
辺
野
古
に
基
地
を
作
ら
せ

な
い
た
め
に
は
、
「
日
米
同
盟
」
神
話
解
体
が
必

要
不
可
欠
と
思
い
ま
す
。

◆
民
主
党
に
強
く
要
望
し
ま
す

東
京
都
中
野
区
　
近
藤
悠
子

日
米
軍
事
同
盟
を
全
面
的
に
見
直
し
米
基
地
を

返
し
、
ア
ジ
ア
全
体
と
の
平
和
外
交
に
切
り
替
え

な
け
れ
ば
。
民
主
党
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

◆
共
有
す
る
も
の
を
大
阪
府
高
槻
市
　
一二
上
弘
志

政
権
交
番
と
は
こ
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
う
こ

と
が
多
い
昨
今
、
予
想
し
て
い
た
こ
と
と
は
言
え

ギ
ク
シ
ャ
ク
や
困
惑
、
マ
ア
、
未
曾
有
の
出
来
事

だ
か
ら
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
。
漸
進
的

な
ら
ざ
る
得
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
Ｔ
」
れ
だ
け

は
―
」
を
ど
う
共
有
す
る
か
で
し
ょ
う
ね
。

◆
世
界
に
ひ
ろ
が
れ
京
都
府
京
都
市
　
一高
橋
純

一

い
つ
も

Ａ
こ
こ
ろ
ｖ
あ
る
内
容
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
沖
縄
の
子
ど
も
さ
ん
の
詩
、
大

変
感
動
で
す
。
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
に
育
つ
、
人
へ
、

自
然

へ
、
全
て
に
愛
、
や
さ
し
さ
は
、
ク
沖
縄
ク

と
い
う
場
に
限
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
世
界
に

更
に
拡
が
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

◆
新
政
権
に
基
地
と
経
費
の
縮
小
を

神
奈
川
県
横
浜
市
　
ユ刊
畑
ゆ
か
り

章
子

上
原
子

独
立
国
家
で
あ
る
は
ず
の
日
本
は
い
つ
ま
で
米

国
軍
に
基
地
と
莫
大
な
経
費
を
献
上
し
続
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
戦
勝
国
気
取
り
で
６４
年
以
上
占
領

し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
の
に
、
な
ぜ
今
ま
で

こ
の
状
態
を
許
し
た
の
か
。
新
政
権
、
新
首
相
に

気
概
を
込
め
て
是
非
、
縮
小
を
と
期
待
し
ま
す
。

】

「読
者
の
お
た
よ
り
」
の
多
く
は
、
会
費
納
入
の
際
の

郵
便
振
替
票
に
書
か
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
掲
載
に
つ
い
て
匿
名
を
こ
希
望

一
の
方
は
、
そ
の
旨
明
記
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
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≡
は
や
２
月
で
す
が
、
本
号
は
２
０
１
０
年
の
新

年
号
に
な
り
ま
す
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
が
み
な
さ
ん

に
と

っ
て
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り

ま
す
。
で
す
が
、
基
地
、
安
保
、
貧
困
、
失
業
、

問
題
は
山
積
し
た
ま
ま
で
す
。
在
日
す
る
朝
鮮
の

人
び
と
に
対
す
る
暴
力
な
ど
、
す
さ
ん
だ
事
件
も

相
次

い
で
い
ま
す
。
今
年
が
少
し
で
も
明
る
い
年

に
な
る
よ
う
、
本
誌

『市
民
の
意
見
』
お
よ
び
意

見
広
告
運
動
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
頑
張

っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
ナ
チ
ス
の
犯
罪
に
時
効
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

が
戦
時
中
ア
ジ
ア
に
対
し
て
犯
し
た
人
道
に
対
す

る
罪
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
米
国
の
原
爆
投
下
と

い
う
犯
罪
に
も
時
効
は
な
い
で
し
ょ
う
。
本
誌
安

川
さ
ん
の
論
考
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
９
・

会．東京巾蜘
の

ヽ抑晴離い
２

１１
を
き

っ
か
け
に
始
ま

っ
た
０３
年
３
月
の
米

・
英

主
導
に
よ
る
イ
ラ
ク
戦
争
に
対
し
て
、
そ
れ
を
支

持
し
派
兵
し
て
い
た
オ
ラ
ン
グ
が
１
月
１２
日
、
国

際
法
違
反
だ

っ
た
と
す
る
政
府
の
独
立
調
査
委
員

会
報
告
を
出
し
ま
し
た
。
英
国
の
動
き
は
細
井
さ

ん
の
論
考
に
あ
る
と
お
り
で
す
。
引
退
を
決
め
込

ん
で
い
る
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
と
日
本
の

小
泉
元
首
相
に
対
す
る
追
及
は
な
さ
れ
な
い
の
で

し
ょ
つヽ
か
。

■
１
月
２４
日
、
沖
縄
県
名
護
市
長
選
で
辺
野
古
移

転
反
対
派
が
勝
利
。
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
。
（諸
橋
）

●
編
集
委
員
　
天
野
恵

一
、
阿
部
め
ぐ
み
、
有
馬

保
彦

（次
号
担
当
）、
岡
安
英
治
、
杉
内
蘭
子
、
高

橋
武
智
、
高
同
甫
雅
、
西
田
和
子
、
野
澤
信

一
、

道
場
親
信
、
本
野
義
雄
、
諸
橋
泰
樹

（本
号
担
当
）、

吉
川
勇

一
、
吉
田
和
雄

●
計
報
　
会
員
の
ご
逝
去
の
報
を
ご
遺
族
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
。

福
家
俊
明
さ
ん

（滋
賀
県
大
津
市
）

樋
口
篤
三
さ
ん

（埼
玉
県
新
座
市
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

〓一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻
緩
張
一

昨
年
は
、
有
権
者
の
力
に
よ
り
政
権
交
代
と
い

う
大
き
な
政
治
転
換
を
果
た
し
、
新
政
権

へ
の
期

待
と
不
安
を
抱
き
つ
つ
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
経
済
や
雇
用
の
安
定
、
庶
民
の
暮
ら

し
の
先
行
き
は
見
え
て
こ
な
い
ま
ま
で
す
が
、
今

期
の
会
計
は
お
か
げ
さ
ま
で
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
０９
年
度
の
基
本
会
計
の
収
支
も
ホ
ン
の

少
し
で
す
が
黒
字
で
年
を
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
の
財
政
の
安
定
は
ニ
ュ
ー
ス
作
り
に
励
む

編
集
者
に
と

っ
て
も
、
会
を
運
営
す
る
事
務
局
に

と

っ
て
も
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
使

い
づ
ら
か

つ
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

昨
年
末
に
買
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
市
民
の
声
が
ニ
ュ
ー
ス
を
通
し
て
政
治

や
社
会
に
届
く
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
持
て
る

力
や
許
さ
れ
る
時
間
の
中
で
協
力
し
あ
い
な
が
ら

頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（上
口
）

1.収 入
一般会費 276,500

協力会費 105,000

敬老会費 220,000

障害者会費 15,000

(会費小計) 616.500

カンパ 182,410

ニュース販売 ｎ
ｕ
Ｏ
Ｏ
４

バッジ
ヾ
等販売 0

集会入場料 （
υ
ｎ
Ｕ
９
ん

預 り金 ( ■) 156.500

立替金清算 (Ⅲ2) 800,000

収入計 1,762,210

2.支 出

印昂!費(Ⅲ3) 260,4011

発送費ば41 157,440

通信費 28,386

事務用品費 (Ⅲ5) 109,220

消耗品費(Ⅲ6) 18.573

編集費(η ワ

々

９
０
カ
仕

会場費 2000

交通費 75t720

事務所費 110,00C

光熱費 7.421

手数料 60,605

諸会費(・8) 4.00C

雑費 1,449

立替針 9) 126,18C

支出計 965,715

3.収 支 796.495

前期からの繰越 7,774,677

次期への繰越 8.571,172

4.残 高の内訳

会基本会計 5、471,93C

条約基金 176,715

F/1基金 2,665,82C

預り金 256701

計 8.571.172

注 (司 )意 見 広 告 賛 同金 預 り
¥155,500、 新安保実賛同金預り
¥1,000。 (☆2)前 期から意見広告ヘ

の立替金を回収。 (★3)三 ュース117

号印刷費。 (☆4)ニ ュース116号発送

費。 (・5)ノ ートパソコン¥108,800

フアイル等。 (☆6)名 入り定形封筒

作成費¥13.493、 トナー代¥41

(★7)参 考図書¥2,321、三ュース原

稿作成料¥2,000。 (★8)大 阪意見広

告賛同金。 (☆9)事 務所家賃121月 分
光熱費等意見広告負担分。9-10月分の

意見広告との精算|よ、今期会計には間
に合いませんでしたので、次期の会計
に繰越します。
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